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　　　　プロローグ







　株式会社あんのんソフト。社名の由来は「誰だれも見たことがないようなゲームを作ろう」という信念より、英単語の「unknown」からだ。決して「安あん穏のん」ではない。

　誰も見たことがないかどうかはともかくとして、かつては据え置き型ゲーム機向けのソフトを開発し、売り上げも悪くなかった。テレビＣＭも流したし、もちろん社員にボーナスも出た。調子に乗った社長は変な絵を買った。しかし徐々に携帯型ゲーム機の人気が上昇し、インターネットの普及によるオンラインゲームの台頭など、ゲーム業界の市場も変わってきた。さらにはゲーム機自体の性能がよくなったため、それに見合うソフトを作るには多額の費用が必要となった。

　そんな容赦のない時代の流れに、あんのんソフトは置いていかれてしまう。売り上げは下降を続け、ボーナスはなくなり、給料も削られていった。変な絵も売った。

　このまま状況を変えられなければ、倒産は確実。他のゲーム会社が合併をして生き残りの道を探している中、あんのんソフトはどうにか単独で頑張っていた。

　そして、会社の未来を賭かけたオンラインゲームは完成した。名を「勇ゆう魔ま戦せん争そうオンライン」という。これがダメならおとなしく会社を畳もう。社長をはじめ、社員たちはそう考えていた。

　この勇魔戦争オンラインというゲームは、プレイヤーどうしの対戦をメインとしている。他のゲームでは悪と認識されていることが多いＰＫも、勇魔戦争の中では日常茶飯事だ。また、「勇ゆう者しや」「魔ま王おう」の職業は各一人のプレイヤーにしか許されておらず、しかもＨＰが０になって死亡するとキャラクターが消滅するという、まさに「誰も見たことがない」システムが導入されている。

　リリース当初から爆ばく発はつ的てきヒットとはならなかったが、口コミで広がるにつれてユーザーは増え、最近になって「第一次魔王城攻防戦」や「死者アンデツドの乱」というユーザーが起こしたイベントによって、さらに知名度は高まった。

　ここらで一気にユーザーを増やしたい。まさに、今が売り時であった。

「企画の進行具合はどうだ？　長なが尾お」

　十一月を迎えた午前中、あんのんソフトの会議室で臨時の会議が開かれていた。これまでは月に一度の定例会議だけで十分だったのだが、来月の十二月に大きな催しを計画しているので、最近はこういった打ち合わせが多くなっていた。

　開発責任者の望もち月づき浩ひろ史しは、最初に長尾に訊きいた。

「今のところ遅れはありません。設備の手配と、ユーザーへの告知の準備は進んでいます」

　手もとの手帳を見ながら長なが尾おは答えた。彼は最近、軽い気持ちで応募したおーいお茶の俳句に入賞してパッケージに掲載されたことで有名だった。

「望もち月づきさんが指示してくれれば、いつでもホームページにはアップできます」

　ホームページ管理を担当している高たか尾おが言った。彼は最近、卵のカラザが箸はしで上う手まく取れるようになったことで有名だった。

「告知のタイミングは来週といったところだな。……それで、当日の司会を決めないといけない。タレントさんを呼ぶと金がかかる」

　望月のその言葉に、会議室の誰だれもが黙だまってしまった。皆、人前でマイクを持って喋しやべるというのが得意ではないのだ。

「うちにも名物社員みたいな人がいればよかったんですけど……。ほら、高たか橋はし名人とか、湯ゆ川かわ専務みたいな」

　そう言ったのは牛うし尾おだった。彼は最近、親戚の子に「おじちゃんが殺ころせんせーのモデルだって本当？」と、とんでもない思い違いをされていたことで有名だった。

「やっぱりこういうのって女性がいいんじゃない？　お客さんは絶対に男が多いわけなんだからさ」

　丸まる尾おの発言である。彼は最近、愛してやまない声優が演じているキャラクターを愛車にペイントしたが、翌日にその声優の結婚が報道され、８キロ瘦せてちょうどよくなったことで有名だった。

「え？　私？　ちょっと待ってよ」

　開発スタッフの中に女性は一人。紅一点の寺てら尾おである。彼女は最近、婚活パーティーに行って牛尾に遭遇したことで有名だった。

「確かに待った方がいい。寺尾さんを表に出すのは社のイメージに関わる」

「望月さん冷静に酷ひどい！　わ、私だって自分が美人だなんて思ってないですよ？　いつも社内にいるから化粧も薄うすいし、服も適当ですけど、ちゃんとやれば……、ねえ牛尾さん」

　先日の婚活パーティーで気合いの入ったフル装備の寺尾を見ているはずの牛尾は、速やかに視線を逸そらした。

「……俺からは何も言えない」

「牛尾さん!?　せめて目をこっちに……」

「じゃあ長尾で」

　遮って言ったのは浅あさ尾おだった。彼は最近、軽自動車が軽油では動かないと身をもって知ったことで有名だった。

「浅尾さん！」

　寺尾は立ち上がって抗議したが、そこに寺尾の味方はいなかった。女としてのプライドを傷つけられてはいるものの、寺尾としても人前に出たいと思っているわけではない。

　大抵の面倒は、一番の若手である長なが尾おに回ってきてしまうのだ。

「わかりましたよ。どうせ僕に来ると思ってましたし。そういえば望もち月づきさん、今年の冬のボーナスって出るんですか？」

　長尾が訊きいた。全員が望月に注目する。誰だれもが気になっている重要事項だった。勇ゆう魔ま戦せん争そうは利益を出しているし、これからも成長が見込める。ここらで社員のモチベーションを上げる何かがあってもいいのではないか。

「社長によれば……現物支給だそうだ」

「現物って何ですか！」




　　　　※




　勇ゆう者しやマミを追いつめたリリーによる「死者アンデツドの乱」から数日、魔ま王おう軍ぐんは落ち着きを取り戻し始めていた。敵であるはずのマミを魔王アリサが助けるというドラマチックな展開に胸を熱くしたプレイヤーも多く、魔王の支持率は上がっているらしい。

　反乱軍に参加していた魔王軍プレイヤーはアリサによって許され、また魔王のために戦ってくれると忠誠を誓った。理り央お個人としては甘いと思ったが、アリサを操るのはあの亜あ梨り沙さである。「じゃあ死刑」と言うわけがない。

「ぎゃー！」

　狐きつねの面で素顔を隠した暗殺者アサシン、ハイネは情けない声をあげながらモンスターの攻こう撃げきから逃げた。素早い動きが特徴の暗殺者は、その代わりに防御力が低いのだ。場合によっては一撃で致命傷になることもある。

「おらあっ！」

　ハイネを攻撃したモンスターは、背ほどもある大きな剣によって両断された。上半身裸で筋肉質な、戦いを求める狂戦士バーサーカー、大たい佐さである。魔ま法ほうを覚えることはできないが、攻撃力は他の職業より優遇されている。プレイヤーの大佐は高校中退であるが、大検を目指して勉強中だ。

「ふう。助かった」

「いつまでたっても上う手まくならねえな。フォローする身にもなれってんだ」

「大佐さん、ハイネさんは上手になってますよ」

　魔王アリサがＨＰを回復してくれた。自身でも強力な魔法を持っているが、アリサは後方の援護に回るプレイが多い。

　ハイネでログインした理央は、四し天てん王のうのメンバーとクエストを楽しんでいた。今のモンスターを倒したことで区切りがついたので、近くの村へ補給に戻る。

「ねえねえ、前から言おうと思ってたんだけどさ」

　切り出したのは狩人かりうどの素もと子こだった。あくまで自称ではあるが女子大生で、言動はとてもノリがいい。

「どした？」

　保存食で空腹値を回復させながら、召喚士サモナーのチャンタが発言した。社会人のチャンタはログイン時間が限られているが、最近は仕事も落ち着いてきているようで、以前よりも顔を見せることが多くなっていた。

「そろそろ四し天てん王のうでオフ会やらない？」

　勇ゆう魔ま戦せん争そうオンラインでは、感情表現の一つとして吹き出しから絵文字のような記号を出せる。素もと子こは上機嫌である星マークを出してみせた。

「オフ会……ですか」

　アリサは何やら悩んでいるような言い方。

「ま、まあ時間とか場所が合えばな」

　大たい佐さも少し動揺が見える。

「いいじゃん。やろうぜ。ネトゲっつったらオフ会はつきものだよなー」

　チャンタは音符のマークを出してすぐに同意。

　パソコン画面の前でゲームパッドを握る理り央おは思った。

　オフ会って何だ。













　　　　第１話　西せい武ぶと東とう武ぶ







　オフ会。インターネット上で活動しているメンバーなどが、実際に集まること。名前の由来はオンラインに対して現実をオフラインとすることから。

　素もと子こが発した謎なぞの単語をスマホで検索してみると、そんなふうに解説されていた。さらに体験談などを読んでみると、ネット上では男女比が半分ずつくらいだったのに、集まってみたら男ばっかりだったとか、オフ会で知り合った人と交際が始まったとか、色々と情報が出てきた。

　すなわち魔ま王おうを含めた四し天てん王のうパーティが、現実のどこかに集合して食事したりお喋しやべりしたり。会ってみたら、勇ゆう魔ま戦せん争そう内でのキャラクターと実際のプレイヤーとのギャップがあったりなかったり。

　へえ、楽しそうじゃん。

「…………」

　ダメじゃん。

　理り央おは部屋を飛び出した。向かうは２メートル先の妹の部屋である。二階建ての初はつ島しま家けは、上の二つの部屋が理央と凛りん子こに与えられている。

「りりりりりり凛子ぉっ！」

　二歳下の凛子は非常に出来がいい自慢の妹だ。口くち喧げん嘩かでは勝てないほど頭の回転が速く、未来を見ているのではないかというほど察しがよく、ごめんなさいと言いたくなるほどサディスティック。それが初島凛子という中学二年生だ。

　恥ずかしながら理央は、困った時は凛子に相談することが多い。はっきり言ってくれるし、アドバイスも的確で助けられてばかりだ。何かお礼をしたいと言ったら「兄ちゃんを見てるだけで楽しいからそれで十分」と返ってきた。楽しいらしい。

　思春期真っ盛りの妹の部屋にノックなしで入るなど本来なら怒られる行為であるが、この時の理央は冷静さを欠いていた。

「兄ちゃん、どうしたの？」

　凛子は風呂あがりのようで、サイドポニーにしている髪をおろし、アイスをくわえてパソコンに向かっていた。画面に映っているのは勇魔戦争の掲示板のようだ。凛子も勇魔戦争のプレイヤーで、非常に強いパーティ「リンリン突とつ撃げき隊たい」のリーダー、リンコでもある。

「いきなりすまん。あのな、素子がオフ会やろうって……ん？　あずきバーあるの？」

「あるよ」

「ちょっと取ってくる」

　凛りん子こが食べているのを見て食べたくなった理り央おは、一階におりてあずきバーを持って再び戻ってきた。うん、硬い。だがそれでこそ。
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「ベッドに座って。ついでに枕も抱いておいてくれると嬉うれしいな」

　凛子に促されてベッドに腰掛け、枕を膝ひざに乗せる。

「いいのか？　これ使うのお前だろ？」

「兄ちゃんの匂いをつけておいて欲しいの。よく眠れるから」

「だったらいつでも抱きしめて寝てやるのに」

「兄妹の線引きはちゃんとしようよ」

「あなたも結構グレーでない!?」

「できれば兄ちゃんの使ったリップクリームもちょうだい」

「だからそれが！」

　凛子の心の中を見通すのは一生かかっても無理そうだ。兄妹であずきバーを食べながら、やっと本題に戻る。

「で？　オフ会って言ってたみたいだけど、四し天てん王のうで？」

「そうなんだよ。リアルで会うってことだろ？　絶対無理じゃん」

「狐きつねのお面でもかぶって行けばいいじゃん」

　無茶を仰おつしやる。

　理り央おは現在、勇ゆう魔ま戦せん争そうオンラインというネットゲームに参加している。勇ゆう者しや軍ぐんと魔ま王おう軍ぐんに分かれて戦い、領土を取り合うゲームであるが、理央は色々な事情からどちらの軍でもアカウントを持ち、一人二役のプレイを続けている。魔王軍側の暗殺者アサシンハイネは、プレイヤーが理央であることを周囲に明かしていない。知っているのはこの凛りん子こだけだ。

「そんなの声で一発バレだろうが。亜あ梨り沙さがいるんだぞ？」

　魔王軍のリーダー、魔王アリサは幼おさな馴な染じみでチョコパイが好きな早はや坂さか亜梨沙なのである。いくら顔を隠しても、亜梨沙に会えばすぐにわかってしまう。ここで亜梨沙にハイネの正体を知られるわけにはいかないのだ。

　ハイネがオフ会に参加するには、代理を立てるしかない。しかし、ハイネの正体を知っているのは凛子だけだし、凛子を代理にしようにも、もちろん亜梨沙は凛子を知っている。というより、代理が行くなら意味がない。

　どう考えても、ハイネが行くのは不可能だ。素もと子こや大たい佐さ、チャンタがどういう人なのか興味がないと言えば大おお噓うそになるが、仕方ない。

「やばっ……」

　そこでまだログアウトしていなかったと気づき、急いで部屋に戻る。画面の中では、素子が「ハイネっち、寝た？」と呼びかけていた。何も喋しやべらず棒立ちしているから、寝落ちしたと思われている。

「寝てない。すまん、ちょっと猫が小気味よい音楽と共にネズミを追いかけ回して逆に痛い目に遭っててな」

「何そのカートゥーン！」

　とっさに猫を飼っている設定だと思い出し、使わせてもらった。そろそろ猫の名前でも考えるか。……トムでいいや。

「んで、ハイネはオフ会どうよ。つうか、関東圏か？」

　チャンタが言った。ハイネが参入する前から付き合いのある四し天てん王のうたちは、いずれも関東に住んでいると知っていたらしい。そこで素もと子こは前々からオフ会を開きたいと思っていたが、魔王城攻防戦に勇者軍の反乱騒さわぎもあってタイミングが摑つかめずにいた。やっと落ち着いたので切り出したそうだ。

　さて、ここで回答に迷う。実際、理央も亜梨沙も東京だ。適当に地方だと答えて距きよ離り的てきに参加できないと断ることもできる。断る理由としてはそれが一番現実的だろう。

　よし、これでいこう。他にそれらしい理由も見つからないし。

「俺は北海道だ。悪いが、オフ会には行けそうにない」

「へえ。ハイネっちって北海道だったんだ。じゃあもう雪だねー。寒そー」

　念のため窓の外を見てみる。降ってない。何な故ぜなら東京だから。

「まあ慣れたもんだよ」

「そうだ。俺、年明けたら北海道に出張の予定あるんだよ。時間合えば会おうぜ」

　チャンタこの野郎。しかも純粋な厚意で言ってくれているから辛つらい。

　とっさに一番遠いと思われる場所を言ってしまったが、まったく土地勘がないから受け答えに自信がない。とりあえず地名を思い出せ。札さつ幌ぽろ、函はこ館だて、ニセコ、桃鉄……。

「じゃあハイネっちは残念だけど無理ってことで。アリサちゃんは保留？」

「あ、はい。少し考えさせてください」

　お。理り央おがパソコンを離はなれている間、亜あ梨り沙さも即答しなかったのか。距きよ離り的てきには問題ない亜梨沙だが、おそらくは気持ちの問題。インターネット上では数年の付き合いだが、実際に会うのは初めてとなれば、そこに勇気が必要になる。顔も性別も本名も知らない人たち。女子大生と言っていた素もと子こはおじさんかもしれない。社会人のチャンタは十代の女の子かもしれない。フリーターの大たい佐さはやっぱりフリーターかもしれない。興味以上に様々な不安が付きまとう。もともと人見知りで内向的な亜梨沙だ。理央の想像の比ではないだろう。

　とりあえずその日は解散となった。店は押さえておくから、早めに決めて欲しいと言い残して素子はログアウトしていった。

「その……できれば魔ま王おうも来て欲しい。俺もこういうの苦手だけど、頑張って行ってみようと思う」

　大佐はそう言った。普段は狂戦士バーサーカーらしく乱暴な言葉づかいが多いが、この時ばかりは素のような気がした。理由までは聞いていないが高校を中退して引きこもっていた彼は、素子たちに応援されながらアルバイトを探し、大検に向けて努力をしている。インターネットの繫つながりが、大佐の人生を変えようとしていた。

「緊きん張ちようするのはわかるけど、ま、人となりはわかってるだろ？　金については俺が多めに出すし、気負わずにな」

　チャンタはさわやかにログアウトしていった。他のネットゲーム経験があるので、オフ会も初めてではないのかもしれない。

「行きたいのは山々だが、すまない」

「いえ……」

　ハイネはそれだけ言ってログアウト。トップ画面に戻った。理央がアルバイト代を貯ためて買ったこのパソコンは「葉は月づきさん」という。八月に買ったからという理由で名づけたのだが、名前をつけてみると愛着も湧わき、理央の持ち物の中で一番丁寧に扱っている。

　ふう、と息をつく。

　亜梨沙は行くのか行かないのか。四し天てん王のうと付き合いの浅い理央でも、実際にどんな人たちなのか気になって仕方がない。理央は個人的な事情で亜梨沙に正体を隠してハイネを演じているが、そうでなければ二つ返事で参加しただろう。

　亜梨沙は勇ゆう魔ま戦せん争そうがリリースされた頃からプレイしていて、先代魔王の時から四天王を務めていた彼らとの交流は長い。顔も知らないネット上の友達だからこそプライベートな相談もしてきたし、クエストや勇ゆう者しや軍ぐんとの領土の取り合いなど、共に戦ってきた仲間だ。会ってみたいに違いない。

　理り央おとしては、幼い頃から友達を作るのが下手でおとなしい亜あ梨り沙さが、勇気を出してオフ会に参加するのはいいことだと思う。

　でもなあ……。

「複雑だね、兄ちゃん」

「ドキンっ！」

　振り返れば凛りん子こがいる。音も気配もなく後ろにいるのは今に始まったことではないのだが、慣れたと思っていても声は出る。

「擬ぎ音おんを口に出して驚おどろける人って貴重だよね」

「俺のリアクションはほっとけ。……複雑ってのは何だよ」

「兄ちゃんが考えてること。亜梨沙ちゃんが積極的にオフ会に出るのはいいことだけど、男に言い寄られたら嫌だなって思ってるんでしょ？」

「違ちげえよ」

「ホントは？」

「そうです」

　そうなんです。

　亜梨沙はかわいい。それは否定できない事実。小学校三年生の時に引っ越してから六年、高校一年の二学期に転校してきた亜梨沙は、髪も長くなって、でも笑い方は変わってなくて、守りたくなるような雰囲気を持った女の子になっていた。転校初日から理央が再会に大はしゃぎしたせいでいきなり幼おさな馴な染じみということがクラス全員に知れ渡り、席も隣となりにしてもらえた。亜梨沙を気にかけている男子は多いようだが、理央が近くにいるせいでアプローチをかけられないでいるらしいとは友人の堀ほつ田た夏なつ樹きからの情報である。

「だよね。っていうか、私も心配」

　凛子は亜梨沙によく懐なついていて、姉のように慕っている。亜梨沙も亜梨沙で一人っ子だから、凛子を可愛かわいがってくれているのだ。休日には凛子は亜梨沙を家に呼んでお喋しやべりをしている。まあ、そのせいで前に大変な鉢合せを喰くらうことになったけど。

　キャラクターのままなら、男はチャンタと大たい佐さの二人。チャンタの歳は不明だが、ネットゲームをしているとなれば二十代か三十代くらいと推測できる。大佐は同年代だ。

　葉は月づきさんでオフ会の体験談と検索すればたくさんのエピソードが出てくる。オフ会をきっかけに交際が始まり、やがて結婚といった素敵な話から、ストーカーに発展したという物ぶつ騒そうな話まで。

　もし、もしも、チャンタや大佐が亜梨沙に心奪われ、強引な手段で迫ってきたら。亜梨沙の性格上、きっぱり断って逃げるというのも難しい。あいつらがそんな奴やつだとは思いたくないが、万が一の可能性まで考えておいて損はない。

　いや待て。そもそも、亜あ梨り沙さもまんざらではなかったら。チャンタや大たい佐さが、亜梨沙の好みにぴったり合うかもしれない。そんなはずはないと否定する根拠はなく……。

「むぅーん……」

　変な呻うめき声が出た。

　だいたい、理央は亜梨沙の恋人ではない。亜梨沙が誰だれと出会って、誰と親睦を深めようともそれを止める権利はない。しかし、幼おさな馴な染じみという肩書き、亜梨沙を誰よりも知っているという勝手な自負が、あってはいけない独占欲を増長させる。

　どうしよう。こうなったら本気で変装してでも参加してみるか。

「っていうかさ、私の予想だけど、兄ちゃんはオフ会に行けるんじゃないかな」

　そう凛りん子こは言う。

「どういうことだ？　ハイネじゃ絶対に無理だってわかってるだろ？」

「じゃなくて。ハイネじゃなくて兄ちゃんとして」

「……ああ」

　そこで思い当たる。

　理り央おは前に貰もらった駅前のファミレスのクーポン券を財布に入れた。







　翌朝、理央はいつものように駅で亜梨沙と待ち合わせをしてバスに乗り込んだ。

「寒くなってきたね」

　女子の制服は明るいグレーのブレザーにチェックのスカート。一年生のリボンは緑。満員のバスには、すでにコートを羽織っている生徒も見える。ちなみに学校指定ではなく、派手過ぎなければ基本的にどんなコートでもいいとされている。

　亜梨沙の言う通り、十一月に入って急に冷え込んできた。朝は特に。

　隣となりで吊つり革を持つ亜梨沙は、黒くて長い髪を肩のあたりで二つに結んでいるおさげ。好きな漫画のヒロインを真ま似ねしているのだが、とても似合っている。ちなみにヒロインが着ている制服も自作済だ。理央がいくらせがんでも恥ずかしがって着てみせてくれないのだ。

「コートか。ちょうどいいのあったかな」

　夏休みにがっつりアルバイトしたものの、その給料はネットゲームが快適にできるほどのスペックを持った葉は月づきさんの購こう入にゆうに消え、月々のお小遣いから勇ゆう魔ま戦せん争そうの月額料金を払っているので、理央の手元にはそれほどお金が残っていない。コートを買うなら、ダメ元で親に頼たのみ込むしかない。

「そうだ。あのねりーちゃん、私、今年から編み物を始めてみようと思うの」

　亜あ梨り沙さは理り央おのことを昔の名残で「りーちゃん」と呼ぶ。再会からしばらくはクラスメイトにからかわれたものの、今ではすっかり馴な染じんでいる。理央としても耳に心地いい。

「へえ。っていうか、もうできるもんと思ってた」

　洋服を作ってしまうくらいの裁さい縫ほうの腕前は母親の亜あ希き子こ直伝だ。そうか。編み物と裁縫は別か。それにしても、似合い過ぎるだろ。もうね、イメージ映像がすぐに出てくる。

「お母さんも編み物はできなくて、独学になりそうなんだ。りーちゃんもやってみる？」

「俺はああいうのはダメだ。ちまちましてて性に合わない」

「ふふ。そうかもね。……あ、それでね、もし上う手まくできるようになったら、りーちゃんのマフラーとか、作ってもいい？」

　亜梨沙の手編みか。作ってもらったら凛りん子こに嫉妬されそうだ。

「もちろん。ついでにコートも編んでくれるとありがたい」

　亜梨沙はどこか嬉うれしそうに苦笑いをした。

「コートはちょっと無理かなあ……」

　バスを含め、学校で勇ゆう魔ま戦せん争そうの話題はできる限り避さける。これは理央と亜梨沙の暗あん黙もくのルールでもある。理央の通う高校ではある理由から勇魔戦争が流行していて、プレイヤーが多い。だから、亜梨沙との会話で亜梨沙が魔ま王おうアリサだとバレてしまう可能性が大きいのだ。

「へいへい。そこのお二人さん」

　どこからか知らない声が聞こえる。声の主を探すと、理央たちが立っている前の座席に座っている女子生徒だった。確か出席番号一番の……。

「相あい……沢ざわ……？」

「何その『生きてたのか』みたいなリアクション！」

「だってお前、先週からずっと風邪と虫歯と中耳炎で休んでたじゃないか」

「昨日もいましたけど！」

「あ、そりゃ唐から橋はしだった」

「似ても似つかない！　……はあ、初はつ島しまくんは朝から調子いいね」

　しっかり朝ご飯を食べたからだろう。

「んで、何か用か？」

　バスは信号待ちで停車中。この交差点を曲がれば学校が見えてくる。

「いやー、朝からイチャつくのはいいけど、場所選んだらどうかなって」

「ち、違うよっ……」

　亜梨沙は芸かと思えるほど一いつ瞬しゆんで顔を赤くした。

　ふむ。亜梨沙の「寒くなってきたね」からマフラーまでの流れがあまりに自然だったから、全然意識していなかった。そうか。女の子から手編みのマフラーを貰もらうなんて、まるで恋人どうしのやり取りじゃないか。

　……急に恥ずかしくなってきた。

「い、いいんだよ相あい沢ざわ。俺らは幼おさな馴な染じみなんだから。なあ亜あ梨り沙さ」

「うん。だ、だよねりーちゃん」

「その幼馴染ってのがずるいよねー。私にも小さい頃によく遊んだ近所のお兄ちゃんがいたんだけどさ。お二人みたいに上う手まくいかないわけよ」

　相沢は露ろ骨こつにため息をついた。

「上手くいかないってのは？」

「高卒ニート。んで、小さい時の結婚の約束を持ちだそうとしてる」

「……なんかすまん」

　バスが学校に着き、そのまま相沢も一緒に教室へ向かった。理り央おたちは一年Ｃ組。他のクラスの男子からは「当たりクラス」というふうに言われ羨望の的となっている。つまり、素敵な女子が多いということだ。

　担任は英語担当の宮みや野の先生。婚活に余念のないキュートでプリティー三十代である。どうにも男運に恵まれないようで、残念な報告を愚痴と共に聞かされる。おかげで英語の授業は常に遅れ気味だ。

「おはよっ」

「おはよう。麻ま未みちゃん」

　教室にはすでに「不動の学年一位」が登校していて、理央たちに気づくと笑顔を見せた。

　宇う留る野の麻未。肩ほどまでの長さの髪は茶色が入っていて、日替わりのヘアピンは少し増えて三十種類ほど。学校でも評判の美少女にして、この学校における勇ゆう魔ま戦せん争そうオンラインブームのきっかけである。

　ネットゲームなんて根暗で引きこもりのやるものだという理央の偏見が覆くつがえされたのが今年の六月。麻未が勇魔戦争オンラインのプレイヤーであるとカミングアウトしたことで、麻未と接点を持ちたいたくさんの男子たちがゲームに参加したのである。理央はパソコンを持っていなかったので夏休みをアルバイトに費やし、やっと葉は月づきさんを買ったのが八月三十一日だったので、他の男子よりは出遅れている。

「理央くん。昨日ログインしなかったでしょ。忙しかった？」

「あ、ああ、悪い。あずきバーが硬すぎてさ」

「理由にならなくない!?　まあ、強制じゃないんだけどさ」

　しまった。昨夜は四し天てん王のうオフ会のことで頭がいっぱいで、勇ゆう者しや側でログインするのを忘れていた。

　麻未は勇魔戦争における勇者軍のリーダー、勇者マミである。勇者と魔ま王おうは、一度ＨＰが０になって死亡するとアカウントが消滅してしまうという過酷なルールの中、マミはリリース当初から一度も死なずに勇者を続けている。死霊術師ネクロマンサーリリーによる反乱も魔王の協力を得ながら生き残り、勇ゆう者しや軍ぐん内での支持率も上がっている。

　そして理り央おは料コ理ツ人クリオとして勇者のパーティである親しん衛えい隊たいの一員だ。ちょうど親衛隊に欠員があり、麻ま未みに誘われたのだ。低レベルでしかも戦せん闘とうに向かない料理人という職業だが、どうにか親衛隊をクビにならずに頑張っている。

「今夜はログインするよ」

「無理しないでいいからね」

　麻未は熱心なプレイヤーだが、ゲームのために他を犠ぎ牲せいにするようなことを嫌う。学校や会社を休んだり、睡眠時間を削って体調を崩してしまったり、そういった行為を麻未は良しとしていない。だからいくらゲームで活かつ躍やくして麻未に近づきたいからといって、やり過ぎると逆効果なのだ。

　麻未の勇ゆう魔ま戦せん争そうにかける思いは、単に面白いからというものではない。実は、勇魔戦争オンラインの開発責任者は麻未の父親なのである。会社の危機を救うため、そして家族を養うために開発に全力を注いだ父親だったが、逆に家族との時間を失い、麻未の両親は離り婚こんしている。「宇う留る野の」は母親の姓だ。父親は望もち月づきといって、雑誌のインタビュー記事に写真つきで載っていたことがある。

　離婚のきっかけとなった勇魔戦争を麻未は決して憎まず、むしろ父親との絆きずなとして日々プレイしている。定期的に父親と会っているようだが、その度にプレイ中に気づいたことを伝えて改善に役立ててもらっているようだ。

　その面会中に理央は偶然にも出くわしてしまい、麻未の家庭事情を知ることになった。麻未の秘密を知って優越感に浸りつつも、内容が重いので複雑でもある。

　さて、と、理央は今日の時間割を確認した。無理はしていなくても、睡眠時間はゲームを始める前より確実に減っていた。クエストも仲間との会話も楽しくて、つい夢中になってしまう。しかも理央は二つのアカウントでプレイしているので、どちらのレベル上げもしなくてはいけない。

　授業中に寝ると怒る先生と怒らない先生を見極め、理央は居眠りをしている。取り逃したノートは亜あ梨り沙さのものを見せてもらっているが、最近は亜梨沙も「自分でやらないとダメだよ」と厳しくなっていて、仕方なく夏なつ樹きに頼たのもうと思ったら夏樹も寝ていた。

　だが眠いものは眠い。人間、無理はよくない。

　そして理央は眠りについた。

「りーちゃん、起きて」

　いつものように理央が机に突っ伏して寝ていると、亜梨沙の声が聞こえてきた。同時に肩をつんつんと触られている。

「ん……」

「りーちゃん、指されてるよ」

「……リアス式海岸」

「もう地理じゃないよ」

「はい？」

　慌てて体を起こすと、正面には地理ではなくしかめっ面の日本史の先生がいた。おかしい。理り央おは地理の時間に眠りについたはずである。が、現在は日本史。

　寝過ぎた。休み時間にも起きないなんて、どれだけ熟睡していたのだろう。周りからクラスメイトの笑い声が聞こえる。

「初はつ島しま。寝ぼけているようだが問題には答えてもらうぞ。桜田門外の変で殺されたのは誰だれだ？　基本だぞ」

　確かに基本。しかし頭は起きておらず、しかも出しているのは地理の教科書。立たされた理央はクラスメイトの視線に晒さらされた。

「えっと……吉よし田だ松しよう陰いん」

「惜しいが違う」

「橋はし本もと佐さ内ない？」

「そっちを知ってるのが驚おどろきだが違う。もういい、じゃあ後ろの……」

「ちょっ、先生待って。俺に言い直す権利をください！」

「答えわかってるなら普通に言えよ！」







　いつもよりよく寝て頭もすっきりした放課後。帰宅部の理央は亜あ梨り沙さと一緒に帰るのが日課になっている。が、最近は亜梨沙も女子の友達と寄り道が増えて、理央は一人で帰宅というのも珍しくない。転校してきてから亜梨沙の友達作りには陰ながら協力してきたつもりなので、今の状態は喜ばしい。

「亜梨沙ちゃん、帰りにミスド行くんだけど一緒にどう？」

　理央が鞄かばんに筆箱だけ入れていると、緑みどり川かわが亜梨沙に声をかけていた。

「ごめんなさい。今日はちょっと……」

「そう？　あ、わかった。初島くんとデートだね」

「そ、そうじゃなくてっ……」

　慌てた亜梨沙を見られて満足したのか、緑川は主張の強い胸を揺らしながら「またね」と帰っていった。

　残る理央と亜梨沙。ちなみに麻ま未みは自転車通学なので登下校は一緒にならない。

　担任の宮みや野の先生も残っていて、Ｃ組が誇る秀才、柴しば垣がきからの質問に答えていた。「柴垣は勉強熱心だな」と褒ほめているが、授業が遅れなければ余計な質問をしなくていいことに気づいて欲しい。

「亜あ梨り沙さ、何か予定あんのか？　急ぐなら宮みや野の先生に車出してもらおうぜ」

「おいコラ初はつ島しま、勝手に私の車をタクシーにするな。それに助手席には素敵な恋人を乗せるものだ」

「…………いつかその日が来るといいですね」

「強めに殴るぞ！」

　柴しば垣がきになだめられている宮野先生を置いて、理り央おと亜梨沙は学校を出てバスに乗り込んだ。十一月となれば日が暮れるのも早い。サッカー部の夏なつ樹きによると、野球部にはナイター設備があるのにサッカー部にはなく、近いうちに設置できるように抗議をしているらしい。部活が長くなると勇ゆう魔ま戦せん争そうにログインできる時間も短くなるので、夏樹のレベルに追いつくチャンスだ。

「ねえりーちゃん。寝てる時、寝言が聞こえたよ。夢見てたの？」

「マジか。恥ずいな。……何て言ってた？」

「聞き取れたのは……『綿棒にこんな使い方が？』って言ってたかな」

「どんな？」

「私に訊きかれてもわからないよ」

　ごもっとも。しかし夢というのは曖あい昧まいなもので、理央の記き憶おくにはまったく残っていなかった。きっと画期的な使い方だったのだろう。

　それから亜梨沙はしばらく理央と目を合わせず無言だった。これは、亜梨沙が言いにくいことを切り出したい時に見せる仕草だ。ただ理央はもう亜梨沙が何を言いたいかわかっている。でも理央から促すわけにはいかないので、ひたすら待つしかない。

　バスが駅のロータリーに入った。後は降りて改札口で別れるだけ。だがまだ亜梨沙は迷っているようだ。

　亜梨沙の決断は、理央が定期を取り出すギリギリのところだった。「りーちゃん」と駅の喧けん噪そうに紛れてしまいそうな小さな声で理央を呼び止めた。

「どうした？」

「あの、これからちょっと時間、ある？　相談したいことがあって……」

「用事があるんじゃないのか？」

　白々しく。

「これが、その、用事なの」

「そうか。ならファミレス入ろうぜ。クーポンあるから」

　うん、と亜梨沙は頷うなずいて、二人は近くの店に入った。亜梨沙の転校初日、帰りに寄ったのもこのファミレスだ。それから何回もお世話になっている。ドリンクバーはクーポンで50円引き。理央は大好物のファンタオレンジ、亜梨沙は紅茶を持ってきて向かい合って座る。

「昨日のことなんだけどね……」

　亜梨沙はうつむき加減で話し始めた。この先に待っている内容を知りながらも、理央は「おう」と相あい槌づちを打つ。

「四し天てん王のうの素もと子こさんが、オフ会をやろうって言ってくれてるの」

「オフ会っていうと、アレか。ネットの知り合いがリアルで会うっていうやつだろ？」

「うん。私と、四天王のみんなで会おうって……。それで、私、どうしたらいいかわからなくなっちゃって……」

　理り央おはハイネとしてその場に居合わせている。素子がオフ会を提案したことも知っている。しかし初はつ島しま理央としては初耳という形で受け答えしなくてはいけない。未いまだに慣れない罪悪感に苛さいなまれながらも、理央は話を聞く。

「なんつうか、まあ、俺も立場上さ、こういう話を聞いちまっていいものかってのもあるんだが……」

「表」の理央は勇ゆう者しや軍ぐんの親しん衛えい隊たい。魔ま王おう軍ぐんのオフ会の相談をするのは筋違いになる。

「ごめんねりーちゃん。私もわかってるの。こんなこと言われても、親衛隊のりーちゃんは困るだけだって……。でも、相談できる人がりーちゃんしかいなくて……」

　そう言われてしまえば理央も何も言えない。だがここまでは予定調和。オフ会への参加に迷い、困った亜あ梨り沙さが理央に相談するのは理央も凛りん子こもわかっていること。確かに理央は相談しにくい勇者側の人間だが、同時に現実で魔王アリサの正体を知っている唯一の人間なのだ。凛子も知ってはいるのだが、そのことを亜梨沙は知らない。

「別に現実で俺らが戦うってわけじゃないしな。俺が親衛隊ってのは置いておこう。で、亜梨沙としてはどうなんだ？　行きたいのか？」

　その質問に、亜梨沙はすぐ頷うなずいた。

「私が魔王になる前からお世話になってるし、私が今も魔王を続けられてるのはみんなのおかげだし、会ってお礼を言いたいの」

　真面目な幼おさな馴な染じみである。

「じゃあ行けばいいじゃないか」

　すると今度は首を横に振った。

「そうなんだけど……、その、やっぱりどんな人たちなのか不安で……。あのね、現実のみんなを疑ってるわけじゃないんだけど……。ダメだよね、私。こういう時、本当に弱くて、勇気が出なくて、一人じゃ決められないの」

　うつむいて、紅茶にも口をつけず、亜梨沙は長い前髪で顔を隠す。理央は亜梨沙が魔王になる前のことを思い出した。他の職業で勇ゆう魔ま戦せん争そうを始めた亜梨沙は、仲良くなったプレイヤーに騙だまされてしまい、アイテムや仲間を失った。そこに先代の魔王が声をかけてくれて、四天王との付き合いが始まる。やがて先代の魔王がゲームを去る時に、亜梨沙に引き継いだのだ。裏切りを受けた経験が、亜梨沙の判断を迷わせているのかもしれない。

「いや、いくら付き合いが長くても初対面は初対面だ。警戒するのは悪いことじゃないと思う。オフ会は全員参加なのか？」

「ううん。ハイネさんは住んでるところが遠いから無理だって言ってた」

　ちなみに、今朝は東京だけでなく北海道の天気もチェックした理り央おである。

「じゃあ亜あ梨り沙さを入れて四人か。キャラの見た目通りなら男女二人ずつだな」

　知らない人が見れば合コンだ。まさか理央より先に亜梨沙が合コンに行くことになるなんて、誰だれが予想できただろうか。

「うん。それでね、あの、りーちゃんにお願いなんだけど……。一緒に……来て欲しいの」

　その申し出にあまり驚おどろきはなかった。オフ会には行きたい、でもちょっと怖い。そんな亜梨沙が理央に付き添いを頼たのむのは予想の範はん囲い内ないだ。

「亜梨沙のマネージャーの俺としては、ついていくしかないな」

　ここで亜梨沙はやっと笑った。

「ふふ。マネージャーって何？　でも本当にいいの？　私のわがままなのに……」

「気にすんな。亜梨沙だって、不安なままオフ会やっても楽しくないだろ？　俺も料コ理ツ人クで面識がないわけじゃないし、顔を見てみたいって興味もある」

　例えば素もと子こ。ゲーム内では恋バナに食いついてきて、亜梨沙に「りーちゃん」のことを訊ききまくっているくせに、実際は恋愛に奥手でおとなしい女の子でしたなんてオチだったら盛大に笑ってやる。

　待てよ。

　……それはそれでちょっとアリだな。

「りーちゃん、本当にありがとう。いつも助けてもらってばっかりだね」

「マフラーで勘弁してやるよ」

「うん。頑張るね」

　まさかオフ会に同席するわけにもいかないので、同じ店の中で待機することになった。亜梨沙としては、近くに理央がいるというだけで精神的にかなり違うだろう。本当にマズいと思ったら躊躇ためらいなく大声で呼ぶことを約束した。理央もハイネとして四し天てん王のうと数ヶ月の時間を共にしてきたが、いい奴やつらだと信じている。でも、万が一、億おくが一の話だ。亜梨沙に何かあってからでは遅い。

　その夜、アリサがオフ会に行くと伝えると、素子は吹き出しに音符やら星やらのマークを出しまくって喜んだ。勇ゆう魔ま戦せん争そうでは記号で感情表現ができ、チャンタと大たい佐さもアリサの参加を歓かん迎げいした。ハイネもいるのだが、蚊帳の外で寂しい。

「じゃあすぐにお店の予約するね。いつにする？」

「十二月になると仕事が忙しくて時間が取れない。急かもしれないが、今月内に頼む」

　一番都合をつけにくい社会人のチャンタの意見が優先されて、日時や場所などがトントン拍子に決まっていく。

「素もと子こ、待ち合わせはどうする？　目印とか決めておいた方がいいんじゃないか？」

　大たい佐さの言葉に、素子は「うーん」と唸うなる。そうだよな。現実で初対面なんだから、仮に同じ場所に集合してもお互いがわからない。

「じゃあ私が『四し天てん王のう』ってプラカード持って立ってるよ！」

　バカだった。

「……俺ならスルーだな。関わりたくない」

　参加しないがつい言ってしまった。

「えー。わかりやすくていいじゃん」

「何もその場にいるのが魔ま王おう軍ぐんの四天王だけとは限らないだろう。他の四天王が勘違いしたらどうする」

「四天王ってそんなにいるの!?」

　他のゲームでオフ会を経験しているチャンタによると、四人だし、当日の服装を事前に伝えておけば何とかなるだろうとのこと。もし合流できなくても、店を知っていればそこに行けばいいし。もっと大人数だと素子の言ったように目印を持って立っている人が必要になることもあるらしい。

　ハイネもどうにか来られないかと誘われたが、マリモの世話が忙しいからできないと断った。どうだ、この北海道民らしい断り方は。

　その日からオフ会当日までの間、不安要素が消えた亜あ梨り沙さはとても楽しみにしているようで、緑みどり川かわたちからも「何かいいことあったの？」と訊きかれるくらい露ろ骨こつにルンルンしていた。

　そして十一月半ばの週末、魔王軍の四天王オフ会は開かれた。







　ミニスカートはやめろ。胸元が開いている服も着ていくな。携帯には必ずロックをかけろ。フォワードが相手のディフェンスラインを越えている時にパスを出すな。等々、まるで父親のような指示を出して、理り央おは亜梨沙のオフ会の日を迎えた。

「ミニスカートなんて持ってないよ」

「じゃあ買いなさい」

「……ダメなんじゃなかったの？」

「俺が見たい」

「もう。……暖かくなったらね」

　とは昨夜のメールのやり取りである。春よ来い。

「んじゃ、ここで俺は一旦離はなれる。ちゃんと後ろにいるから安心しろ」

「ありがとう、りーちゃん」

「楽しんでこいよ」

「うんっ」

　待ち合わせの駅まで一緒に行き、改札口を出たところで亜あ梨り沙さと別れた。亜梨沙の歩く速さに合わせながら、理り央おは少し後ろから見守る。

　素もと子こが選んだ場所は東京都は豊と島しま区く、池いけ袋ぶくろだった。山やまの手て線せんなら目め白じろと大おお塚つかの間。他にも埼さい京きよう線せん、東とう武ぶ東とう上じよう線せん、西せい武ぶ池いけ袋ぶくろ線せん、湘しよう南なん新しん宿じゆくラインが通り、地下鉄なら副ふく都と心しん線せん、丸まるの内うち線せん、有ゆう楽らく町ちよう線せんで来ることができる。有名なのはもちろんサンシャイン。買い物もできるし水族館やプラネタリウムもある。そして忘れてはいけないのが、池袋にはラーメン屋が多いということだ。凛りん子こによると「乙女ロード」なるものもあるらしいが、名前からして、きっと清せい楚そな美人ばかりが通る道に違いない。

　ところで「池袋」の由来であるが、西口方面に存在した袋型の池から来たと言われている。なお、その池は現在では埋め立てられていて見ることはできない。

　ハイネを除く四人が一番集まりやすいのがここで、素子は駅から歩いて十分ほどの場所にあるパスタの店を選んだ。メンバーが二十代であれば時間を遅くしてお酒のあるオフ会になったのだろうが、アリサと大たい佐さが未成年なので昼の開催となった。

　休日だけあって、人通りは多い。亜梨沙の背中をきっちり捉えながら、理央は不自然にならない程度にストーキング。凛子に気配を消すコツを教わったのだが、「慣れ」と言われた。凛子はどこで慣れたのか。

「あの、すみません。道を訊きいてもいいですか？」

　と、話しかけられてしまった。無視するわけにもいかず、理央は足を止めた。眼鏡をかけて、冬の厚着の上からでもわかる、細身というより華きや奢しやな男だった。歳は同じくらいだろうか。

「はい」

「東口に行きたいんですけど、どちらでしょうか」

　行き交う人たちの喧けん噪そうに消え入りそうなくらい、彼の声は小さかった。

「西武があるのが東口で、東武があるのが西口です」

「……え？」

　説明が悪すぎた。理央だってあまり慣れていないのだ。

「えっと……あっちです。っていうか、俺も東口に行くんで」

　亜梨沙の歩いて行った方を指差す。理央も同じ方向を目指していたのだ。必然的に二人で並んで歩くことになってしまった。亜梨沙からは離はなれてしまったが、待ち合わせ場所は聞いているから、はぐれても問題はない。

「…………」

「…………」

　どうして池袋まで来てまったく知らない人と歩かなければいけないのか。東口に着くまでの辛抱だとわかっていても、気まずさに耐えられない。

「池いけ袋ぶくろには初めて来たんですか？」

　間がもたず、理り央おは話しかけた。

「あ、はい。友達と会う予定なんです」

「晴れてよかったっすね」

「はい……」

　よし、会話終了。向こうはあまり広げる気はないらしい。まあもう東口だし、いいけど。

　お礼を言って彼は友達との待ち合わせ場所に行った。理央も亜あ梨り沙さを探す。

　するとすぐに見つかった。亜梨沙は四し天てん王のうらしき人を探すためにキョロキョロしている。む。その亜梨沙に誰だれかが話しかけた。帽子から流れているのは麻ま未みより明るい茶髪で、目立つ黄色いコートにミニスカート。歳は少し上といったところで、女子大生だろうか。

　話しかけられた亜梨沙は最初こそ驚おどろきで腰が引けていたが、すぐに笑顔になって頭を下げた。

　まさか、素もと子こか。そうだ間違いない。理央は亜梨沙から四天王の当日の服装を聞いていて、亜梨沙に声をかけた彼女の服と一致する。

　本当に女だったのか。ひとまず安心。

　と、さっき道を訊きいてきた彼も同じ場所に現れた。素子が気づき、声をかける。何と言っているかまではわからないが、素子と亜梨沙の反応を見る限り四天王の一人のようだ。

　あいつ大たい佐さだったのかよ。随分と瘦せてるんだな、狂戦士バーサーカー。

　理央が見守る中で、初めて現実で会った三人は言葉を交わす。凛りん子こだったら唇くらい読みそうなものだが、残念ながら理央にそのスキルはない。

　すると今度は中肉中背の男がやって来た。きっちりフォーマル寄りにまとめた服の中で、明るい水色のマフラー。チャンタだ。歳は三十前後といったところか。

　マフラーがわかりやすかったのか、亜梨沙たちもチャンタに気づき、笑顔を見せた。チャンタは素子を指差して笑っている。きっと「まんまじゃん」とか言っているに違いない。

　四天王、無事に合流。但しハイネを除く。

　なんか楽しそうだなあ。混ざりたいなあ。

　魔ま王おうと四天王はすぐに店に向かった。現在十一時。お昼を食べてお喋しやべりをして、足りないようなら手近な喫茶店にでも行くという予定で、極めて健全なオフ会だ。亜梨沙も夕ご飯までには帰ると親に言ってきたらしい。

　亜梨沙たちが店に入ってすぐ、理央も入店。あまり一人で入るような店ではなかったので、店員には「後から一人くる」と伝えて案内してもらった。位置は悪くなく、亜梨沙たちから近すぎず遠すぎずといったところ。近いと会話が聞こえてしまって魔王軍の進軍計画などを聞いてしまうかもしれないし、亜梨沙も話しにくい。

「…………」

　メニューを見るふりをしながら改めてメンバーを確認。言い出しっぺの素子は予想通りというかゲームとのギャップがほとんどなく、明るく笑う女性だった。声は聞こえないが自己紹介が始まったようで、素もと子こが進行している。

　チャンタは召喚士サモナーの時は青年の姿だが、今はもう少し歳をとっていて、若干の差がある。人生経験を積んでいるからか、初対面にもかかわらず余裕が見える。

　ギャップ大賞をあげたいのは大たい佐さで、大剣を振り回す上半身裸の狂戦士バーサーカーは、黒が主体の服に身をつつみ、しどろもどろになりながら自己紹介をする華きや奢しやな少年だった。当然、ネットゲームなのだからキャラクターが現実のプレイヤーと似てなくてはいけないという決まりなどない。むしろ、多くのプイレイヤーが大佐のように自分と違ったキャラクターで楽しんでいるはずだ。ただ、他の四し天てん王のうや魔ま王おうアリサに現実との差が少なかったので大佐だけ驚おどろいてしまった。

　ハイネは意図的に理り央お自身とかけ離はなれた姿を選んだが、大佐はどうなのだろう。あの狂戦士のような体格に憧あこがれているのだろうか。

　あちらのテーブルでは自己紹介が終わり、飲み物も揃そろって乾杯をするようだ。

「魔王様にかんぱーい！」

　声でけえよ素子。

　付近にいる客の注目を集めながらも、素子は気にせず喋しやべり始めた。理央は胸をなでおろす。女の子が亜梨沙だけにならなかったことが何よりだし、あの素子の調子ならオフ会も盛り上がりそうだ。ムードメーカーがいてくれてよかった。

「ご注文はお決まりでしょうか」

「美人なあなたのオススメをください」

「水になりますが」

「やっぱアラビアータください」

　安心したら腹が減ってきたのでパスタを注文。

　理央の位置からだと亜あ梨り沙さの表情を見ることができる。初めは強こわ張ばっていた頰ほおも、段々と緩ゆるんできている。

　こうなるとどんな話をしているか気になってくるが、今さら近づけないし、変な動きをしたら怪しまれる。共通の話題があるし、素もと子こがどんどん喋しやべるから会話が途切れるようなこともないだろう。

　凛りん子こに中間報告のメールを送ると料理が来たので食べる。店内で一人なのは理央だけだ。店員も「あのお客さん、人を待ってるのに食べちゃってる」と思っているに違いない。が、どんなふうに見られようと構うものか。こっちは重要なミッション中なのだ。

「ほらー、大佐ってばもっと喋ってよー。ゲームだとめっちゃ強気じゃーん」

　大きいから素子の声ばっかり聞こえてくる。しかも大佐を煽あおってるし。ログイン中なら大佐も言い返すのだろうが、「こっち」の大佐は縮こまってしまっているようだ。人を見た目で判断してはいけないが、コミュニケーションが苦手のように見えた。高校中退だから、同年代の友人も少ないのかもしれない。素もと子こよ、いじりの加減を間違えると大たい佐さが泣いてしまうぞ。

　料理も食べてしまって暇を持て余していると、亜あ梨り沙さがトイレに立った。理り央おの横を通り過ぎる時に目が合う。「よかったな」と微笑ほほえみかけると、亜梨沙も笑みを返した。

　すると亜梨沙からメールが来た。トイレで打ったのか。

『今日は本当にありがとう。やっぱりみんないい人だったよ。休みの日なのにお願いしちゃってごめんね』

『気にすんな。あと素子にうるせえって言っとけ』

　理央のメールに返信はなく、トイレから戻る亜梨沙は苦笑していた。素子のボリュームには困っているようだ。素子はどこかの大学のサークルに所属しているらしいから、いつものノリなのだろう。

　亜梨沙たちは昼食を食べ終えてからもお喋りを続けた。そしてずっとテーブルに一人の理央が居心地の悪さを感じ始めた頃、四し天てん王のうたちは席を立った。お。あの盛り上がりでもう解散はないだろうから、他の店に移動か。

　もはや心配は無用なのかもしれないが、どうせ池いけ袋ぶくろまで来てしまったのだから最後まで付き合うか。次の店でもいい具合に席が確保できればいいが。

　四天王が店を出た後、理央も伝票を持ってレジへ。

　えっと、確か右の方に行ったよな。

　亜梨沙はすぐに見つかった。というより、店を出てすぐの所で立ち止まっていた。

「……っ！」

　理央も立ち止まる。じゃなくて、固まる。

「あれ？　理央くん？」

　そこにいたのは麻ま未みだった。どうしてこんなところに。いや、ここは繁はん華か街がいの池袋。女子高生の麻未が遊びに来ていても不思議はない。

「お、おう……」

　やっとのことで声を絞り出す。麻未からすれば、店の前を通りかかったら亜梨沙が出てきたから声をかけた。そうしたら友達らしき連中と一緒だったから、挨拶だけして別れようと思った。でも何な故ぜか時間を置いて後から理央が出てきた。意味わからないよな、普通。

　ここで亜梨沙は振り返って理央を見てしまう。同時に素子、チャンタ、大佐も振り返り、理央の存在を確認する。どうもハイネですこんにちは。じゃねえよ。

「えっと……二人は別々で？」

　首を傾かしげる麻未。そうだよな、変だよな。理央と亜梨沙が同じ店にいるのに別行動しているなんて。

「まあちょっとした偶然っつうか、まあそんな感じでな……」

　この場を切り抜ける言い訳が思いつかない。何より避さけなくてはいけないのが、亜梨沙と他の三人が勇ゆう魔ま戦せん争そうの四し天てん王のうオフ会をしていたというのが露ろ見けんしてしまうこと。目の前にいるのは勇ゆう者しやマミだ。素もと子こたちはキャラクター名で呼び合っているから、それを聞かれてしまうとまずい。「アリサ」はともかく、「チャンタ」「大たい佐さ」の名前が出てしまえば、いくらなんでも麻ま未みは気づく。

　そんな中、焦りのせいか亜あ梨り沙さが失言。

「あのね麻未ちゃん、りーちゃんは違うの……その……えっと……」

　狩人かりうどのごとくギラリと目を光らせたのは派手なコーディネートの女子大生、素子。

「もしかして君が『りーちゃん』!?」

　やばーい。ありさのあほー。

　亜梨沙は転校して幼おさな馴な染じみと再会したと四天王に話し、何度かその幼馴染を「りーちゃん」と呼んでしまっている。だから四天王は「りーちゃん」を知っているし、素子は特に関心を持っている。

「っ……」

　両手で口を覆おおう亜梨沙だがもう遅い。

「おーおー、噂うわさのイケメンくんか。確かに男前だな」

　チャンタが言う。

「……あ」

　大佐はさっき道を尋ねた人だと気づいたらしい。

　麻未もいる中で否定したところで無駄だ。

「はい。俺の幼馴染がお世話になってます」

　慎重に言葉を選びながら理り央おは答える。とりあえず早急に麻未を引き離はなさなければいけない。出くわしたのが勇者マミだとわかってみろ。ここで戦争が起きる。剣と槍やりがぶつかり、魔ま法ほうが飛び交う。

　素子は頭から足まで品定めするように理央を観察した。

「へえ。確かに美形だね。……じゅるり」

　涎よだれが出たのは何な故ぜだ。

　素子の後ろでは、亜梨沙が縋すがるような目で理央を見ていた。「どうしようりーちゃん」と心の声が伝わってくる。

　頼たよりの凛りん子こえもんはいない。頭をフル回転させろ初はつ島しま理央。

「えっと……私はお邪じや魔まだよね。ごめんね」

　口を開いたのは麻未だった。麻未としても状況が把握できていないのだろうが、おかしな空気は察したらしい。

「あ……ううん。私こそごめんね」

　もはや亜梨沙自身、何に対する「ごめん」なのかわかっていないだろう。

「こちらは友達か？」

　チャンタが訊きくと、亜あ梨り沙さは頷うなずいた。

「はい。クラスメイトなんです」

　そうだ。最低限の紹介でいい。これ以上は話を広げず、亜梨沙たちは麻ま未みと別れて次の店に行けばいい。どうしてこの場に「りーちゃん」がいたかは、後で正直に話せばいいのだ。オフ会が不安だったと言えば、四し天てん王のうたちだってわかってくれる。

　が、そうは素もと子こが卸さない。

「むむむ……。クラスメイト……しかも超絶美少女……。あーっ！」

　すべてが繫つながったらしい素子は、失礼にもびしっと麻未を指差した。

「え？」

「君がアリサちゃんから『りーちゃん』を横取……むぐぅっ」

　暗殺者アサシン並みの動きで理り央おは素子の背後を取り、口を塞いだ。初対面の人に無礼極まりないが、仕方ない。

「私が、何？」

「いいんだ麻未。すまんな騒さわがしくして」

　素子は理央の手を引きはがし、強引に言葉を継ぐ。

「ぷはっ。いーい？　君がどんなに美少女でも、私たちはアリサちゃんの味方なんだからね！　っていうかアリサちゃんもかなり美少女だし、こっちには強ーい友情ってもんがあるんだから！」

　今日ほど、亜梨沙のハンドルネームが本名と同じでよかったと思えたことはない。すでに亜梨沙はわたわたしてしまって思考停止しているし。

　迷惑にも状況をかき回している素子だけど、亜梨沙を思って言ってくれている。場違いながら、その気持ちには感謝したい。

「は、はあ……」

　麻未はこう答えるしかない。

「ちょっと『りーちゃん』、いい加減離はなしてよっ。セクハラで訴えるぞ！」

「ホントに？」

「イケメンだから許す！」

　面白いなこの人。

「なんか巻き込んじゃってすまないね、クラスメイトさん。それで『りーちゃん』、よかったらこれから俺たちとお茶でもどうだい？　君のことは前から気になってたんだよ」

　大人の余裕でチャンタが理央を誘うが、まさか同席するわけにはいかない。ハイネとしては四天王と喋しやべりたいが、親しん衛えい隊たいの料コ理ツ人クリオが四天王に混ざれないし、何より亜梨沙とのことを根掘り葉掘り訊かれるに決まっているのだ。それに、麻未へのフォローをしておかないといけない。

「いえ、俺はここで」

「そうか。残念だな。おい素もと子こ、行こう。えーっと……アリサも」

　チャンタは普段、亜あ梨り沙さのことを「魔ま王おう」と呼んでいるが、人前でそう呼ぶことに抵抗があったのか名前で呼んでくれた。結果的に助かった。

「は、はい」

「くーっ！　例の娘こがとんでもない美少女なのがなんか悔しいっ。アリサちゃん、これから洋服買いに行こうよ。お化粧も教えるからっ」

　すっかりその気になってしまった素子は、チャンタに引きずられるように連れていかれた。亜梨沙もその後を追う。一度振り返った表情は不安げだったが、後は任せておけと目で答えた。伝わってくれればいいが。

　だいたい、亜梨沙は化粧なんかしなくても十分かわいいんだってば。それと、素子が服を選ぶとなるとセンスに不安がある。

　残された理り央おと麻ま未み。

「麻未、時間貰もらえるか？　デートしよう」

「わお、いきなりナンパ？　どうしよっかなー」

　くねくねするな。

「断るってんなら、こっちは泣いてもいいんだぜ？」

「強気の方向が違くない!?　あははっ、いいよ。デートしよっ。私も用が済んで暇だったんだよね」

　ぴょんと跳ねて麻未は理央に並んだ。こういう仕草がかわいく見えるって、わかってやっているから侮れない。

　亜梨沙たちが行った方とは逆方向へ麻未を促し、東とう武ぶ百ひやつ貨か店てん内の喫茶店へ入る。途中、どうして麻未が今日池いけ袋ぶくろにいたのか話してくれた。午前中は父親と会っていたそうだ。勇ゆう魔ま戦せん争そうオンラインはじわじわと人気が出ているゲームで、開発責任者だけあって今は忙しく、休日ではあるが時間が取れないらしい。昼を一緒に食べて、父親はすぐに会社に戻った。麻未は買い物でもしようかとその辺をぶらぶらしていたら亜梨沙と会ったとのこと。

　理央はコーヒー、麻未はカフェラテを頼たのむ。誘った理央が奢おごると言ったが、「気にしないで。理央くんとデートできてラッキーなのは私なんだから」と嬉うれしいことを言ってくれた。

　麻未と休日に会うのは二人三脚の練習以来、二回目か。

「気になってるだろうから先に説明する。亜梨沙と一緒にいたのは、前の学校の人たちなんだよ」

　ここに来るまでの間に必死に考えた結果だった。

「あ、そうなんだ。じゃあ、あの男の人は先生？」

「そういうこと」

　普通に「友達」と言ってしまうとチャンタの存在に説明がつかない。これで押し切る。

　高校生として扱ってあげたのだ。素もと子こには感謝してもらいたい。

　転校してこっちに来る前の学校の友人とは今でも連絡を取り合っていて、久し振りに担任の先生も含めて会うことになった。亜あ梨り沙さは転校先で幼おさな馴な染じみに再会したという話もしていて、じゃあサプライズで登場しようと理り央おが提案し、同じ店の中で待機していた。でも亜梨沙たちは別の話題で盛り上がってしまって理央は出るタイミングを逃した。だから一人でパスタを食べて亜梨沙たちの後からのこのこ店から出てくるハメになった。そしたら麻ま未みがいた。

　我ながら筋の通ったストーリーではないか。ちょっと苦しいけど。

「そうだったんだ。でもよかったの？　あっちに行かなくて」

「あ、ああ。向こうは俺の顔だけ見られりゃ満足だろうからさ。それに、プライベートの麻未がいるのにナンパしない男なんていないだろ？」

「ごもっともだね。理央くんにナンパされてついていかない女子もいないし」

「ごもっともだな」

　理央はコーヒーに砂糖を入れながら、内心で溜たまりに溜まった安あん堵どの息を吐き出す。これで後は亜梨沙に上う手まくごまかせたとメールしておけばいい。気が気でないだろうから、早めに。

「話変わるんだけどさ、オフ会とかやってみたいよね」

「もぶすっ」

　変な咳せきが出た。話変わってねえよ。

「どしたの？」

「いや……。なんつうか、俺らの周りってリアルの知り合いが多いから、毎日クラスでオフ会やってるようなもんだよな」

「そうなんだよねー。でも、親しん衛えい隊たいのみんなには会ってみたいな」

　勇ゆう者しやのマミ、料コ理ツ人クのリオ以外の親衛隊は、竜りゆう騎き士しの御み堂どう丸まる、賢けん者じやの紫し乃の、銃じゆう士しのハルトで構成されている。御堂丸は会社員、紫乃は専門学校生と明かしているが、ハルトは学生としか聞いていない。四し天てん王のうに会えたから、次は親衛隊のリアルが気になる。

「どこに住んでるのか知ってるのか？」

「ううん。個人情報に関わるところはできるだけ訊きかないようにしてるの。チャットじゃ方言もわからないし」

「声かければ集まるんじゃないか？　勇者の命令とあらば逆らえないし」

「あはは。強制オフ会？」

　実際、地方に住んでいても来るのではないかと思う。マミは美少女女子高生だと掲示板でも噂うわさになっているから、まあ噂ではなく本当なんだけど、是非会ってみたいというプレイヤーは多いはずだ。

　それから、勇ゆう魔ま戦せん争そうのことやそうでないことを喋しやべり、麻ま未みとの時間を過ごした。途中で亜あ梨り沙さにメールを送ると「ありがとう。ごめんね」と返ってきた。あっちは「りーちゃん」が登場したことで質問攻めにされていなければいいけど。

　帰り際、電車の中で麻未が思い出したように「そういえば」と話し始めた。

「近いうちに勇魔戦争のイベントがあるって。お父さんが言ってた」

「イベント？　限定クエストとかか？」

「告知がまだだから詳しく教えられないみたいなんだけど、そのせいで忙しいんだって。楽しみだね」

　魔ま王おう城じよう攻防戦や死者アンデツドの乱は、プレイヤーが自発的に起こしたイベントだ。だが今度は運営側が何かを投下してくれるらしい。できれば料コ理ツ人クが強くなれるような新しい武器とかが欲しい。

　麻未と別れ、家までの道を歩いていると、亜梨沙から着信。

「もう終わったのか？」

『うん。夜にログインして三次会だって。今日はありがとう』

「そんなに何度も礼言わなくていいよ。麻未はイレギュラーだったけど、前の学校の友達って言っておいたから、月曜に何か言われたら適当に合わせてくれ。……楽しかったか？」

　一番大切なところ。

『すごく楽しかった。みんないい人で、これからも一緒に遊ぼうって言ってくれて、またこうやって集まろうって……』

「そりゃよかった」

　声でわかる。亜梨沙は今日、「友達と遊んだ」のだ。転校が多くて友達が作れず、でもインターネットと出会って、転校しても離はなれない友達を手に入れた亜梨沙。そんなネットの友達は、実際に会っても素敵な友達で。

　亜梨沙が、どんどん幸せになればいい。

『そうだ。みんなで撮とった写真があるから、送るね』

「お、見てみたいな」

　電話を切ると、メールに何枚かの写真が添付されてきた。四し天てん王のうみんなで撮ったものや、素もと子ことのツーショット、大たい佐さの眼鏡を奪ってかけている素子、我慢できなかったらしくビールを飲むチャンタ。

　歳も性別も職業も越えて、こうやって友達になれる。

　インターネットってすげえな。そういえば誰だれが作ったんだろう。







「あっ、ハイネっち来た！　聞いて聞いて！」

　来られなかったハイネのために今日の報告をするから必ずログインしろと言われていたので、夕飯を終えてログインするとすぐに魔ま王おう城じようで素もと子こに捕まった。他にはまだ来ていないようだ。

「オフ会のことだろ？　聞かせてくれよ」

　いたけど。

「まずね、アリサちゃんがマジかわいい！　ヤバい。黒髪のガチ美少女だった！」

　百も承知である。

「へえ。俺は魔王が男ってオチも期待してたんだけどな」

「残念でしたー。写真も撮とったんだけど、見せられなくてハイネっちかわいそー」

　もう貰もらったよ魔王から。間違ってもその写真をＳＮＳとかにアップするんじゃないぞ。この一週間、ネットに散らばるオフ会に関する情報をかき集める中で、男ばかりのオフ会の様子がネタにされているのを見た。間違って素子が「これが勇ゆう魔ま戦せん争そうの魔王です」なんて晒さらしてみろ。すぐに広がってしまう。素子がそこまでするバカだとは思っていないが、一度やってしまうと取り返しがつかないのがネットの怖さでもある。

「んで、チャンタや大たい佐さはどうだったんだよ」

「チャンタはそんなに変わらないかなー。フツーのリーマンって感じ？　大佐は……ぷぷ、もやし君だったよん」

「うっせえ！　悪かったな！」

　大佐がログインするなり叫んだ。大剣で素子を攻こう撃げきするが、ひらりと回かい避ひ。カウンターで毒矢を喰くらい、状態異常になっていた。

「おやおやぁ？　リアルじゃあんまり喋しやべらなかったのに、ネット弁べん慶けいだねー」

「くそっ……」

　この様子だと、二軒目でも相当いじられたようだ。大佐には悪いが、素子がいじりたくなる気持ちもわかるし、仮に理り央おがあの場にいたら素子に加担していたと思う。

「でねでね、なんとあの『りーちゃん』が登場したんです！　知ってるでしょ？　アリサちゃんが再会した超イケメンの幼おさな馴な染じみくん」

　電話で聞いたが、亜あ梨り沙さは正直に話したらしい。オフ会が不安で、「りーちゃん」についてきてもらったと。素子たちはそれで気分を害することはなかったし、むしろ噂うわさの幼馴染を拝めてよかったと言っていたようだ。

「ああ、いたなそんな奴やつ」

「それがさ、マジで美形だったの。アリサちゃんのじゃなければ私が食べてもいいくらい」

　亜梨沙の物ではないのだが。あと食べ物でもないのだが。

「ふん。なんかチャラい奴だったけどな」

　大佐が毒づく。いや、毒状態だからではなく。

　そこにチャンタとアリサもやって来た。アリサは最初に「今日はありがとうございました」と丁寧に挨拶をした。

「お、『りーちゃん』の話か。すっかり有名人だな」

　ログを読んだチャンタが発言した。確かに、昼の遭遇でこれまでアリサの発言の中でふわふわしていた「りーちゃん」という存在がくっきり固体化した。別に顔を知られて困るようなこともないが、親しん衛えい隊たいの一人だとバレてしまうと面倒なことになりそうだ。

「でも、彼にならうちのアリサちゃんをお嫁に出せるね」

　アリサが固まったまま動かなくなった。これはディスプレイの前で硬直しているパターンだな。冷静に分析する理り央おだが、おもむろに階段をおりると洗面所で顔を洗った。鏡の中の自分は真っ赤である。

　いきなり嫁とか言うなよ。照れちゃうじゃないか。

　ハイネを放っておけないので部屋に戻ると、必死にアリサが「違います。そういうのじゃないんです」と弁解していた。しかしそれで素もと子こが止まるはずもない。このままではまた亜あ梨り沙さの気持ちを盗み聞きしてしまいそうで、ハイネは「後はオフ会のメンツで楽しんでくれ」とログアウトした。

「……はぁ」

　大きなため息が漏れる。

　きっと素子は、偶然出会った麻ま未みについても話さずにはいられないだろう。前から亜梨沙は、悩み相談のような形で「その娘こ」は「彼」に気があるのかもしれないと打ち明けている。加えて、「その娘」が「彼」と仲良くしているところを見ると、モヤモヤした気持ちになるとも。

　昼、素子が言いかけた言葉。

『アリサちゃんからりーちゃんを横取りしようとしている女の子』

　正確には、横取りではない。理央は亜梨沙の彼氏ではない。亜梨沙は理央の彼女ではない。だけどアリサ側の素子たちからすれば、麻未はそう見えるのだ。

　そして自覚がある。麻未に好意を寄せられていると。同時に亜梨沙からも。

　好きでなければ体育祭で二人三脚のパートナーに指名しない。休日に練習しようと誘わない。家に行きたいと言い出さない。間接キスみたいなこともしない。

　好きでなければ毎日一緒に学校に行かない。夕飯を作りに家まで来ない。クラスメイトにからかわれたって顔を赤くしない。他の女子と一緒にいてもヤキモチを焼かない。

　気持ちに気づいているのに気づいていない振りをし続ければ、いずれどちらも傷つけると凛りん子こは言った。そうだと思う。理央だってそんな未来は望んでいない。

　一体どうしたいというのだろう、自分は。

　十六年の人生においてこんなにモテたことがないから、わからない。

　麻未と亜梨沙、もちろんどちらも好きだ。魅み力りよく的てきな女の子だと思う。では「より大切な人は誰だれか」。その問いに答えられない。決められないから、理央は現実でもゲームでも行ったり来たりを繰くり返している。

「どっちかなんて選べないよ」「じゃあ私たち二人を彼女にして」「三人で……ね？」というエロ漫画を一昨日読んだ。

　こうはならない。思考がぶっ飛んでるもの。

「…………」

　そういえば、高校生になって急にモテ始めたが、どうして中学ではモテなかったのか。おかしいな。まあ、中学の女子に見る目がなかったということで。

　ぐるぐる考え始めると理り央おの許容量の少ない頭はすぐに煙を出してしまうので、またも結論は保留となった。ずるずると先送りにするのはよくないとわかっていながらも、つい逃げてしまう。

　予定より早くハイネを引き揚げてしまったので、時間に余裕がある。しかも今日は土曜日、遅くまでプレイできる日だ。といっても、最近はネットゲームのやり過ぎで親の目も厳しくなっている。期末テストはそれなりに頑張らないといけない。

　麻未はもう来ているだろうか。料コ理ツ人クリオでログインすると、しかし様子がおかしかった。

「あっ！　リオさん来た！」

　白いコックコートと鎧よろいを組み合わせた不思議な格好の料理人が勇ゆう者しや領内に現れると、とあるプレイヤーが駆け寄ってきた。

「どうかしたのか？　なんか騒さわがしいけど」

「魔ま王おう軍ぐんに攻め込まれてるんです！　親しん衛えい隊たいがまだ誰だれも来てなくて、指揮が取れてないんです！」

「マジか！」

　攻められている場所を聞き、急いで向かう。どうやら親衛隊の中でリオが最初にログインしたらしい。麻ま未みはまだか。

　ここ最近、勇者軍は魔王軍に押され気味なのである。原因は死者アンデツドの乱の余波。首しゆ謀ぼう者しやが敗れて反乱騒ぎは収まったものの、反乱軍に加担したプレイヤーと正規軍としてマミと共に戦ったプレイヤーの間に確執が残ってしまっている。そのせいでチームワークに乱れが生じていた。

　魔王軍がその隙を見逃すはずもなく、じわじわと領土を奪われているのだ。もともと勇者軍が優勢だったところを、現在は五分五分まで戻されている。

　攻められているのはコラナ村だった。大きな村ではないが、ここの店でしか買えないアイテムがあったはずだ。魔王軍はそれを狙っているのだろう。

　まずは麻未に電話。しかし話中のツーツー音だけが流れる。

　他の親衛隊はいつログインしてくるかわからない。何とかリオだけでも現場に到着させよう。

「親衛隊が来てくれたぞ！」

「よかった。ん？　リオだけ？」

「ヤバくね？」

　戦場に着くと微妙な反応だった。悪かったな。親しん衛えい隊たいの中では新参者でレベルも低い。しかも料コ理ツ人クは戦せん闘とう向きではなく援護主体の職業だ。彼らの失望もわからなくはない。

　が、理り央おだって伊だ達てにカリスマ勇ゆう者しやのマミのもとで戦ってきたわけではない。魔ま王おう軍ぐんと戦闘になった時のノウハウは頭に入っている。

「戦況を教えてくれ。こっちと敵の戦力が知りたい」

　なんとか戦線を守っていた高レベルのプレイヤーを捕まえて、敵の主力を聞き出す。幸いなことにリンリン突とつ撃げき隊たいではなかった。それに魔王と四し天てん王のうは城でオフ会の延長戦をしているはずだから、厳しいが決して勝てない戦いではない。

　でも、正規軍として戦ったプレイヤーたちが、「一度マミを裏切った奴やつなど信用できるか」という心構えなので、元反乱軍との連携が悪い。同じ勇者軍であるにもかかわらず、空気が悪い。麻ま未みもどうにかしなければと気を揉もんでいる案件でもある。

「リオさん、どうします？」

　ある剣けん士しがリオに意見を求めた。親衛隊の中で「ハズレ」扱いを受け、魔王軍と戦っても真っ先に狙われるリオだが、ここで功績を残せば地位も上がってくるというもの。

　数は魔王軍の方が多く、このまま戦っていれば押し切られるのは目に見えている。協力して戦う局面だが、元正規軍と元反乱軍の仲の悪さはすぐに解消できるものではない。だったら、そこを利用するしかない。

　リオはコラナ村内の店で爆ばく弾だんをできるだけ買うように指示し、自分が料理に使う食材も調達した。

「元反乱軍のプレイヤーは集まってくれ。信用回復のチャンスだ。仲良くプレイしたいだろ？」

「はあ……」

「この爆弾を持って突っ込め」

「はあ!?」

「できるだけ敵にダメージを与えたら、俺が士気を上げた他のプレイヤーが撃退する」

「ちょっ……俺らに死ねって言ってるんですか？」

　抗議する元反乱軍たち。ＨＰが０になれば死亡となり、持っているアイテムと金をドロップしてしまう上に、五時間はログインできなくなる。五時間のルールは、死んでもすぐに復活できるとプレイヤーどうしの戦いが終わらないからだ。同じ理由で、勇ゆう魔ま戦せん争そうには蘇そ生せいのアイテムや魔ま法ほうがない。

「そろそろ日付も変わるし、寝ればいいじゃん」

「問題はそこじゃなくて！」

　しかし元正規軍からは「マミを裏切ったんだから、罰ゲームだと思え」とリオをフォローする声が相次ぐ。一部からは「とんでもねえ外道だ」という意見も出ているけど。

　マミがいたら絶対にとらない作戦だが、ここにいる戦力では正面から向かっても勝ち目は薄うすく、マミのログインがいつになるかもわからない。これが最善。多分。

「ほら、もう魔ま王おう軍ぐんが来るぞ。それ行け！」

「くそーっ！」

　半ば強制的に、かつて勇ゆう者しや陥落を目もく論ろんだプレイヤーたちは爆ばく弾だんを抱えて走っていった。リオはすぐに食材を使って料理にとりかかる。このゲームでは、プレイヤーは行動していると腹を減らす。腹が減っては戦はできぬ。その空腹を解消するのが料理で、料コ理ツ人クは「調理」スキルで料理を作ることができるのだ。出来立ての料理を食べることで、空腹の解消だけではなく「士気」が上昇し、クリティカル率の上昇などの恩恵を得られる。

　爆発の音が届いてきた。リオはできた料理を振る舞まい、プレイヤーたちは士気を上げて備える。

「リオさん、ちょっと酷ひどいんじゃ……。掲示板で叩たたかれますよ？」

　親切にも意見してくれたのは、リオよりもレベルが高い武ぶ闘とう家かだった。

「そんなの気にして領土取られたらどうする。それにお前らだって、反乱してた奴やつらが爆発してんだから溜りゆう飲いんも下がるってもんだろ？」

「めっちゃ人間臭い！」

　そりゃそうだ。人間だもの。

　すると電話が鳴った。ディスプレイには「宇う留る野の麻ま未み」の文字が映る。

『もしもし理り央おくん？　ごめん。真ま琴ことちゃんと電話してた』

「まこと？　誰だれだそりゃ、男か？」

『相あい沢ざわさんだよ！　相沢真琴！』

「ああ、風邪と虫歯と中耳炎が治ったと思ったら剝はく離り骨折して入院したっていう……」

『それは唐から橋はしくんでしょ！　で、どうしたの？　勇ゆう魔ま戦せん争そうのこと？　お風呂入ったらログインしようと思ってたんだけど』

　理央がコラナ村が襲おそわれていると伝えると、麻未は電話越しに急いでパソコンを操作してログインした。五分ほどで駆けつけると言って電話が切れる。

　マミが来れば文字通り百人力。だが五分も待っていたら、爆弾によって崩れた敵の陣形が回復してしまうかもしれない。リンリン突とつ撃げき隊たいが援護に来たりしたらそれこそ爆散していった連中が報われない。

「行くぞ！　俺も前に出る！　星になった奴らの命を無駄にするな！」

「星にしたのはアンタですけどね!?」

　爆発音が響ひびく戦場へ、リオも新しい武器の巨大なフォークを持って飛び出した。指揮官も前線へ出て戦う。これはマミのプレイスタイルでもある。

　尊い特攻のおかげで数は互角にまでもってきた。必死にフォークを振るい、爆弾によってＨＰを削られた魔王軍のプレイヤーを倒していく。まだまだ下手ではあるが、始めた時からしたら上達したものである。

「喰くらえ『ドリアンクラッシュ』！」

「くっせえ！」

　鼻が曲がる匂いのドリアンを投げつけて、ダメージは少ないが敵の動きを鈍らせる。数少ない料コ理ツ人クの攻こう撃げき系けいの技だ。

　リオに続けとばかりに、他のプレイヤーたちも魔ま王おう軍ぐんに挑む。士気が上がっているので敵を押している。

「あれっ？　うわやべっ」

　とは現実の理り央おから漏れた声。敵の攻撃を回かい避ひしようとコマンドを入力したが、思ったよりもリオが動かずに被弾してしまった。これは二アカプレイの弊へい害がいで、動きの素早い暗殺者アサシンハイネの感覚が指に残っていて、リオとのギャップに戸惑うことがある。

　こうしてリオもＨＰを半分以下にしながらも、コラナ村の防衛に成功した。生き残った仲間とハイタッチを交わす。

「もしかして私の出番なし？」

　ドロップ品を回収していると、ようやくやって来たのは勇ゆう者しやマミ。リオは「ふふん」と鼻を鳴らす。

「どうよ。俺の作戦で魔王軍を撃退してやったぞ」

　褒ほめろ褒めろ。

「すごいし、ありがとうなんだけど……。ログを読むとリオくんへの恨み節が並んでるんだけど、何？　勝ったんじゃないの？」

「まあ、なんつうか、星がきれいだよな。今夜は」

　理央は窓の外に輝かがやく星たちを眺めた。東京の夜空に星は少ないが、その一つ一つが、勇者のために散っていった命なのだ。

　このコラナ村防衛線は小規模ではあったものの、リオの外道とも言われる作戦のせいで、しばらく掲示板で話題になった。ちなみに麻ま未みにはちょっと怒られた。

「リオもやるようになったじゃないか」

「僕にはできない作戦ですね……」

「勝ったんだしいいんじゃない？　私はやらないけど」

　後から来た御み堂どう丸まる、ハルト、紫し乃のはそんな感想だった。

　親しん衛えい隊たいも集まったので、クエストを楽しんで午前一時半頃に解散となった。ここ最近、休みの前日は遅くまでプレイしているので、もちろん部屋の電気がついている。先日、それを見た隣となりの家のおばさんが母に「遅くまで勉強してるなんて立派ね」と理央を褒めたらしい。母は「おほほ」とお茶を濁にごしたようだが、その日の夜には勉強とゲームの両立について厳しめに言われることになった。

　よし、勉強もちゃんとやろう。明日から。

「ん？」

　ログアウトしようとした時である、リオのもとにメッセージが届いた。差出人は勇ゆう魔ま戦せん争そうの運営だった。麻ま未みが言っていたイベントの告知だろうか。

　迷わずクリック。











　親しん衛えい隊たいリオ様




　平素より格別のお引き立てをありがとうございます。

　早速ですが、今般、弊へい社しやは十二月二十五日に東京ビッグサイトで開催される東京ゲームフェスタに出展することとなりました。

　その会場にて、新マップのお披ひ露ろ目めイベントを予定しております。つきましては、親衛隊、四し天てん王のうのプレイヤーの皆様をゲストとしてお迎えしたく、ご連絡差し上げました。

　交通費、遠方の方の宿泊費等は弊社にて負担させて頂きます。また、顔出しにつきましてもご相談させて頂きますので、弊社担当までご連絡お願い致します。

　今後とも、勇魔戦争オンラインをよろしくお願いします。





株式会社あんのんソフト　担当　牛うし尾お・長なが尾お　　











　理り央おはこのメッセージを五回読んだ。ふむ。ビッグサイトで開催するゲームイベントに勇魔戦争も出展するから、ゲストで来てくれないか、と。

「…………」

　理央はログアウトをクリックし、トップ画面に戻る。そしてハイネのパスワードを入力してログイン。

　メッセージが一件。











　四天王ハイネ様




　平素より格別のお引き立てをありがとうございます。

　早速ですが、今般、弊へい社しやは十二月二十五日に東京ビッグサイトで開催される東京ゲームフェスタに出展することとなりました。

　その会場にて、新マップのお披ひ露ろ目めイベントを予定しております。つきましては、四し天てん王のう、親しん衛えい隊たいのプレイヤーの皆様をゲストとしてお迎えしたく、ご連絡差し上げました。

　交通費、遠方の方の宿泊費等は弊社にて負担させて頂きます。また、顔出しにつきましてもご相談させて頂きますので、弊社担当までご連絡お願い致します。

　今後とも、勇ゆう魔ま戦せん争そうオンラインをよろしくお願いします。





株式会社あんのんソフト　担当　牛うし尾お・長なが尾お　　











　そして鳴る携帯電話。

『遅くにゴメンね。理り央おくんっ、メッセージ読んだ？』

　声の主は深夜にもかかわらず興奮気味の麻ま未みである。

「ま、まあな。新マップっつうのは楽しみだな」

『もちろんイベント出るよねっ！　お父さん、これを企画してたんだ。ゲームフェスタに出展するなんて、勇魔戦争が人気の証拠だよ』

　声から表情が見えてくるようだ。よくわからないが、会社がこういうイベントに出ようと思ったら主催者にお金を払わなければいけないのだろう。もちろん、その費用以上の見返りを得るために、何かしらの企画を用意して製品の宣伝をする。

　勇魔戦争を運営するあんのんソフトは、このイベントでさらなるユーザーを獲かく得とくしようとしているのだ。

　もしこのイベントが失敗に終わり、ユーザーもあまり増えずに大きな赤字を出してしまったら、この会社は、麻未の父親は……。

「もちろん。出るに決まってるじゃん」

『だよねっ！　ありがとっ』

　この体が分裂してくれないかと、理央は本気で祈った。













　　　　第２話　見た目と中身







　まさに素もと子こがオフ会を提案した次の日と同じ状態だった。週が明けて月曜日。朝の亜あ梨り沙さは元気がないというわけではないが無口で、理り央おが話題を振っても上の空といったふうだった。理央はその理由がわかっているし、亜梨沙は理央がわかっていることをわかっている。

　運営から来たイベント招待のメッセージは、ハイネに来ているのだから当然魔ま王おうアリサにも来ているはずで、魔王アリサに来ているのだから勇ゆう者しやマミにも来ている。

　オフ会の参加に悩む「初対面の人たちだから不安」というレベルではない。現実のイベントに参加する。それすなわち麻ま未みに魔王の正体を明かすということだ。

　例によってバスの中で勇ゆう魔ま戦せん争そうの話はできない。これは放課後ファミレスコースだろうか。クーポンもないし財布の中も若干寂しいが、仕方あるまい。

「ねえ理央くん。お弁当、一緒にいい？」

　四時間目が終わって、クラスメイトたちが弁当を食べるべく好き勝手に机をくっつけていると、麻未がそんなことを言った。ここのところ、勇魔戦争をプレイしているグループに麻未が混ざることも珍しくなく、理央もいつものように「おう」と二つ返事で了解。手近な机を追加した。

「じゃなくて、別の場所で食べない？」

「ん？」

　周辺の男子の動きが止まった。

「宇う留る野のさん、いいじゃん、ここで一緒に……」

　夏なつ樹きが座るよう促すが、麻未は「ごめんね」と言って理央の腕を摑つかむ。

「親しん衛えい隊たいだけの内緒の作戦会議なの。ちょっと理央くん借りるね」

　有無を言わさずといった表現が適切なほど、麻未は半ば強引に理央を教室から連れ出した。親衛隊だけと言われれば夏樹も追ってこられない。というより、麻未は別に噓うそをついたわけではない。

「何も昼飯の時じゃなくてもよくね？」

「だってたくさん話したいことがあるんだもん」

　理央の手を引いてずんずん進む麻未は、やがて「資料室」と掲げられた小さな教室に入っていった。名前の通り、最低限の机と椅子の他は本棚ばかりで、びっしりと何かしらのファイルなどが並んでいた。

「ここって生徒会が物置に使ってる部屋じゃなかったか？　いいのかよ使っても」

「生徒会の友達に許可取ってあるよ。この時間は誰だれも使わないから、汚さなければご飯食べてもいいってさ。こぼしちゃダメだよ」

「男子をひと気のない教室に連れ込むなんていい度胸じゃないか。前の保健室のようにはいかないぜ？」

「隣となり、職員室だけど」

「命拾いしたな」

　小さいといっても二人でいるには十分な広さで、定期的に掃除もしているようで埃ほこりっぽさもない。お約束のやり取りの後、理り央おと麻ま未みは弁当を広げた。

　親しん衛えい隊たいだけの作戦会議とは本当で、あの年末のイベントについてまだホームページで公式の告知はされていない。あのメッセージは、イベントに先立って一部のプレイヤーにだけ送られたようだ。まあ、勇み足で「豪華ゲスト」なんて告知してしまってから、誰も来られませんでしたでは赤っ恥だ。ある程度、ゲストの目め処どが立ってから発表するのだろう。だから、プレイヤーの多い教室ではまだ話せない。

「親父さんには連絡したのか？」

「うん。昨日電話したよ。すごく張り切ってるみたい」

　勇ゆう魔ま戦せん争そうで遊ぶようになってから、自然に他のオンラインゲームの情報も目に入るようになっている。勇魔戦争のように月額制のものや、都度課金のものなど、数をあげたらキリがない。それほどまでにオンライン、ソーシャルゲームの市場は激戦区となっているのだ。そこに参入した麻未の父親の会社は、勇魔戦争の知名度が上がってきてユーザーも増えたこの今が、勝負だと考えているのだろう。

　出展する東京ゲームフェスタなるイベントは、大手企業もたくさん参加し、ゲーム関連では大規模なイベントらしい。入場者数も毎年増えている。

「つうかさ、気になるのが一つあるんだけどよ」

「何？」

「なんでクリスマスにやるんだよ。おかしくね？　冬休みなんだから、もっと後ろにずらせばいいじゃんか」

「別にいいんじゃない？　クリスマスに予定がある層と、ゲームイベントに来る層って被かぶらないから」

「言葉に気をつけろよ！」

　ちょっとそうかもしれないと思ったけど。

　クリスマスか。去年まではこれといった予定があるわけでもなく家族と過ごしていたけど、今年は違う意味を持ってくるな。

「っていうか、年末のビッグサイトは他のイベントがあるから無理なんだよ」

「他の？　何かあんの？」

「知らないなら知らないでいいよ」

　どこかの歌手がカウントダウンライブでもやるのだろうか。

　実際に何が行われるか理り央おが知るのはもう少し先のことである。

　学校の中に、麻ま未みをクリスマスに誘いたい男子がどれだけいるのか。勇気を出して声をかける奴やつもいるだろうが、「ゲームフェスタに行くから無理」と断られると思うと不ふ憫びんでならない。

「そういやさ、俺らがゲストってのは実際どうなのかね。別に芸能人ってわけじゃないし、話題性とか集客力っつうの？　そういうのないだろ」

　弁当を頰ほお張ばりながら、疑問を口にする。芸能人ではないからギャラは高くつかないし、理央も貰もらうつもりはない。費用の面ではいいのかもしれないが、所詮はネットゲームのプレイヤーというだけ。それ見たさに来る人がいるのかどうか。

「んー……。今はそうでもないよ。動画投とう稿こうサイトができて、素人でも簡単に動画を配信できるでしょ？　そこから有名になっていく人もいるし」

　葉は月づきさんを八月に買うまでは、無線ＬＡＮも知らなかった理央には衝しよう撃げき的てきな話でもあった。閲えつ覧らんする人の多い動画投稿サイトでは、そこに自分が歌った歌や、ゲームを遊ぶ様子を投稿する人がいて、固定ファンもついてイベントへ参加することもあるらしい。あくまで素人であるが、タレントのような扱いである。

「……俺の知らない世界だ」

「ま、ダメな事件も起きてるけどね。ファンに手を出したり、生放送の配信中に色々やらかしたり」

「色々って？」

「逮捕とか」

　ダメな最上級だった。

　麻未は随分と知識が豊富のようだが、インターネットを長くやっていると、こういったことにも詳しくなってくるものなのだろうか。凛りん子こにも訊きいてみよう。

「他の親しん衛えい隊たいは出るって言ってるのか？」

「今日の夜にログインしたらその話になるんじゃないかな。前にオフ会がしたいって言ったじゃん？　このイベントにみんな参加できたらオフ会になるね」

　御み堂どう丸まる、ハルト、紫し乃のの三人には、レベル上げも含めて色々と世話になっている。リオとして礼を言いたい気持ちはある。学生なら冬休みだから地方住まいでも都合がつくかもしれないが、社会人はどうだろうか。難しいのは御堂丸か。

「ゲストっていっても、何するんだろうな。今からじゃ胸筋も腹筋も間に合わん」

「逆に理央くんは何するつもりなの!?」

「え？　脱がなくてもいいのか？」

「もうお好きにどうぞ！」

　時計を見るといつの間にか時間が過ぎていて、二人は急いで残りの弁当を食べた。公式の告知があるまで、イベント関係の話をする時はこうやって麻ま未みと二人になる必要がある。変な噂うわさが流れなければいいけど。上級生にも麻未を狙う先せん輩ぱいはいるし、理り央おに矛先が向くと面倒だ。モテるという理由で因いん縁ねんをつけられる理不尽さは、麻未と水みず沢さわ秋あき乃のの件で経験済である。

　麻未の父親は勇ゆう魔ま戦せん争そうの開発責任者だから、このイベントにも深く携わっている。おそらくは、麻未が参加するのを見越して企画したのではないかと思う。ゲスト参加を呼びかければ、少なくとも麻未は二つ返事で了承するに決まっている。仮に他のプレイヤーが不参加になっても、勇ゆう者しやがいればイベントは成り立たないことはないし、何より麻未には下手なタレントよりも華がある。会場で麻未が壇だん上じようにいれば、自然と客の視線は彼女に注がれるだろう。男の客が多いならなおさら。

　麻未を利用するような言い方だが、麻未はそうは思わないし、むしろ親孝行として積極的に盛り上げようとしてくれるに違いない。理央だって協力は惜しまない。

　これだけで済む話ならよかったのだけれど。

「アリサちゃんは来てくれるかな」

「ぅぼふっ」

　口に詰めたご飯が噴ふき出そうになった。

「どしたの？　詰まった？　背中さすろうか？」

「い、いや大丈夫だ。さすってくれるならもっと他のところがいい」

「せんせーい。理央くんが私に無理やりー……」

「お待ちなさい！　……急に亜あ梨り沙さなんて言うからだ。関係ないだろ」

　あ、と麻未は気づいて、違うよと笑った。

「魔ま王おうのこと。混ざっちゃったね」

　反乱騒さわぎの時に共きよう闘とうしたことで、麻未は魔王アリサに親近感を覚えたようだった。魔王城攻防戦でも剣を交えているし、これが「強敵」と書いて「とも」と読むというアレだろうか。

「ややこしい。……ま、あっちにもメッセージは送られてるだろうから、何かリアクションがあるだろ」

　ここは無難に流す。麻未も「だよね」と言って空になった弁当箱に蓋をした。

　チャイムが鳴る寸前で教室に戻り、席につく。隣となりの亜梨沙はすでに五時間目の授業の準備をしていて、理央は複数の男子から敵意のこもった視線を受けた。勇魔戦争では勇者に最も近い親しん衛えい隊たい、体育祭の二人三脚では直々に指名と、理央と麻未の距きよ離りに不満を抱く男子は少なくない。理央はその不満を自らの優越感に変換できる図太さの持ち主でもある。

　理央の席から麻未の背中が見えるのだが、午後の授業中、麻未は真面目に授業を受けずに何か書いているようだった。その内容は放課後すぐにわかることになる。

「理央くん、ちょっと時間ちょうだい。亜梨沙ちゃん、借りてもいい？」

　ホームルームが終わって「亜あ梨り沙さ、帰ろうぜ」と声をかける前に、麻ま未みからレンタルの申し込みがあった。しっかりＴポイントカードを出しているのが律りち儀ぎだ。

「あ……うん」

　もちろん亜梨沙はダメとは言えない。

「『うん』って言っちゃうってことは、理り央おくんはもう亜梨沙ちゃんのものって感じ？」

「え？　あ、違うのっ、そうじゃなくて……」

　亜梨沙はすぐに頰ほおを赤くするから、麻未だけではなく緑みどり川かわからもこうやって理央をネタに遊ばれることがある。ネタにされる理央も気持ちはわかる。からかった時の亜梨沙はとんでもなくかわいいのだ。

「あはは。冗談だよ。いじわる言ってゴメンね」

「悪い亜梨沙、今日は先に帰っててくれ」

「うん……じゃあまた明日ね、りーちゃん、麻未ちゃん」

　本当は帰りにファミレスで相談を受ける予定で、おそらく亜梨沙もそのつもりだったのだろうが、こうなっては仕方がない。明日にするか、帰ってから電話をするか。

　ほとんどのクラスメイトが部活に行くので、Ｃ組の教室にはあまり人が残らない。宮みや野の先生も出ていってしまい、柴しば垣がきが残っていたので理不尽に追い出して、理央と麻未は場所を移動することなく話せた。

　それで、麻未の用件であるが。

「考えたんだけどさ、これ、どうかな」

　と、ノートを千切ったものを取り出した。

『私はマミ。勇ゆう者しや軍ぐんを統べる勇者である。この良き日に皆とこの世界で出会えたことを光栄に思う。今日が勇ゆう魔ま戦せん争そうの一つの記念日になるよう、私も精いっぱい楽しもうと思う。だから親しん衛えい隊たい、四し天てん王のうどちらも悔いのない一日にしよう！』

　何度も消しゴムで消した跡があるそれには、こんなセリフが書いてあった。

「……何これ」

「イベントに出た時の台本。理央くんのセリフも考えてあるからさ、ここでリハーサルしようよ！」

「気が早はええよ！」

　しかも恥ずかしいよこのセリフは。







　変にテンションが上がってしまった麻未をなだめ、理央は帰路についた。麻未の興奮もわからなくはないのだが、まだ何をするかも知らない状態で台本など書いても意味がないのではなかろうか。

　バスの中で携帯を確認するが、亜あ梨り沙さからは何も連絡はなかった。

「ただいマテ茶」

　理り央おの家は住宅街の中の一戸建てで、小さいながら庭もある。近所の家は犬や猫を飼っているが、初はつ島しま家けは凛りん子こがアレルギー持ちのため動物は飼っていない。アレルギーを理解していなかった幼き理央と凛子は両親に動物を飼いたいと懇こん願がんしたが、もちろん首は縦に振られることはなかった。ふてくされた凛子が猫を飼っている家に無理にあがりこみ、一大事になったのはよく覚えている。

　ドアを開けると、見慣れたローファーが一足。

「理央ー、亜梨沙ちゃんが来てるわよー」

　リビングから母の声。

「お邪じや魔ましてます。ごめんね、いきなり……」

　亜梨沙は母とお茶をしていた。家族ぐるみで付き合いがあるので、母も亜梨沙のことをよく知っている。そもそも、理央と亜梨沙を引き合わせたのは母なのだ。

「理央、一緒に帰ってくればよかったじゃないの」

「モテる男は放課後も忙しいんだよ」

「けっ」

「『けっ』って言った！」

　実の息子に酷ひどい対応の母だが、構っている暇もないし今に始まったことでもないので早々に亜梨沙を部屋に案内した。それほど散らかっていなくてよかったと安心。凛子はまだ帰ってきていないようだ。

「あの、りーちゃん……運営からメッセージ、来た？」

　ベッドに座らせるのも悪いので、理央が使っている椅子に亜梨沙を座らせ、理央がベッドに腰掛けた。そういえば、麻ま未みが来た時は勝手にベッドに座っていたな。

　亜梨沙は開口一番、一日ずっと燻くすぶらせていたであろうその話題を口にした。

「来たよ。わかってると思うけど、昼と放課後に麻未が俺を呼んだのはその件だ」

「うん……そうだよね。麻未ちゃん、出るって言ってた？」

「即決だったよ。もちろん俺には拒否権なし」

　亜梨沙は下を向いて沈ちん黙もくしてしまった。

　イベントは強制参加ではない。亜梨沙は芸能人ではない。出ないという選択はいくらでも取れるのだ。

「意味ない質問かもしれないけどさ、麻未のことがなければ出たいか？」

　こくりと頷うなずく。

「人前に出るのは恥ずかしいけど、勇ゆう魔ま戦せん争そうのユーザーが増えてくれれば嬉うれしいし、私もずっとプレイさせてもらってるから、運営の人にもお礼が言いたいの」

　こっちは月額料金を払っているのだから、むしろ礼を言ってもらいたいくらいだと思った理り央おは心が汚れているのかもしれない。

　それに、と亜あ梨り沙さは言葉を継ぐ。

「オフ会の時にまた会おうねって四し天てん王のうのみんなと約束したし、もしかしたら今度はハイネさんも来てくれるかもしれないし……」

「うーん……」

　ハイネの参加に関しては理央が奇跡的に分裂しない限り無理なのだが、亜梨沙は四天王とまた会いたいという気持ちが強いようだ。それだけ、この前のオフ会が楽しいものだったことがわかる。

「りーちゃんと麻ま未みちゃん以外の親しん衛えい隊たいの人はどうなのかな」

「今夜ログインして話すと思う。他の親衛隊がどこに住んでるかも知らないし。そっちは？」

「多分、明日になると思う。月曜日は大たい佐ささんと素もと子こさんはアルバイトのシフトが入ってる日だから」

「素子とか、絶対行くって言いそうだよな」

　魔ま王おうと四天王のオフ会が開催されたことで、東京に集まりやすいことが証明されている。チャンタさえどうにかなれば、四天王はビッグサイトに集結できる。

「うん……。あ、その、りーちゃん。りーちゃんは年上の女の人は、好き？」

　いきなり方向転換。しかも亜梨沙の頰ほおは赤い。

「突然どうしたよ」

「あのね、あの日、素子さんがりーちゃんを見て、結構好みだって言ってるの。素子さん、面食いって自分で言ってて……」

「俺の中身はどうでもいいってか」

「あ、そ、そうじゃなくてっ……。違うよ。りーちゃんは内面もすごくカッコいいの知ってるもん」

　一秒後、自らの発言についに首まで真っ赤にした亜梨沙は、「違うの」と言いながら小さくなってしまった。どれだけかわいくなれば気が済むのだろうかこの幼おさな馴な染じみは。理央も頰が熱を持つ感覚を覚えた。

　と、メールだ。差出人は凛りん子こ。

『お母さんがドアに張り付いていたので排除しました。ごゆっくり』

　あの母め。というか、外からまったく音が聞こえてこなかったのだが、我が家の女性は忍者か何かだろうか。

「飲み物持ってくる。アイスノンはいるか？」

「だ、大丈夫……」

　麦茶をちびちび飲みながら続けたが、結論は出ず。

　亜あ梨り沙さが麻ま未みに正体を明かさない理由はいくつかある。亜梨沙が魔ま王おうだと知ってしまうことで、勇ゆう者しやとして魔王を討つというプレイに躊躇ためらいが生まれ、のびのびと楽しめなくなってしまうかもしれない。そして、亜梨沙の幼おさな馴な染じみで近くにいる理り央おが、勇者軍の情報を魔王軍にリークするスパイの疑惑をかけられてしまうかもしれない。ゲーム内の敵どうしだとわかったら、現実の麻未との関係に変化があるかもしれない。

　そんな悩みを細い体に抱えながらも、亜梨沙は魔王を続ける。魔王の座を守り続ける。やっと手に入れた、転校しても離はなれない、いつでも会える気の置けない友達と一緒にいるために。

「オフ会と違って、俺にできそうなことが見つからん。……悪い。でも、俺のことはいいぞ。もし魔王ってバラして俺がスパイだ何だって言われても構わないからな」

　駅まで送って、理央は別れ際に言った。「表」の理央は親しん衛えい隊たいの料コ理ツ人ク。麻未側である以上、イベントに参加するしかない。現実で拘束されてしまえば、ハイネになって裏で動くことも叶わない。

「ううん。私こそごめんなさい。りーちゃんに相談しても、困らせちゃうだけだよね」

「ただ、これだけは言える」

「何？」

「素もと子この胸はでかかった」

　口をふさいだ時に軽く触れてしまったのだ。

「もうっ。知らないっ」

　ぷいっと踵きびすを返して、亜梨沙は改札を通っていった。

　しんみりした空気を変えようと言ってみたが、逆効果だっただろうか。確かに亜梨沙のそれは控えめだが、まだまだ成長途中だし。そんなに怒らなくたっていいじゃない。

　そして理央にはやることがもう一つある。

　家に帰って、理央は母が待つリビングに怒鳴り込んだ。







　さすがに母も悪いと思ったのか、夕飯には理央の好物である「アスパラをただただ炒いためたやつ」を作ってくれた。風呂に入って飲み物を準備し、いざログイン。勇者城にはすでにマミがいて、紫し乃のとハルトもいた。

「リオさん、こんばんは」

　銃じゆう士しのハルトは常に敬語を使うキャラクターなので、実際に年下なのかは不明である。銃を装備できる貴重な職業で、空を飛ぶ敵や相手への牽けん制せいで活かつ躍やくする。本人の射しや撃げきの腕もかなりのものだ。

「やっほ、リオくん」

　紫乃は専門学校生の賢けん者じや。魔ま法ほうには攻撃、回復、補助といった数種類が存在するが、どれも「浅く広く」習得できるのが賢けん者じやの特徴だ。しかしプレイ時間の長い紫し乃のは、理り央おが参加する前に開催された限定イベントなどで魔ま導どう書しよを手に入れ、強力な攻こう撃げき魔ま法ほうも覚えている。的確な判断で攻守を切り替えられるプレイヤーだ。

　社会人の御み堂どう丸まるはまだのようで、ログを読むとイベントについて会話していたのがわかる。

「リオくん、二人とも出られそうだって」

　マミは吹き出しに音符のマークを踊らせた。

「そうか。どっちも学校休みか？」

　リオが訊きくと、ハルトと紫乃は頷うなずく動作を見せた。

「はい。それは問題ないのですが……」

　ハルトの吹き出しに汗が流れるマークが出現した。何か困ったことでもあるのだろうか。思いつくのは家庭の事情。東京まで距きよ離りがあって泊まりになるとしたら、ハルトが中学生だったりすると親の許可が必要になってくる。

「どうかしたの？　もしかして北海道とか沖おき縄なわに住んでたりする？」

　マミも同じ懸け念ねんを抱いたようだ。

「いえ、違うんです。その、イベントに出るって、実質のオフ会ですよね。親しん衛えい隊たいの」

「まあ、そうなるよね。イベントが終わったらご飯でも食べようよ」

　マミの誘いはまったく自然なものだが、ハルトはどうにも語気が弱い。

「あの……僕、グラと現実でかなり違うんですけど、笑いませんか？」

　グラ……。ああ、グラフィックのことか。新規でゲームを始める際に、いくつものパーツの中から好きなものを選んで自分の分身を作成する。種類が豊富なので、やろうと思えば自分に似せることも可能だ。リオやマミは現実の特徴を再現している方だ。大たい佐さみたいに真逆なケースも当然ある。

「そんな心配かよ。大丈夫だって。別に目と鼻が逆にくっついてるわけじゃないんだろ？」

「妖怪ですよそれは！」

　ハルトは大佐パターンなのか。ううむ、そう言われると余計に会ってみたくなる。

　すると今度は紫乃が「私も……」と切り出した。

「会う前に言っちゃうけど、本当は私、すごい人見知りなの……。ゲームじゃ明るいキャラなんだけど、これは理想を投とう影えいしてるっていうか……。だから、上う手まく喋しやべれなかったらごめんなさい」

　こっちも性格の方で大佐パターンだ。普段、紫乃は素もと子このように明るく振る舞まっていて、親衛隊のツッコミ役だ。素子はびっくりするくらいそのままだったが、紫乃は現実の人格と距きよ離りがあるらしい。というより、素子が希少なだけで、紫乃みたいな人が多いのではないかと思う。

　……大佐ばっかりだな。

「平気平気。なんといってもリオくんがいるからね。『三日で十年来の友人になる男』の異名は伊だ達てじゃないよ」

「ねえよそんなの！」

　あまり人見知りしないのは認めるけど。そんなこと言ったら麻ま未みだってそうだ。入学したばかりでよそよそしいクラスの空気を、男女構わず声をかけて明るくしてくれたのは麻未なのだ。

「よかった。勢いでバラしちゃったけど、ネットではいつも通りのキャラでいくからよろしくね」

　いきなり別人みたいになられても困る。

　そこに「御み堂どう丸まるがログインしました」とアナウンスが表示された。甲かつ冑ちゆうに身を包んだ竜りゆう騎き士しが現れる。槍やりを得意とする御堂丸は親しん衛えい隊たいの切り込み隊長。紫し乃のの魔ま法ほうによる補助を受けて、敵陣で暴れ回る。

「お、揃そろってるじゃん。運営のメッセージ読んだか？　どうよ」

　話題といったらこれしかないわけで、マミは他の四人は参加できそうだということを伝えた。

「御堂丸こそ来られそう？　平日だから会社あるよね」

　マミが訊きいた次の瞬しゆん間かん、衝しよう撃げき的てき事実が発覚する。

「有給取って行くよ。実はゲームフェスタは毎年行ってんだ。嫁も子供も好きだからさ」

　時が止まった。

　いや、葉は月づきさんがフリーズしたわけではない。理り央おはログを何度も読み返した。しかしそこには短い御堂丸のセリフが表示されるだけ。

「結婚してんの!?」

　四人の頭上に「!?」のマークが飛び出た。理央は連打。

「言ってなかったか？　ああ、そういやマミはあんまプライベート詮索しない主義だったっけ」

「うん……、そうなんだけどさ。御堂丸ってそんな素振りもなかったし」

　マミにも動揺が見える。結婚なんて珍しいものではないのだが、御堂丸は比較的ログインも頻ひん繁ぱんにしているし、社会人とは知っていたがそこに妻と子供の影かげなど欠片かけらも見えていなかった。付き合いの長いマミたちすら知らなかったのだから、リオが気づかないのは当たり前だ。

「失礼ですが、お子様はいくつですか？」

　全員が気になっているであろうことをハルトが代表して質問。

「長男が小六で長女が小四だ。娘がちょっと前から風呂に一緒に入ってくれなくなっちまったよ」

「お父さんが言うやつだ！」

「だからお父さんだっての」

　それ以降は御堂丸への質問攻めになったのは言うまでもない。妻との出会いは大学時代。ゲームセンターでアルバイトをしていた御堂丸は、毎日のように来店しては格かく闘とうゲームで勝ち抜きをする一人の女性に恋心を抱いていた。やがて就職した御堂丸は仕事の忙しさもあってその彼女のことは忘れていたが、休日にふらりと入ったゲームセンターで再会を果たし、勇気を出して声をかけたのだという。

　頑張って口説く御み堂どう丸まるだったが、彼女は「私に勝ったら連絡先を教える」と言う。

「奥さん、すごい人ですね……」

「ああ。んで俺は80連敗した」

「強つええ！」

　どうにか一勝して連絡先を手に入れた御堂丸は、それから半年で交際をスタートして二年で結婚した。子供を二人授かり、ゲームでは未いまだに妻に勝てないまま現在に至る。勇ゆう魔ま戦せん争そうプレイヤーの中ではプレイ時間が長い方だが、妻もゲームに理解のある人なので、仕事や子育てを疎おろそかにしない代わりにネットゲームを許してもらっているらしい。

「会ってみて俺だけおじさんってのは寂しいもんだな」

　心なしかいつもより言動が丸い。今は「竜りゆう騎き士し」よりも「お父さん」が前に出ているのかもしれない。

「いやいや。普通に人生の先せん輩ぱいだよ。私のパーティにそういう人がいてくれて嬉うれしい」

　麻ま未みが勇ゆう者しや、亜あ梨り沙さが魔ま王おうだと知った時以来の衝しよう撃げきであった。

「だったらさ、奥さんも勇魔戦争に誘ってみたらいいじゃん」

　リオが何気なく言うと、御堂丸は「それはできないなあ」とやんわり断った。やはり育児に家事にと忙しいのだろうか。

「嫁が始めたら、俺が嫁にＰＫされて親しん衛えい隊たいの座を奪われちまうよ」

「奥さん何者だよ！」

　こうして親衛隊は全員がイベントに参加となり、その日のうちに運営に連絡をした。麻未はオフ会も兼ねた現実での対面に心を躍おどらせ、理り央おも不安を抱えながらもリアルのハルトや紫し乃の、御堂丸一家への興味はつきない。

　運営にメールで返事をしたのは夜だったが、すぐに返信が来た。

『ご参加ありがとうございます。詳細につきましては追って連絡させて頂きますが、参加に先立ちまして、洋服のサイズを教えて頂けますでしょうか』

「……服？」







　翌日の夜、魔王城に四し天てん王のうが集結していた。火曜日は定期メンテナンスが行われるので、九時まではプレイできない。ハイネが九時半頃に来るとすでにアリサがいて、一時間もしないうちに最後の素もと子こが来て集合となった。

　昨日の勇者軍のようにすぐさま例のイベントの話になるのだが、昨日と今日では事情が違ってきている。

「公開プレイね。パソコンとか巨大モニターも用意してくれるってことだろ？　金かかってんじゃね？」

　チャンタが言った。

　そう、ついさっき運営あんのんソフトの公式ホームページで東京ゲームフェスタへの出展、そしてそこで行われるイベントの内容が発表されたのだ。

　柱となるのは「新マップのお披ひ露ろ目め」「親しん衛えい隊たい、四し天てん王のうプレイヤーをゲストに呼ぶ」「そのプレイヤーたちで新マップの公開プレイ」の三つだ。

　発表のタイミングであるが、昨日のうちに勇ゆう者しやと親衛隊全員が参加の連絡をしたので、ゲストの目め処どが立った。だから公式で告知したのではないかと理り央おは睨にらんでいる。当日の集客を考えれば、告知は早い方に越したことはない。

　反面、魔ま王おう軍ぐん側の参加が不透明なまま告知してしまったのは早とちりではないかとも思う。が、その理由はすぐにわかった。

「だって、え？　行くでしょ？　行くよね」

　素もと子こが早々に参加の返事をしていたのだ。勇者、魔王、親衛隊、四天王で合わせて十人。その中の六人が行きますと言ったのだから、運営も告知に踏ふみ切ったのだった。素子はてっきり誰だれもがもう運営に参加の返事をしていると思っていたようで、この反応である。

　ゲーム画面と同時にブラウザを起動して、公式掲示板を見てみる。ちなみにブラウザは亜あ梨り沙さと同じファイヤーフォックスにした。

　かねてからマミは美少女女子高生だと噂うわさされていたので、やはり現実のマミに注目が集まっているようだった。「リオもマジイケメンらしいよ」と書き込んでみようか。

「俺は休みが取れるかどうかだな。年末は忙しいから、休み取ると周りから恨み買うんだよなー」

　せめて午後半休をもぎ取ってみせるとチャンタはとりあえず参加の方向。

　大たい佐さはどちらかというと消極的だ。

「俺は……そういう人前に出るのはちょっとな……」

「もやしだから？」

「うるせえな！　でも、お前らがみんな出るってんなら俺も出た方がいいよな」

　まさに日本人といった意見だが、オフ会とは違ってたくさんの目がある。言い方は悪いが公衆の面前に晒さらされるのだ。それなりの度胸を持っていかなければ耐えられない。そう考えてみると親衛隊は肝が据わっている。これもマミのカリスマのなせる技なのか。

「ハイネっちは？　っていうか、今度は来るよね。交通費だって会社が出してくれるって言ってるんだし」

　ハイネの答えはもう決まっている。

「悪い。無理だ」

「えー！　またぁ？　冬休みじゃん。東京観光だと思ってさー」

　吹き出しに血管のマークを出して怒りを露あらわにする素もと子こ。申し訳ない気持ちはあるのだが、イベント当日、ハイネのプレイヤーは勇ゆう者しや側にいるのだ。

「冬休みは母の実家に行くんだ。もう予定も変えられない」

「どうにかならないの？　もしかして北海道から沖おき縄なわに行くとか？」

「いや、ベルリン」

「まさかの欧州！　もしかしてハイネっちってハーフ？　っていうかハイネって本名？」

「悪いがそれも違う。母はベルリン育ちの日本人だ。あー、ウインナー美う味まい」

「取ってつけたようなドイツ！」

　どんどんハイネの設定が増えていく。無理さをアピールするために海外にしてみたが、いずれ墓穴を掘らないようにしないと。

「魔ま王おうは行けるのか？」

　チャンタがアリサに顔を向けた。亜あ梨り沙さは今、どんな顔でディスプレイを見ているのだろう。想像するだけで胸が痛くなるようだ。

　たっぷり十秒くらいの沈ちん黙もくがあった。

「私も……考えさせてください」

　はっきり無理と言わなかったのは、素子たちを失望させないためか、それとも本当に迷っているのか。

「そっかー。でもまだ時間はあるし、よく考えた方がいいよ」

　よく考えずに返事をした素子が言う。強く「出ようよ」と勧誘しなかったのは、一度オフ会で亜梨沙という女の子に会って、人前に積極的に出るようなタイプではないとわかっているからだろう。

　しかし魔王軍で確定しているのは素子のみ。チャンタが休みを取れて、大たい佐さを引っ張り出しても三人。全員参戦の勇者軍と釣り合いが取れない。運営は補ほ塡てんのために魔王軍の他の有名プレイヤーに声をかけるかもしれない。凛りん子ことかに来たりして。

　イベントの話はそこまでにして、せっかく全員いるのだし難易度高めのクエストにでも行こうと魔王城を出た時だった。

「魔王様っ！　大変です！」

　剣けん士しのプレイヤーが血相を変えて走ってきた。実際に血相が変わっているかはわからないが、そんな空気を出していた。

「どうしました？」

　まさか魔王側で反乱でも起きたのか。理央は剣士の発言を待った。

「マミが領土の近くまで来ていて、魔王様を出すように要求しています！」

　四し天てん王のうの頭上に「！」が飛び出た。

「詳しく！」

　大たい佐さが叫んだ。剣けん士しは焦りのあまり誤字を連発したが、それでも必死に状況を伝えてくれた。マミと親しん衛えい隊たいが勇ゆう者しや軍ぐんと魔ま王おう軍ぐんの領土境界線ギリギリのところまで来て、魔王を呼ぶように言っている。マミが現れたことで近くにいた血気盛んな魔王軍プレイヤーが挑み、ことごとく倒されている。しかしマミの要求は「戦せん闘とう」ではなく「対話」らしいと。

「……意図が見えんな」

　チャンタが言った。

「皆さん、装備とアイテムを確認してください。これからマミさんのところへ行きます。チャンタさん、召しよう喚かん獣じゆうを」

　おう、とチャンタは答えて、Ｃランクのドラゴンを二体召喚した。移動用のドラゴンで、ＨＰや攻こう撃げき力りよくは高く設定されていない。分かれて乗り、マミのいる場所を目指す。

　移動中にハイネの装備を見直すが、レベルも上がってきたとはいえまだ十分とは言えず、さらに暗殺者アサシンは防御力が低いので、マミや御み堂どう丸まるの攻撃を受けたら即死もあり得る。だがマミが不意打ちをしてくるとは思えず、対話を望むというのならその通りなのだろう。

　目的の場所にはすぐに着いて、空中から見下ろしてみると領土の境界線だけあって敵と味方がくっきり分かれていた。名前が赤で表示される魔王軍のパーティがマミを倒すべく向かっていくが、大抵はその前に親衛隊に倒されてマミまでたどり着けない。仲間を犠ぎ牲せいにしながらマミまで迫るプレイヤーもいたが、勇者専用装備や魔ま法ほう、そしてマミの卓越した操作により屍しかばねと化していた。

　見る限り、マミたちの方から仕掛けているようではないので、領土を奪いに来たというわけではなさそうだ。

　ＨＰが０になり就寝を余よ儀ぎなくされたプレイヤーがログアウトしていく中に、魔王パーティは降り立った。マミに挑んでいた魔王軍が退き、草原に静寂が訪れる。

「お、来たぞ」

　竜りゆう騎き士しの御堂丸が、槍やりで串刺しにしたプレイヤーを放り投げた。素もと子こが「料コ理ツ人クがいないね。痔ぢかな？」と失礼なことを言っていた。気のせいか尻がムズムズする。

　マミが前進したのを受け、四し天てん王のうが魔王アリサを守るように囲む。

「こんばんは魔王アリサ。反乱以来だね」

「お久しぶりです」

　丁寧にアリサは頭を下げた。アリサはリリーによる死者アンデツドの乱でマミを助けている。その貸しはまだ返ってきていない。そもそもアリサは何かを返してもらおうとは思っていないだろう。

「おい勇者マミ、うちのボスと話がしたいってんなら武装を解け」

　大佐が背ほどもある大剣の切っ先をマミに向けた。が、アリサがそれを制する。

「大丈夫です。マミさんは不意打ちをするような人ではありません」

「信用してくれてありがと。でも、これじゃそっちのボディガードさんが不満そうだから剣を置くね。みんなもお願い」

　言うが早いか、マミは勇ゆう者しや専用装備の光の剣を足元に置いた。続いて御み堂どう丸まる、紫し乃の、ハルトもそれぞれ武器を置いた。今ハイネが飛び込めばマミに一いち撃げきくらいは喰くらわせられるかもしれないが、それを許すアリサではない。

「どのようなご用件でしょうか」

　大勢の勇者軍、魔ま王おう軍ぐんプレイヤーが注目する中、大将どうしの会話が始まった。

「東京ゲームフェスタのイベントの告知、見たよね。っていうか、その前にオファーが来てたと思うんだけど。私たちは全員参加で決まりました」

　おおー、と周囲がどよめく。

　理り央おは知っていたが、もちろん四し天てん王のうは初耳になる。亜あ梨り沙さもマミとリオ以外のことは知らないはずだ。

「私の方が早く返事したし！」

　何を張り合う素もと子こよ。

　マミは両手を広げて、まるで演説のように語った。

「今日はお願いに来たの。私は、もっと勇ゆう魔ま戦せん争そうが広まればいいと思ってる。そのためにこのイベントを成功させたい！　だから是非、四天王の皆さんにも来て欲しいんです！　ビッグサイトで一緒に楽しくプレイしましょう！」

　マミからの直接勧誘だった。マミは「一緒にゲームをしたい」という純粋な気持ちからなのだろうが、まさか魔王を呼び出して本人にお願いするとは。そういえば昼に学校で今夜はログインできるか訊きかれた。ハイネでプレイする予定だったので断ってしまったが、これをするつもりだったのか。

　周囲のプレイヤーの中には、ゲームフェスタに遊びに行く予定の人もいるだろう。リアルの勇者と魔王が来るとなれば立ち寄るに違いない。そうやって人が集まれば、勇魔戦争を知らない人たちも興味を持って、チラリとでもいいから見てくれるかもしれない。ゲームが好きな連中が何万、何十万と訪れるのだ。イベントが盛り上がれば、それをきっかけにして勇魔戦争を始める人が必ずいる。

「魔王様！　是非出てください！」

　アリサが応える前に、誰だれかが言った。するとその発言を皮切りに、魔王の参加を期待する声が次々に飛び出てくる。マミが煽あおった形になるが、彼女に悪気がないのはわかっているから気持ちをどこへ持っていけばいいかわからない。

　亜梨沙が心配になって思わず携帯に手が伸びたが、ダメだ。今はハイネだ。理央がこの騒さわぎを知っていてはいけない。

「魔王、他の意見は気にするな。最後に決めるのはお前だ」

　ハイネとしてフォローをしてみるが、どこまで亜あ梨り沙さに届いているか。

「……すみません。時間をください」

　言葉はすべて文字。フォントも通常のゴシック体であるが、アリサが絞り出すように小さな声で言っているかのようだった。

「もちろん、すぐ決めなくたっていいし、どうしても出られなければ仕方ないよ。だってクリスマスだもんね」

　何気なく言ったマミだったが、このセリフで一部の人間が正気に戻った。

「そっか。もうクリスマスか……」

「今年も家でネトゲして過ごすのか……」

「ネトゲに理解があって黒髪で巨乳で料理が上う手まい人と結婚したい……」

　等々、悲痛な叫びに溢あふれた。

「俺さ、四年前のクリスマスに彼女にフラれたんだよな」

　こちらのチャンタも死にそうだ。しかも重いよ過去が。この傷は回復魔ま法ほうでも癒いやせない。

　図らずも「クリスマス」という単語の破は壊かい力りよくに敵味方問わず負傷者が出たところで、マミたちは帰っていった。四し天てん王のうも魔ま王おう城じように戻る。チャンタの召しよう喚かん獣じゆうに乗ってその場を離はなれるまで、魔王の参加を願う声がログに並んでいた。

「私すぐに返事しちゃったけど、クリスマスなんだよね、その日」

　城に戻るなり素もと子こが言った。チャンタ同様、現実を見たらしい。

「彼氏はいないのか？」

「いたらこんなにログインしてないよハイネっち。あーもう、最悪『りーちゃん』でいいから貸してよアリサちゃん」

　失礼な奴やつである。

「素子さん、あの、彼は年上の女性は苦手かもしれないって……言ってました」

「ん？」

　と理り央おは画面の前で声が漏れた。はて、そんなこと言ったっけ。ついでに言えば、別に年上が苦手というわけではない。許されるなら亜梨沙の母、亜あ希き子こを口説いてもいいくらいである。

　亜梨沙が噓うそをついた。理由は一つ。素子を理央から遠ざけたいからだ。

「あちゃー、そりゃ残念。っていうか、ゲーフェスに来られないのって『りーちゃん』と約束があったりするから？　だったらもちろんデートを優先してよ！」

「青春じゃないか、高校生」

「ち、違いますっ……」

　素子とチャンタに幼おさな馴な染じみの彼のことについて追及されるアリサを、狐きつねの面越しに見る。

　胸が痛んだ。

　亜梨沙は噓をつくような女の子じゃない。むしろすぐ顔に出るからつきたくてもつけない。だけど素もと子こが理り央おを気に入っていると知って、とっさに言ってしまったのだ。顔が見えないチャットで、この噓うそはバレない。

　そして亜あ梨り沙さに噓をつかせてしまったのは、自分だ。亜梨沙はきっと、噓をついてしまった罪悪感に苛さいなまれているに違いない。自分が心を決められないから、答えを出さないから、亜梨沙を追い詰めてしまっている。この状態を続けても、亜梨沙を苦しめるだけだ。

　でも。

　だって。

　あーもう。

　心の中で「ごめん」を繰くり返しても亜梨沙にも麻ま未みにも届かない。

「りーちゃんって奴やつ、爆ばく発はつすればいいのに」

　大たい佐さの発言が、ぽつりとログに刻まれた。







『勇ゆう者しやと親しん衛えい隊たいは全員参戦だって。俺も観みに行くわ』

『顔出しすんのかな。マミに期待』

『魔ま王おう軍ぐんはまだ保留っぽい。素子は出るようなこと言ってたみたいだけど』

　授業中、理央は机の下でスマホの画面をスクロールしていた。公式ホームページでの告知、マミのアリサ勧誘から数日、勇ゆう魔ま戦せん争そうの掲示板は、もっぱらゲームフェスタ関連の書き込みで溢あふれている。

　同時に、新マップというのはどういう所なのか、新しいモンスターはどれくらい出るのか、この機会に職業や武器は増えないのかなど、ゲームに対する興味もつきない。そこまではいい。

　問題は別にあった。

『魔王アリサって、リアルでブスだから出ないんじゃね？』

　こんな書き込みが目に留まる。言葉こそ違うが、似た内容の書き込みが容赦なくされているのだ。

　麻未はイベント開催の嬉うれしさからすぐに参加を表明し、運よく親衛隊も全員都合がついた。しかしそれが裏目に出る形になった。多くのプレイヤーに、「積極的な勇者軍」と「消極的な魔王軍」というふうな印象を与えることになってしまったのである。勇者は出ると言っているのに、どうして魔王はすぐに答えを出さないのか。出られない理由があるのではないか。それは容姿に自信がないからではないのか。

　そんな理論が展開されてしまっている。

　もちろん、「素人なんだから無茶言うな」という擁よう護ごの声も聞こえるが、理央が現実のハルトや紫し乃のに会ってみたいように、誰だれだってネットの姿と現実の姿を比べてみたいのだ。

　インターネットの書き込みなんて、どこかの誰かが無責任に適当に書いているものなのだから、気にするだけ損だ。でも隣となりの席の幼おさな馴な染じみは、理り央おのように突っぱねることができない性格だ。

　だいたい、アリサはブスじゃねえよ。むしろ真逆だ。

　好き勝手に書き込んでいる特に女どもよ、お前らの中で現実のアリサに勝てる奴やつがいるのか。いねえだろ。

　って書き込んでやりたい。

「初はつ島しま、さっきから熱心にスマホを見ているようだが、電池は大丈夫か？」

　気づけばすぐそばに宮みや野の先生が立っていた。しまった、少し覗のぞく程度にするつもりだったのに、つい読み込んでしまった。

「バッテリーあるんで平気っす」

　取り上げられた。

「放課後になったら取りに来い。たっぷり説教してやる」

「説教だったら折おり原はら先生がよかったっす」

　折原先生とは、まだ担任は持っていないが二十五歳の生物の先生で、美人ではないが愛あい嬌きようのある人だ。若い女性教師というだけで、男子たちは意識するものだ。

「……私の前で奴の名を出すな」

　超怖い。

　放課後になって宮野先生から説教を貰もらい、これで帰れると思ったら今度はそれほど親しくない友人の結婚式に呼ばれたと愚痴を吐き出され、理央が逃げるように職員室を出た頃には一時間が経たっていた。

　その間に一度携帯が震ふるえていて、メールの着信を知らせていた。亜あ梨り沙さからだ。

『今日は先に帰るね。麻ま未みちゃんが用事があるみたい。待ってるって』

　しかしこのメールが届いたのは五十分も前。さすがに残ってはいまい。

「あ、理央くんやっと帰ってきた。そんなにお説教長かったの？」

　教室で一人、麻未が待っていた。

「ほとんど愚痴だったよ。っていうか、わざわざ待ってたのかよ」

「どうしても話したいことがあってさ」

「またそれか」

　今週を思い返してみると、麻未といる時間が長くなったような気がする。イベントが告知されてクラスメイトにも知られるようになり、教室には勇ゆう者しや軍ぐんプレイヤーが多いから盛り上がる話題にこと欠かなくなった。そして必然的に、話題の中心は勇者である麻未と、親しん衛えい隊たいの理央だ。

　麻未は麻未で、休み時間や昼休みにイベント成功のためにはどうしたらいいかという作戦会議と称して理央を捕まえる。麻未が嬉うれしそうに話す姿はこちらも楽しくなるのだが、近くに魔ま王おうがいると思うと気が気ではない。亜あ梨り沙さは相変わらず、勇ゆう魔ま戦せん争そうをプレイしていない緑みどり川かわたちと仲良くお喋しやべりをしている。

「だってぇ、どうしても理り央おくんとお話がしたかったんだもんっ」

　あざとい。

「そういうの死ぬほど似合わないよな」

「何それひどーい。こんな時間まで待ってたのにー」

「待たせたのは悪かったけど、そんな重要なことなのか？　メールでも電話でもいいじゃねえか」

　暗くなるのも早い。理央はバスで麻ま未みは自転車だから送っていけない。これでも麻未の下校を心配しているのだ。

「うん。……ちょっと大事かな」

　何な故ぜか麻未は姿勢を正した。理央の正面に立つと、身長差のせいで自然と上目遣いになる。あと一歩前に進めば、恋人の距きよ離りになる。
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「何だ？」

「私のお父さんに会ってくれない？」













　　　　第３話　父と娘







　相手の親に会うというと、その先に「結婚」の二文字が見えてくるところではあるが、まだ交際もしていないのに麻ま未みったらせっかちだなあ。

　なんて勘違いをする必要もなく、明けて土曜日の午後、理り央おは麻未と二人で株式会社あんのんソフトのオフィスを訪れていた。ＪＲ上うえ野の駅えきから徒歩十分ほど、御お徒かち町まち駅えきとの間に並ぶビルの一角にそのゲーム制作会社はあった。エレベーターの案内を見ると、このビルの３階と４階がオフィスになっているようだ。

　麻未は迷わず４階に向かい、応対した社員に「宇う留る野のです」と名乗った。話が通っていたようで、「お待ちしていました」とその社員は笑顔を見せた。

「望もち月づきさーん、宇留野さんがいらっしゃいましたよー」

　すると待ってましたとばかりに四十代の男が飛び出てきた。生え際の後退具合に一抹の不安を覚えるその男は、忘れるはずもない、理央があの日、喫茶店で目もく撃げきした男だった。

「よく来てくれたね。奥へ入ってくれ」

　望月浩ひろ史し。勇ゆう魔ま戦せん争そうオンラインの開発責任者であり、麻未の父親である。

「失礼します」

　麻未に続いて、理央も社内に入った。子供の頃からゲームで遊んでいた身としてはゲーム会社というのがどんなものなのか気になって見回してみたが、どこもパーテーションで区切られていてよくわからなかった。しかし休日だというのにたくさんの人が行き交っていた。イベントまで時間がないとあって忙しいのだろうか。

　案内されたのは長机が並べてあるだけの質素な部屋で、麻未と並んで座ると望月がお茶を持ってきてくれた。

「お父さん、この人が理央くん。電話で言ったよね。親しん衛えい隊たいのリオで、私とお父さんのことを知ってるってクラスメイト」

「初めまして。初はつ島しま理央です」

「望月です。娘がお世話になっています」

　穏おだやかそうなおじさん。というのが第一印象だった。顔について麻未に似ている部分はすぐに見つからず、母親似なのかと思った。

　会社に来た目的というのは他でもない。一か月後に迫ったゲームフェスタでのイベント。その事前打ち合わせのためであった。

　当日の朝に参加者全員に対して説明をするが、何しろイベントなどに慣れない一般人の集団だし、司会も社員がするというので、グダグダになるのだけは避さけたい。そこでグダグダリスクを少しでも減らすために、望もち月づきは麻ま未みを呼んだのだった。ここで親子という関係が役に立つことになる。勇ゆう者しや軍ぐんのリーダーが段取りを知っていれば、進行も円滑になる。

　麻未は親しん衛えい隊たいの中に一人、事情を知っている人がいるので連れてきていいかと望月に伝え、理り央おも呼ばれることになったのだった。

「いやあ、『料コ理ツ人ク』はちょっとした遊び心で作ったんだけど、君が頑張ってくれて助かったよ」

　やっぱり遊んでたのか。というツッコミは喉で留める。

「できれば強い武器が欲しいです」

「前向きに検討するよ。ところで、なかなか男前だね」

「よく言われます」

「はははっ。背も高いし、モテるだろう」

　その乾いた笑いの裏に、理央は望月の心の声を聴きいた。「娘に手を出していないだろうな」と。離り婚こんによって離はなれて暮らす一人娘の交友関係が気にならない父などいない。ここは適度な距離を保っているとアピールして穏おん便びんに……。

「お父さん、私、理央くんと付き合ってるから」

　爆ばく弾だんが落ちた。

「ま、麻未っ？」

　驚おどろいて麻未の顔を見るが、しれっとしたもの。しかも腕を絡めてきた。

　幸せな腕の感触とは裏腹に、望月によって両肩にはかつてない圧力がかかっていた。

「初はつ島しまくん……詳しく聞かせてもらおうか」

「違います！　麻未がふざけてるだけで……」

「名前で呼び合う仲なのかね？」

「これは、その、クラスに『宇う留る野の』が三十人いるから仕方なくです」

「ほとんど『宇留野』じゃないか！　多くないだろその名字！」

　そこで麻未が仲裁に入り、冗談だったと説明した。それでも不満げな望月であったが、「じゃあ噓うそじゃなくてもいいの？」という言葉に負けた。

　父親に会えてはしゃいでいるのだろうか。理央は身の危険を感じたのだが。まあ腕を組めたのは役得としておく。

「ねえ、他のスタッフの人は？」

「集まる予定だったんだが、ちょっと社長を追いかけていてね」

　どうして社長が逃げているのか。そんな会社に不安になった理央だが、間もなく切ない真相を知る。社員たちがバタバタと社内を走り回り、「社長はどこだ！」「ボーナスが箱ミカンなんて聞いてないぞ！」「地味に嬉うれしいから怒りにくい！」と叫んでいたのだ。この会社の厳しさは変わらないようである。

　望もち月づきから貴重なゲーム業界の話を聞いていると、やっと数人の社員が集まってきた。

「望月さん、もしかしてこっちの女の子が勇ゆう者しやマミですか？」

　その中でも一番若そうな社員が訊きくと、望月は「そうだ」と頷うなずいた。

「マジっすか！」「うわ、本当に女子高生だ！」「しかもかわいいし！」「私は隣となりの男の子がいいかも」と、他の社員も驚おどろきを隠さない。

「それで皆には言っていなかったが、彼女は俺の娘だ」

　どうやら明かしていなかったようだ。一同、望月と麻ま未みを見比べた。

「マジっすか！」「似てない！」「似てない！」「似てない！」と驚きを隠せない。それから部屋の騒さわぎが落ち着くまで時間がかかった。

「望月さんがバツイチなのは知ってましたけど、まさか娘さんが勇者やってるとは思いませんでした」

　牛うし尾おと名乗った社員が言った。

「リリースと同時に始めたのは知ってたんだが、俺も勇者になるとは思ってなかった」

「しかも無敗ですもんね。反乱の危機も乗り越えたし」

　唯一の女性、寺てら尾おが話しながら理り央おをちらりちらりと見る。先ほどから視線が痛くて困るのだが。視線の質が宮みや野の先生のそれに近い。

　しばらく勇ゆう魔ま戦せん争そうの話題で盛り上がり、やがて本題へ入っていく。

　長なが尾おという社員が、簡単なタイムスケジュールを見せてくれた。名前を覚えるのは決して苦手でない理央だが、彼らの名前が覚えにくいのは気のせいだろうか。

　当日は午前に集合し、段取りの説明を受ける。交通費の精算もこの時にする。弁当を食べてからしばらく自由時間があり、本番は三時半から。少し遅めになってしまったのは、大手メーカーのイベントと重ならないようにした結果だった。

「勇者軍と魔ま王おう軍ぐんのプレイヤーさんには本番で顔合わせになるように、打ち合わせは別でさせてもらいます」

　となると、仮に亜あ梨り沙さが参加しても、事前に麻未に会うことはないのか。いいのか悪いのか。

「すみません。この『衣装合わせ』というのは何ですか？」

　麻未が訊いた。これは理央も気になっていた。

「はい。今回、当社の方でプレイヤーさんが使用しているキャラのコスチュームを再現した衣装を作成しますので、その衣装合わせになります」

「ホントですか!?　すごーい！　ねえ理央くん！」

「おう。すげえ着てみたい」

　だから服のサイズを訊かれたのか。もちろん市販で手に入る物ではないので、オーダーメイドになる。金かかってるぞ、これは。むしろここに金を使ったからボーナスがミカンになったのではなかろうか。

「肌の露ろ出しゆつに関しては考こう慮りよします。勇ゆう者しやの下はスカートですので、裾も長めにします」

「俺、コックの服に一部が鎧よろいなんですけど、重くなりそうですか？」

「金属部分はアルミなどにするつもりです。こだわって鉄を使ってしまうと、竜りゆう騎き士しが動けませんから」

　確かに。全身だもの。想像するのは金持ちの家に飾ってあるような西洋の甲かつ冑ちゆう。あれを着て歩けるわけがない。

　コスプレスペースもあるらしいので、イベントの後に撮さつ影えい会かいをしてもいいとのこと。俄が然ぜん楽しみになってきた。

　そして心の隅っこに、こんな気持ちが芽生える。

　亜あ梨り沙さの魔ま王おう姿、見てみたいな。似合うだろうなあ。

　いや待て。もっと重要なことがあるぞ。

　大たい佐さがヤバい。上半身裸の筋肉男のコスプレを、もやし少年がするというのか。

　現実の大佐を知っている理り央おだけに戦慄が走っているが、周囲が気づく様子もなく打ち合わせは進んでいく。

「えーそれで、参加者についてなんですが……。勇者軍は全員から返事を貰もらっています。魔王軍は狩人かりうどの素もと子こはすぐに返信があり参加。召喚士サモナーは仕事の都合しだい、魔王と狂戦士バーサーカーは保留、暗殺者アサシンが不参加となっています」

『暗殺者』とう単語が聞こえて心臓が跳ね上がるが、悟られないようにお茶に口をつける。

「んー、魔王軍が芳しくないなあ。衣装のデザインで顔出しもどうにかなるんだけど」

　牛うし尾おが言った。

「最悪、会場に来られなくても、自宅からログインだけでもしてもらえるよう頼たのんでみます。それならプレイはできますし」

　亜梨沙にとってはそれが最良だ。ハイネはログインすらも断る理由を考えなければならない。

「反乱の共きよう闘とうは盛り上がったし、勇者と魔王には是非会って欲しかったんだけどね」

　望もち月づきは眉を下げる。

「私もー。絶対に素敵な女の子だと思うんだけどなー」

　気のせいか、部屋の温度が上がってはいないか。でなければこの汗に説明がつかない。

「まあ待て麻ま未み。まだ太めのオッサンが巧妙に少女を演じている可能性も残っているんだぞ？」

　すると長なが尾お。

「ああ。その時はこちらから出演を遠慮してもらいます」

「呼んどいて酷ひどいでしょ！」

　打ち合わせは夕方になって終了した。その間、社長が捕まってミカンの汁を目にやられたり、寺てら尾おが理央の採寸をすると言って聞かなかったり、丸まる尾おが麻未の連絡先を訊きこうとして望月に助走をつけた頭突きを喰くらうなどした。

「魔ま王おうには、私からも呼びかけを続けてみるね」

　望もち月づきはビルの入り口まで送ってくれた。麻ま未みは以前のようにアリサにお願いをするようだ。今度はリオもつき合わされるだろう。

「頼たのむよ。……初はつ島しまくん、ちょっといいかな。麻未は駅まで先に行っててくれないか」

　望月は有無を言わさずといった雰囲気だったので、麻未は「わかった」とだけ答えて歩いていった。残された男二人。

「何でしょう」

「その、麻未は学校で人気かね？」

「はい。クラスのムードメーカーです」

　理り央おは望月にとって学校での麻未を知る貴重な存在だ。訊ききたいこと、知りたいことが山ほどあるに違いない。麻未もそれを察しておとなしくここを離はなれたのかもしれない。

「親バカだと思ってくれていいのだが、ほら、麻未はかわいいじゃないか。か、彼氏とかいるのか？」

「いえ、告白は断ってるみたいです。でも、ネットゲーム内でも交際の申し込みとかされてるみたいっすよ」

「……『交際』や『結婚』システムの実装は永久に見送るか」

　一人の父親の都合で勇ゆう魔ま戦せん争そうの方針が決定された。その他、クラスメイトとの仲は良好、成績は中の上くらいといった情報を伝えた。ゲームのせいで成績が落ちていることもないので、望月は安心したようだった。

「そうか、よかった。いやね、男子に人気があると、女子の嫉妬を買ってしまうことがあると聞いたんだ。そういうので嫌がらせをされていないか心配でね」

「…………大丈夫っすよ」

「今の間は何だ！」

　面倒な連中に絡まれた件は教えてしまうと大おお騒さわぎになりそうなので、理央はごまかしてやり過ごした。解決しているし、あれから彼女たちの接触はない。新規で始めた勇魔戦争に夢中なのだと思いたい。

　麻未をよろしくと望月は言い、連絡先を書いた名刺を手渡した。何かあったら教えて欲しいという。

「いんですか？　一応俺、男ですけど」

「麻未が連れてきたんだ。信用するよ。チャラくて顔が整っていて憎たらしいが、人間、顔ではないからね」

　名刺を破ってやろうかと思った。

「心配いりませんよ。あ、そうだ望月さん、楽しいゲームを作ってくれてありがとうございました。イベント、盛り上げましょう」

　理り央おが頭を下げると、望もち月づきは照れたのか目を逸そらした。

「若いのにしっかりしてるじゃないか。……そうそう、初はつ島しまくん、うちの寺てら尾おさんを頼たのんだよ」

「何をさらっと！」

　社員の独身率の高さを語り始めた望月をかわして駅まで行くと、麻ま未みが男に声をかけられているところだった。ナンパである。

「あ、彼氏来たから。じゃねー」

　麻未がこちらを見て、男も理央を確認して露ろ骨こつに不機嫌な顔をした。

　本日二度目の彼氏就任であるが、ここはフリをするべきだ。

「麻未にゃんお待たせ」

「遅いよ理央にゃーん」

　二人してにゃんにゃん言っていたら男は嫌そうな顔から引いた顔になり、「鰹かつお節ぶしでも食ってろ」と言ってどこかへ行ってしまった。

「よく乗ってくれたな」

　改札を通り、目的の電車を探す。

「ぶっちゃけ私も軽く引いてた」

「犬が正解かー」

「そっちじゃなくて！　あははっ、でもありがと」

　そう言って、麻未は理央に腕を絡めた。

「お、おい。どうしたよ」

「まださっきの人が見てるかもしれないじゃん。ちゃんと恋人みたいにしないと」

「考え過ぎだって」

「あの人だけじゃないよ。理央くんを待ってる間に二百人にナンパされてたんだから」

「何秒ごとに来てんだよ！」

　盛っているにしても、麻未がナンパされるのは初めてではあるまい。さっきだって、あしらい方を知っているように見えた。

　電車が来ても麻未は腕を離はなさなかった。熱くなるのは理央の右腕と、顔。

「危ないから吊つり革持てって」

「いいよ。理央くんに摑つかまってるから」

　この姿はまさに恋人どうし。車内にカップルなど珍しくないので乗客の視線こそ気にならないが、もしここに同じ高校の生徒がいたらと思うと肝が冷える。降りる駅まで二十分ほど。まさかこのままずっとこうしているつもりなのだろうか。

「宇う留る野の麻未様と腕が組めるなんて思ってもいなかった」

　沈ちん黙もくが嫌で、恥ずかしさもあって茶化してみる。

「二人三脚で肩を組んだんだから、そんなに変わらないよ。……ねえ、亜あ梨り沙さちゃんとは、こういうこと、するの？」

　唐突に出てきた幼おさな馴な染じみの名前に、理り央おの右腕が反応した。絡めた腕がぴくりと動き、きっと麻ま未みも気づいた。

「子供の時は、手ぇ繫つなぐくらいはしたよ」

「そうじゃなくて……今」

　駅に着きドアが開いて人が入れ替わる。二人の前の椅子が空いたが、麻未は座る素振りも見せずに体勢を変えない。

「今はしねえよ。別に、その、付き合ってるわけでもないし……」

　家でハンバーグは作ってもらったと言うほど理央も無神経ではない。

「……そっか。じゃあ、理央くんの腕は私が最初に貰もらったってわけだ」

　ぎゅっと力がこもり、麻未がこちらを見上げる。リハーサルをしたのではないかと思えるほど完かん璧ぺきな角度で、麻未の大きな目が逸それずに理央を射抜く。

「いくらでもくれてやる。すぐに再生するしな」

「あはは。カニじゃないんだから」

　逃げた、よなあ。

　麻未は電車を降りるまで理央の腕を離はなさなかった。







　次の日、明日は月曜日なので日付が変わる前にはログアウトして寝るかと理央は考えていた。が、ログイン自体が憂ゆう鬱うつである。何な故ぜなら昼に麻未からメールがあり、一緒に魔ま王おう城じように行って魔王に参加を呼びかけようと誘われているからだ。昨日の打ち合わせに行っている手前、断るわけにもいかない。そもそも断る理由がない。

　リオとして亜あ梨り沙さにイベントに来いと言う。行けない理由を知っているのに。ここで「辛つらい」なんて言えない。一番辛いのは亜梨沙なのだから。

「兄ちゃん、いい？」

　ノックと共に凛りん子この声。理央が迎え入れると、凛子はベッドに腰掛けた。

「どうした？　って、なんとなくわかるけど」

「わかってるなら早いね。私たち、本当の兄妹じゃなかったんだって」

「マジで!?」

「結婚しよう？　兄ちゃん。ううん、理央さん」

「ま、待てよ凛子。いきなり言われたって俺はお前を妹としか見られないって！」

「はいカット」

「一連の時間を返せよ！」

　でも、こういう茶番は嫌いじゃない。中学二年生という思春期真っ只ただ中なかの妹とこれだけのコミュニケーションが取れるのだから、兄妹の仲はいい方だと思う。

「ゲームフェスタ、出るんでしょ？　どうすんの？」

　親しん衛えい隊たいは全員参加。当然凛りん子この耳にも入る。

「どうって……なあ。亜あ梨り沙さは出られないから、家でログインして参加ってことになると思う」

「宇う留る野のさんが勇ゆう者しやだからだよね。亜梨沙ちゃんの性格からしても行かないかなとは思うんだけど」

「ハイネはログインもできないから、それ以外で公開プレイして新マップ紹介って感じでいいんじゃないか？」

　とは言ったものの、決めるのは理り央おではない。強いて言うなら運営会社でもない。イベントを観みに来た客である。マミやアリサのプレイヤーに注目が集まると同時に、こうも期待されている。

　この公開プレイで、勇者と魔ま王おうの決着がつくのではないか。

　当日、その新マップで遊べるのは親衛隊と四し天てん王のうのみ。邪魔は入らない。では、ただフィールドや新モンスターの紹介だけで終わるのか。同じ場所に因いん縁ねんの敵どうしがいるのだ、ここで戦わずにどこで戦うというのか。そんな書き込みが目立つようになってきている。

　もし理央が四天王でもなんでもない一般のプレイヤーなら、全面的にこの意見を支持するだろう。そしておそらく、運営側もそういう展開を望んでいるはずだ。

　もしイベントでどちらかが勝ち、どちらかが負ければ、すぐさま生の声が聞ける。会場の盛り上がりは必至だろう。

「そうなっちゃうよね。……ねえ兄ちゃん、できればさ、早めに決めて欲しいな」

「頼たのむ……そんな顔で言わないでくれ」

　小さい頃、凛子が誰だれより懐なついていたのが亜梨沙だ。亜梨沙が引っ越した時も、理央よりずっと多くの涙を流した。その亜梨沙が帰って来た今年の九月、成長と共にクールになった凛子だが、内心ではエレクトリカルパレードが三往復するほど喜んだに違いない。「亜梨沙ちゃんがお姉ちゃんになる日も近い」なんて冗談めかして言っているが、あながち冗談でもないのかもしれない。でもその大好きな「お姉ちゃん」が苦しんでいる。よりにもよって兄のせいで。

　怒ったって殴ったっていいのだ、凛子は。

「私さ、亜梨沙ちゃんが帰ってきて、かわいくなってて、私のこと覚えてくれてて、すごく嬉うれしかった。それに、大きくなった兄ちゃんを見る亜梨沙ちゃんを見て、本当に私の夢が叶かなうかもしれないって思った」

「亜梨沙がお前の姉ちゃんに、ってやつか？」

「うん。そりゃ兄ちゃんたちは高校生で、気が早いとは思うよ？　でも、期待くらいしたっていいじゃん。そしたらさ……必要以上にモテすぎだよ、兄ちゃん」

　睨にらんでくれるな。

「無茶言うなよ。お前だって、モテない兄よりはいいじゃん。背も顔も文句なしだろ」

「まあ、そうなんだけどね。結局、私の贅ぜい沢たくなんだ。私と亜あ梨り沙さちゃんにモテてる兄ちゃんが、他の女の子にモテないわけないんだから」

　もはや、凛りん子こに「どうしよう」と相談するような段階ではなかった。

　亜梨沙はいくつもの鎖くさりに縛しばられている。魔ま王おうの正体を明かせない鎖、負けて消滅すれば四し天てん王のうという友達を失うかもしれないという鎖、現実で友人の麻ま未みと、理り央おを挟んだ関係に揺れる鎖。

　少なくとも理央の決断で、一つの鎖を解くことができる。

　わかっている。わかっているのに、理央は答えを出そうとしていない。どうしてか。亜梨沙と麻未という二人の女の子に好意を寄せられているという状態に酔っているのではないだろうか。次にいつ来るかわからないモテ期をできるだけ長く引き伸ばそうとしているのではないだろうか。相手の気持ちを無視したまま。

　最低じゃん。

「凛子……俺は……」

「っと、噂うわさをすれば、かな。じゃあ部屋に帰るね」

　何かに気づいた凛子はさっさと話を切って部屋を出て行ってしまった。直後に鳴る理央の携帯。画面には「早はや坂さか亜梨沙」の文字。麻未と違ってメールが多い亜梨沙には珍しい。

　っていうか、電波がわかるのか、妹よ。

「もしもし。どうした？　チョコが口の端についてるぞ」

『……あ』

　ついていたらしい。

　直前まで亜梨沙の話をしていたせいで、こうやって茶化しながら会話に入っていくしかなかった。

「まさかチョコパイ食べた報告か？」

『ち、違うよっ。ごめんね、今いい？　ログインしてた？』

「いや、これから入る予定だった。別に問題ないぞ」

　そして亜梨沙は得意の「あの、その」を数回繰くり返した。何か言いにくいことがあるようだ。

『素もと子こさんのところに、運営からメールが来たんだって。イベントで衣装を用意してくれるらしいの。りーちゃんも知ってた？』

「ああ、メールが来たよ。参加するって言った人に送られてるんじゃね？」

　実際はメールではなく運営スタッフの口から直接聞いたのだが。

『そうなんだ……。りーちゃんの料コ理ツ人ク、ちょっと見たいな』

「知ってるだろ？　変な格好だぞあれ」

　まさか、と理央は思う。亜梨沙は衣装が用意されると聞いてさらに迷っているのではないか。好きなキャラクターの制服を作ってしまうほどの亜あ梨り沙さである。長年プレイしてきた魔ま王おうの姿になれるのなら、それはすごく魅み力りよく的てきだ。

『ふふ。でも、りーちゃんなら似合うよ、スタイルいいから』

「そりゃどうも。俺も亜梨沙の魔王姿が見てみたいよ」

『ほ、ホント？』

　心なしか亜梨沙の声が弾んだ。

「おう。だってあの服、太ももすげー見えるもんな」

　スリットが深く、足が露あらわになるのだ。ゲーム内では四頭身ほどのデフォルメだが、もし生身の亜梨沙が着たら。
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　ほっほう。

『もう！　りーちゃんそういうのばっかりなんだもん！』

　だって男の子なんだもん。

　しかし亜梨沙のことだから、自力で魔王の衣装を作ってしまうかもしれない。鎌かまの製作なら手伝える。

「んで、電話したのは衣装のことか？」

　亜梨沙に少し沈ちん黙もくがあった。

『それもあるんだけど、最近、りーちゃんとお話をしてない気がして……』

　ここ最近を振り返ってみる。朝こそ一緒に登校しているものの、休み時間はクラスの勇ゆう魔ま戦せん争そうプレイヤーに声をかけられ、放課後は麻ま未みとイベントの打ち合わせと称して生徒会の資料室でお喋しやべり。夜はハイネでログインはしているが、亜あ梨り沙さにとってそれは理り央おではない。

　確かに、あんまり「りーちゃん」と呼ばれてないな。

「じゃあ話すか。亜梨沙、スベらない爆ばく笑しようトークを頼たのむ」

『そう言われちゃうと話しにくいよ……』

　本当に「何気ないこと」というのは意識するとなかなか難しいもので、しかも勇魔戦争の話題を避さけるものだから、二人の会話は沈ちん黙もくを挟みながらのぎこちないものになってしまった。

　だけど、どうしても話は戻ってきてしまうもので。

「亜梨沙、運営から何かメール来たか？」

『うん。参加できない場合は別の場所からログインできませんかって……。声だけでもって言われたんだけど、それもちょっと……』

「無理だよなあ。あの、それで、先に謝っておく。これから麻未と一緒に魔ま王おうに参加を呼び掛けに、魔王城に通うことになると思う。本当にすまん」

　卑ひ怯きようだと思った。亜梨沙の性格上、こう言えば何て答えてくれるかわかっているから、こんな言い方をしてしまった。

『ううん。りーちゃんが謝ることじゃないよ。りーちゃんは親しん衛えい隊たいなんだから』

　ほら、亜梨沙はこう言う。謝って、亜梨沙に許してもらって、罪悪感を少しでも和らげようとしている。救われようとしている。

「これから行くことになってる。無視してもいいからな。麻未には俺がフォロー入れる」

『ありがとう。優しいね、りーちゃん』

　電話を切って、理り央おは眠っていた葉は月づきさんを起こした。勇魔戦争を立ち上げて、ログイン画面へ。

　優しくなんてない。卑怯者だ。

　勇魔戦争以外でも、今夜も世界中でたくさんの人がログインして、戦ったりアイテムを集めたり仲間とお喋りをして楽しんでいる。だから「たかがゲーム」とはもう言わない、言えない。

　でも。

　ゲームだぞ、ゲーム。

　どうして悩まないといけないんだ。苦しまないといけないんだ。

　理央が小学生の時は、誰だれかの家に集まってコントローラーを持ってわいわい騒さわぎながら遊んでいた。勝った負けた、誰かがハメ技を使ったとか、そんな小さなことで機嫌を悪くしてケンカになることもあったけど、大抵はすぐに仲直りができた。ゲームというのはそういうものなのだ。

　全部インターネットのせいだ。作ったのは誰だ出て来い。

　無駄だとわかっている八つ当たりをしながらも、理り央おはログイン。料コ理ツ人クリオが姿を現した。

　すでにマミがログインしていて、リオを見て星のマークを出した。傍らには馬が二頭準備されている。

「やっほー。じゃ、早速だけど魔ま王おう城じように行こっか」

「他の親しん衛えい隊たいは？　さすがに護衛に俺だけで魔王領土に突っ込めないだろ」

「んー、まあ平気じゃない？　他のパーティも来てくれるみたいだし」

　言われて見回すと近くに高レベルのパーティが数組いた。確かに心強いメンバーだ。皆、リアルでの勇ゆう者しやと魔王の邂かい逅こうを楽しみにしているということか。

　ここまで揃そろえられては理央も行かないわけにはいかず、魔王城へ向けて出発した。魔王領土へ入ると勇者を見つけた数人の魔王軍プレイヤーが近づいてきたが、強力な護衛に手出しできず引き下がった。

　そして意外にも、すんなりと魔王城までたどり着いてしまった。魔王軍の多くが、マミが侵略目的ではなく魔王アリサへの呼びかけのために来たとわかっていたからだ。普通ならいきなり魔王城を攻こう撃げきするのではないかと警戒されるところだし、実際にいつでも戦せん闘とうができるように構えているプレイヤーもいる。しかし乱闘にならないのは、これまでのマミの誠実なプレイによるものが大きいのだろう。勇者は不意打ちをしないと、誰だれもがわかっているのだ。

　魔王城の門は閉じられ、中に誰がいるかはわからない。

　勇者城との大きな違いは、花などできれいに飾られているところだ。アリサは草花を育てる「園芸」スキルを習得しているので、城の内部も花で彩られている。クエストをこなしてモンスターから経験値を多く稼かせいでいるのは勇者だが、魔王は園芸などで育成することで別の経験値を得ている。両者のレベルに開きが少ないのはそういった理由からだ。

「こんばんはー！　魔王はいますかー！」

　マミが呼びかける。するとバルコニーから素もと子こが顔を出した。

「アリサちゃんなら馬刺しを食べに熊本まで行ってるからいませーん！」

　斜め上の居留守がきた。さっきまで電話で話していた幼おさな馴な染じみは熊本にいるらしい。

　すぐに本人が出てくる。

「違いますっ！」

　魔王の登場にギャラリーが沸き、勇者の言動に注目が集まる。マミは前と同じように、イベントに来て欲しいという内容の言葉を並べ、城の上の方にいるアリサにぶつけた。二ヶ月ほど前の魔王城攻防戦の時はここで打倒魔王を宣言し、剣を向けたマミ。ずるいと言ってはいけないが、このパフォーマンスは有効だ。一対一で頼たのむわけではなく、観衆を味方につけての依い頼らいだ。言葉では「できれば」とか「よかったら」とか言っているが、その裏で「これだけの人が期待しているのだから来るべき」と伝えているようなものだ。おそらくこれは結果論で、麻ま未みはそこまで考えていない。ただ純粋に、「来て欲しいからお願いする」という理念のみで動いている。

「マジでアリサってキモオタなんじゃねえの？　外にも出たことないんじゃね？」

　と誰だれかが言った。リオは普段から仲良くしている勇ゆう者しや軍ぐんのプレイヤーに声をかけた。ハイネよりレベルの高い暗殺者アサシンだ。彼のプレイは理り央おも参考にしている。しかもノリがよくてフランクな性格だ。

「おい、今言った奴やつを見つけて殺せ」

「御意」

　しばらくして断だん末まつ魔まが聞こえてきた。

「あーあ、いきなりＰＫは好きじゃないんだけどなあ。でも、ああいう発言はよくないね」

　マミは制裁のＰＫをよしとしていないのでこう言うが、マミにできない汚れ仕事を請うけ負うのも親しん衛えい隊たいの務めだ。

「適当言うなー！　アリサちゃんはめっちゃカワイイんだからなー！　お前らと一緒にすんなー！」

　言い返すリオ。

「他は知らんが俺はイケてるぞー！」

「よく言えたな！」

　魔ま王おう軍ぐんのギャラリーから総ツッコミが入った。

　それから大たい佐さとチャンタも顔を出したが、入れ替わりにアリサは城に入ってしまった。ぶーぶー言う連中もいたが、素もと子こが矢を放ち始めると蜘く蛛もの子を散らすように逃げていった。四し天てん王のうの素子の攻こう撃げきとなれば、レベルが低いと即死する可能性がある。

　理央は麻ま未みに電話をかけた。

「ボス、今日はもう帰ろう」

『でも衣装の準備を考えると……』

「お前の気持ちはわかる。でも忘れるな。魔王だって普通の人間なんだから、強制はできない。しつこくし過ぎてヘソ曲げられても知らんぞ」

『……わかった。なんだか、理央くん魔王の肩持つね。寝返りフラグ？』

「アホ、一般論だ。俺は常識人だからな」

『常識人は学校の自販でファンタオレンジが売り切れだったからって外のコンビニまで行って先生に捕まらないと思いまーす』

　そういえばそんなこともあった。あの時はどうしても飲みたかったのだ。グレープでは満足できなかったのだ。

　麻未もわかってくれて、その日は引き揚げることにした。が、こうした魔王アリサの煮え切らない態度が余計に掲示板を加熱させることになってしまった。「引きこもりで外に出られない説」「人に見せられる顔じゃない説」「実は大物芸能人説」「まさかミラ・ジョヴォヴィッチ説」など、好き勝手な意見が溢あふれ出した。このままでは本当にアリサが不細工かミラ・ジョヴォヴィッチだと決めつけられてしまう。亜あ梨り沙さを知らない、しかも亜梨沙にかわいさで敵かなわない連中が勝手に言っているだけなので気にするようなことではないが、なんかムカつく。

　亜梨沙は掲示板を見ているだろうか。見ていないのが一番だが、おそらく見てしまっているだろう。

　そしてマミとリオが魔ま王おう城じように通って数日、アリサはついに城に姿を見せなくなってしまった。ログインしているかどうかもわからない。

「魔王、来てないのかな」

　魔王城を見上げるマミは、汗が流れるマークを出した。

「悪いマミ、俺は落ちる。風呂に入ろうと思って服を脱いだの忘れてた」

「冬だよ!?」

　強引にログアウトして理り央おはスマホを手に取り電話をかける。

「…………」

　亜梨沙は出なかった。







　翌朝、駅で亜梨沙を待っているとスマホが震ふるえてメールの着信を知らせた。

『先に行ってます。ごめんなさい』

　理央は一人でバスに乗った。

　教室に入ると亜梨沙は緑みどり川かわたちとお喋しやべりしていた。挨拶をすると「おはよう」と返ってはくるものの、また緑川と女子トークを再開。

　休み時間、教室移動の廊下、理央はどうにか亜梨沙に話しかけようとするが、すすっとハイネもびっくりの流れるような動きで亜梨沙は女子のグループに入ってしまう。代わりに理央は麻ま未みに話しかけられていつもの打ち合わせになる。

　昼休み。五分で弁当を食べ終えた理央は麻未の誘いも断り校外へ。先生に見つかったら説教だが、運よくマチのほっとステーション、ローソンへたどり着く。

「よう初はつ島しま、いきなりだが知恵を貸してくれ」

　宮みや野の先生がｔｏｔｏを買っていた。

「サッカーなら夏なつ樹きに訊きいてくださいよ」

「頼たよりにならんな。……そういえば初島よ」

「何すか？」

「校則違反だ！」

「納得いかねえ！」

　しかしそこは我が担任の宮野先生。今日は見逃してくれるという。というより、こっちも仕事中にｔｏｔｏを買っている教師を告発したっていいのだ。そこは大人の取り引きというもの。

「どうせファンタだろ？　さっさと学校に戻れよ。……ん？　チョコパイか」

　理り央おがカゴに入れた物を見て宮みや野の先生が言った。

「甘いものが食べたい気分なんですよ」

「早はや坂さかとケンカでもしたのか？」

　バレてた。

「そ、そんなんじゃないし！　亜あ梨り沙さが話してくれないとかじゃないし！」

「下手くそか！　まあ悩めよ少年。ほら、乗せてってやるから会計してこい」

　宮野先生のレクサスに乗って学校に戻った。後はｔｏｔｏが当たるのを祈るばかりである。

　教室に戻ると夏なつ樹きにどこに行っていたのか訊きかれたが「宮野先生と逢あい引びきしてた」と無難な回答でごまかし、理央は亜梨沙が食後のお喋しやべりを楽しむグループへ向かう。亜梨沙は完全に理央を避さけようとしている。まずは会話の糸口を摑つかまなければいけない。そこで有効なのがこのチョコパイというアイテムである。これを見たら亜梨沙は必ず反応する。

「亜梨沙、よかったらデザートに……」

「あっ、チョコパイだ！　悪いね初はつ島しまくん」

　横から緑みどり川かわの手が伸びる。しかし華か麗れいな腰のひねりで回かい避ひ。

「お前のじゃない。牛乳でも飲んでブラがきつくなってろ」

「んー、今でもちょっときついんだよね」

「それ逆セクハラな」

「何でだ！」

　うるさい緑川はさておき、亜梨沙にチョコパイを見せてみる。まさか学校でお目にかかれるとは思っていなかった亜梨沙は目を輝かがやかせた。

「あのさ、ちょっと俺と……」

　が、それも一いつ瞬しゆんのこと。

「べ、別にいいからっ」

「いいってお前……」

「チョコパイ、嫌いになったからっ……」

　そう言い捨てると、亜梨沙は教室を出ていってしまった。

　事件だ。

　このやり取りは教室にいるクラスメイトに目もく撃げきされており、見たら誰だれだって「理央と亜梨沙がケンカした」と考えるに違いない。早速「もしかして初島くんの狙い時？」「いや、誰も狙ってないし」「だよねー」という失礼な会話が展開されている。一方「早坂さんフリーってこと？」「初島さえいなければ」「待て、まずは早坂さんを傷つけた初島を倒す」という危険な会話も発生している。

　そこまで避さけるか、亜あ梨り沙さ。いや、理り央おだってもし話せても何を言ったらいいかはわかっていない。でも、魔ま王おうアリサの不参加、そして勇ゆう者しやに応じない態度に周囲の評判は悪くなる一方だし、掲示板の書き込みも加速する。どうにかこの状態を改善しなくてはいけない。思い浮かぶ中で確実な方法は一つ。はっきりと不参加を表明すること。ブーイングはある程度起こるだろうが、それもイベントまでの間の話。家からログインしてゲームだけでもプレイすればみんなの溜りゆう飲いんも下がるだろう。

　幸い理央にはまだ、亜梨沙に接触する手段がある。

　例によって放課後は麻ま未みや当日に観みに行くというクラスメイトとのお喋しやべりに付き合わされて亜梨沙と一緒に帰ることはできず。帰宅して夕食を済ませた理央は、麻未に今夜はログインできないとメールしてハイネで勇ゆう魔ま戦せん争そうの世界へ入った。

　相変わらずきれいに手入れされている魔王城はグラフィックながら美しい景色で、その花畑の中で水をあげている黒いローブ姿は若干浮いていた。

「ハイネさん、こんばんは。ちょっと久し振りですね」

　リオでばかりプレイしていたので、ハイネで何日もプレイしていなかった。

「そうだな。親がテスト勉強しろってうるさくてさ」

「そろそろ期末テストですもんね。私もやらないと」

　真面目に授業を受けている亜梨沙だから、成績の面では心配あるまい。自分の方が危ないし、ゲーム禁止になるとまずいので今回は頑張る。

「勇者がうるさくなってきたな」

「仕方ないですよ……。マミさんの気持ちはわかるんです。私だって、イベントが楽しいものになれば嬉うれしいです」

「でも、出られないんだろ？」

「……はい。どうしても、なんです。私が出たら、現実の大切な人を傷つけてしまうかもしれないんです」

　何も知らない人が聞いたらもっと勘ぐり詮索したくなる発言だったが、すべてを知っているハイネはそれ以上の追及をしなかった。

「なら、きっぱり断るしかない。オフ会にもイベントにも行かない俺が言えた義理じゃないかもしれんが」

「いえ……、ハイネさんの言う通りです。私が曖あい昧まいだから、こんなことになってしまったんです。マミさんもいつ襲おそわれるかもしれないのにこっちまで来てくれて……。私はこのゲームが好きで、もっと広まって欲しくて、会社の人にもお礼が言いたいです。だけど、その……やっぱり……」

　画面に映し出される文章はまとまりがなく、亜梨沙が思いのままにキーを打っているのがわかる。ここはネットの世界。だけど、亜梨沙が本音で喋ることができる、喋る相手がいる世界。すでにイベントに行くというクラスメイトはたくさんいる。麻ま未み、そしてみんなの前に魔ま王おうの姿を晒さらせば、確実にこの場所は変わっていく。変わりたくないという願いのために、戦って守ってきたこの場所。そして現実までも急激に変わっていく。

「魔王さーん」

　城の外から勇ゆう者しやマミが呼びかけてきた。アリサは外に出ようとせず、ハイネも返事をせずにいると、チャンタ、素もと子こ、大たい佐さもログインしてきた。

「しつけえな。運営から金でも貰もらってんのか？」

　大佐が言った。そう言いたくなるのもわかる。連日連夜、マミは危険を冒しながらも魔王城へ来ている。その熱意は、大佐たちには異常に感じるのだろう。他の魔王軍プレイヤーの間でも「ここまでするか？」という声もある。

　現実でやんわりと自粛するように理り央おは言っているのだが、麻未は止まらない。勇ゆう魔ま戦せん争そうのため、父のため、会社のためというのも大きいけれど、これまで良きライバルとして戦ってきた魔王アリサに会い、直接言葉を交わしたいという気持ちもあるのではないか。

「どうする？　攻こう撃げきするのは簡単だが」

　チャンタが指示を仰いだ。

「居留守でいいんじゃない？　ま、私もアリサちゃんには来て欲しいけど、強制はよくないよね。っていうか私はリアルのハイネっちの方が気になるんですけどー」

　不満げな素子だが、行けないものは仕方ない。

「……俺が話してくる」

　ハイネは一人踵きびすを返し、城の廊下を進んだ。「待ちなよ」と素子が止めるが無視。門を開け、勇者と護衛のプレイヤーたちのもとへ歩いていった。

「ハイネさん一人ですか」

　親しん衛えい隊たいはハルトだけのようだ。熟練の銃じゆう士しは銃を向けることもしない。ハイネだけでマミに奇き襲しゆうをかけても無意味だとわかっている。

「四し天てん王のうの暗殺者アサシンさん、どうしたの？」

　ハイネは敵意のない証明に、両手の鉤かぎ爪づめを外して地面に置いた。

「毎晩来てくれるのは構わないが、魔王に参加の意思はない。わかって欲しい」

「んーっと、でもさ、まだはっきり答えてないみたいだし、なんとか来てくれないかなーって思うんだけど……」

「魔王は不参加だ。俺が代わりにここで答える。もう来ないでくれ」

　ハルト、マミの護衛、そして野次馬の魔王軍プレイヤーの視線が集まる中、ハイネは言い切った。もういいだろ麻未。アリサは行かない。別の場所からログインする。それでいいだろ。

「それは、魔王が言ったの？」

「そうだ」

「本当に？」

　ハイネは頷うなずいた。

　このゲームに「土下座」というアクションコマンドはない。だからハイネはそれに近い「ひざまずく」で誠意を伝えようとした。

「お願いだ。魔ま王おうは優しい奴やつで、行けないのにあんたたちが来るもんだから悩んじまってる。不参加が気に入らないなら腹いせでいいから俺を殺せ。たいしたアイテムもないがくれてやる」

　自分は今、どんな顔をしてキーを打っているのだろう。しかし自分でも驚おどろくほど、滑らかに文字を打つことができた。

　画面の視点を変えてみると、城のバルコニーからアリサたちがこちらを見ていた。

　しばらくして、周囲から「やっぱ無理かー」「ハイネが何気にイケメン」「男だけど惚ほれた」などの声があがった。イケメン発言だけありがたく受け取っておく。

　マミは汗が流れるマーク。

「ちょっと、そこまでしなくていいって。私も強引なところがあったかもだし。わかった。諦あきらめるよ。ハルトくん、帰ろう」

　マミはハイネに攻こう撃げきを加えることなく、護衛を連れて来た道を戻っていった。これでいい。マミがいなくなったので野次馬も解散し、ハイネは城に帰った。マミにぶった斬られるはずはないし、ハルトもそんなキャラではない。あれは「これくらいごめんなさい」というアピールだ。

「男前じゃんよ」

　チャンタが迎えてくれた。続いてアリサ。

「ごめんなさいハイネさん。私のためにここまでして頂いて……」

「気にするな。俺なんて出ない上にログインもできない。あれくらいのことはするさ」

　ベッドに放ってあった携帯が震ふるえた。麻ま未みからメールだ。「魔王はどうしてもダメだって。残念」と、今あったことがそのまま書かれていた。理り央おは片手で「まあ次の機会があればな」とだけ短く返した。

「ううー、なんかハイネっちが美お味いしいトコ持っていってるなー。余計にリアルで会いたい！　せめてその仮面を取ってみろー！」

　仮面を剝ごうとする素もと子こと追いかけっこをしながら、理央は亜あ梨り沙さがパソコンの前で笑っていてくれればいいと思った。

　次の日の朝、亜梨沙はいつもの時間に駅にいてくれて、理央を見つけると「おはよう」と笑った。

「昨日はごめんね。その、りーちゃんとどうやって話せばいいかわからなくて……」

「いや、気持ちはわかる。んで、麻未からメールあったんだけど、ハイネがきっぱり出ないって言ったんだって？」

　ちなみにチョコパイは自分で食べた。

「うん。ハイネさんって、口調が乱暴な時もあるけど、優しい人だよ」

　顔には出さず、内心で照れておく。口もとよ、ニヤけるな。

　こうして、四し天てん王のうは魔ま王おうとハイネが不参加。素もと子こと何とか休みが取れたチャンタ、そして素子に押し切られた大たい佐さが参加となった。

　十一月が終わり、イベントの前に期末テストが迫ってくると、麻ま未みのテンションも落ち着いてきた。ネットゲームとの両立を信念としている麻未は、成績を落とさないために勉強モードに入り、放課後に理り央おを捕まえることもなくなった。でも、父親とは会っていて打ち合わせに余念がないらしい。亜あ梨り沙さも肩の荷が降りたのか、穏おだやかに毎日を過ごしている。

　問題は、自分の成績だ。

「柴しば垣がきー、勉強教わってやってもいいぞ」

「何様だよ！」




　　　　※




　緑みどり川かわさんたちとお喋しやべりをしていたら、つい夢中になって帰りが遅くなってしまった。電車を降りる頃にはすっかり日が暮れていて、私はマフラーの感触を確かめて家までの道を歩いていた。すると携帯電話が震ふるえて、内容はお母さんから買い物のお願い。わかったと返信して、私は道を曲がる方向を変えた。

　編み物を始めるとりーちゃんには言ったけれど、まだ何も編んでいない。これからテスト勉強もしなくてはいけないし、冬休みに入ってからになってしまうかもしれない。でも、もうりーちゃんが好きな色の毛糸は買ってあったりする。

　テストが終われば終業式があって、すぐにゲームフェスタが開催される。私は二学期の最初に転校してきたけれど、Ｃ組の人たちはとても良くしてくれた。私が早く馴な染じめるように、りーちゃんが色々と気を遣ってくれたのは知っている。もし違うクラスだったら、こんなにたくさん友達ができることはなかったかもしれない。

　緑川さんたちと話していたのは、クリスマスイブのこと。緑川さんの家に集まって、みんなでパーティーをする約束だった。私も誘ってくれて、でも私が行くと言うと驚おどろいて「初はつ島しまくんと一緒じゃなくていいの？」って言われちゃって、顔を真っ赤にしてしまった。今日はケーキを予約するお店とか、プレゼント交換の予算を決めたりした。中学生の時は家族で過ごしていたから、友達と過ごすクリスマスは初めてだ。

「…………」

　りーちゃんは、誰だれとイブを迎えるんだろう。ご両親や凛りん子こちゃんとかな。それとも堀ほつ田たくんとか柴垣くんとかな。それとも……。

　でも、その日はゲームフェスタの前日で、準備に忙しいかもしれない。私は家からログインをする予定だからキャラクターの装備やアイテムを確認しておくだけでいいけど、りーちゃんは他にもやることが多いはずだ。素もと子こさんも、打ち合わせの関係で午前中には会場にいなくちゃいけないと言っていたから、大変そうだ。

　私が迷っていたことで、運営さんや、四し天てん王のうのみんなや、麻ま未みちゃんにも迷惑をかけてしまった。ハイネさんがああいうふうに言ってくれて本当に助けられた。一歩を踏ふみ出せない私を引っ張ってくれるところが、りーちゃんに似ている気がする。あの狐きつねのお面の下は、どんな顔をしているのだろう。グラフィックだけれど、見てみたいと思う。

　クリスマスイブの次の日は、クリスマス。

　りーちゃんは、覚えてくれているかな。

　最近、りーちゃんと話をする時間が減っている気がする。朝は一緒だけど、帰りは麻未ちゃんとゲームフェスタの話をしているし、私も緑みどり川かわさんたちといることが多くなったから、自然とそうなっていった。

　別に、話したいことがあるわけじゃない。でも、「りーちゃんといる」という時間が私にとってあまりにも日常的だったから、それがなくなると寂しさを感じてしまう。

　女の子の友達とたくさんお喋しやべりするのは楽しい。転校が多くて友達と離はなれてしまってばかりだったから、今こうやって友達と毎日を送れるのは夢みたいだ。だけど、仕方ないとは思うんだけど、話題が恋愛関係になっちゃうのはちょっと……。

『初はつ島しまくんとはもう付き合ってるの？』

『幼おさな馴な染じみと再会とか絶対運命だもんね。応援するからねっ』

　もう何回もこんなふうな話になって、その度に私は顔が熱くなってしまって「やめて」と言ってはっきり答えていない。

　そう、私は逃げている。

　自分の気持ちを知ることから逃げている。

　きっと、麻未ちゃんはりーちゃんが好き。りーちゃんと話している時、麻未ちゃんはとても嬉うれしそうにしている。親しん衛えい隊たいに誘ったのだって、体育祭で二人三脚のパートナーに選んだのだって、りーちゃんが好きだからだ。

　麻未ちゃんはかわいくて明るくて、私がどんなに頑張っても手に入らないものをたくさん持っている。りーちゃんだって、麻未ちゃんみたいな女の子と一緒にいたら楽しいに決まっている。

　もし、もしも二人が付き合うことになったら、私は「よかったね」って言えるかな。「お似合いだよ」って、笑えるかな。

　吐いた息が白く染まる。

　私に、もう少し……。

「亜あ梨り沙さちゃん」

　急に名前を呼ばれて肩が跳ねた。振り返ると、ちょうど通り過ぎた喫茶店から麻ま未みちゃんが出てきたところだった。制服のままで、学校帰りにここに来たみたいだった。

「麻未ちゃん……」

　ついさっきまで考えていたことのせいで、すぐに言葉が続かなかった。家はこの辺りではなかったはずだけど。そして麻未ちゃんは大人の男の人と一緒だった。私のお父さんと同じくらいに見える。

「そっか。亜梨沙ちゃんの家ってこの近くだったんだよね」

「うん。その……」

　私の目線が男の人に移ったのに気づいて、麻未ちゃんは「えっとね」と紹介してくれた。

「私のお父さん。お父さん、この娘こは早はや坂さか亜梨沙ちゃん。クラスメイトだよ」

「娘がお世話になってます」

　お父さんは深く頭を下げた。「とんでもないです」と私もお辞じ儀ぎをする。

「ちょっとお父さんとデートをね」

　麻未ちゃんはそう言って笑った。お父さんは苦笑していたけど否定しないし、仲が良いんだと思った。

　でも、お父さんを見ると、何かが引っかかる。それは記き憶おくのずっと奥の方で、何が気になっているのかすらわからない。

「これからも麻未をよろしくね。せっかくだから何か……参ったな、ミカンしかないや」

　バッグを漁あさるお父さんだけど、どうしてか中にはミカンが入っているみたいだった。好物なのかな。

「もう、何で持ち歩いてるのさ。亜梨沙ちゃんは寄り道？」

「ううん。教室で緑みどり川かわさんたちと話してたら遅くなっちゃって」

「そっか。じゃあまた明日ね。あ、お父さん車だから送ろうか？」

「大丈夫。買い物もしていかないといけないから」

　麻未ちゃんとお父さんを見送って、私はお母さんに頼たのまれた物を買って帰った。遅くなってしまった理由と、クリスマスイブに友達とパーティーをすることを伝えたら、お母さんは嬉うれしそうだった。

　部屋に入って、パソコンを起動。部屋着に着替えて、いつもなら夕ご飯までお気に入りのサイトを見て回るんだけど、どうしても麻未ちゃんのお父さんが気にかかって仕方なかった。どこかで見たことがある人だった。

　ふと思い当たるところがあって、私は本棚から雑誌を取り出しページを捲めくった。体育祭の前に買った、勇ゆう魔ま戦せん争そうが特集されたゲーム雑誌だ。

「……っ！」

　あった。顔写真と共に掲載されている運営会社のインタビュー記事。そこに「望もち月づき浩ひろ史し」の名前で、さっき会った麻ま未みちゃんのお父さんが載っていた。名字は麻未ちゃんと違うけれど、間違いない。

　名字が違うのは、きっとそういうことなのだろう。だけど、お父さんと一緒にいた麻未ちゃんは楽しそうに見えた。別れがあってからも、親子として素敵な関係が続いているのかもしれない。

　好きなゲームの記事だから、私はこのページを何回も読んでいる。だから写真を思い出せたのだと思う。写真の下にはお父さんの名前と、肩書が書いてある。

　開発責任者。

　勇ゆう魔ま戦せん争そうは、麻未ちゃんのお父さんが作ったゲームなんだ。

　私の中で、繫つながっていく。

　あんなに熱心に私をイベントに誘ったのは、お父さんの会社の主催だから。イベントの成功によって勇魔戦争を始める人が増えれば、運営会社の経営もきっと変わってくる。私は勇魔戦争以外のネットゲームをやったことはないけれど、チャンタさんの話だと、新規参入のネットゲームの中には一年にも満たないままサービスが終了してしまうものもあるらしい。生き残りが厳しい世界なんだ。

　名字が違うのは、きっとお母さんの方へ行ったから。でも麻未ちゃんは、お父さんのために……。

　アリサが出た方が、イベントは成功するのかな。そうすれば、麻未ちゃんはきっとすごく喜んでくれる。

「…………」

　私は勇魔戦争を起動すると、ログインした。黒いローブの魔ま王おうは、ネット世界での私。みんなに助けられながら、これまで負けずに続けてこられた。

「よう。いつもよりちょっと早いか？」

　もう大たい佐ささんは来ていて、私は夕ご飯を食べずにログインしたと話した。そうしている間にチャンタさんと素もと子こさんもやって来て、それに今夜は驚おどろくことが起きた。

「久し振りー。元気にしてた？」

「七なな海みさん！」

　盗とう賊ぞくで、元四し天てん王のうの七海さんがログインしてくれた。九月に出産をして、子育てのためにゲームに割ける時間がなくなってしまうから四天王を脱退したのだ。その後に来たのがハイネさんだ。

「なんとか子供が寝たからさ、懐なつかしくなってログインしちゃった。私がいない間に色々楽しいイベントあったみたいじゃん。で、またあるみたいだね。ホームページで見たよ」

「そのことなんですけど……、私、やっぱりゲームフェスタに出ようと思うんです」

　私の発言に、みんなが「！」のマークを出した。

「急にどしたのアリサちゃん！　いや、嬉うれしいんだけどさ」

「私はこのゲームが好きで、もっとたくさんの人に楽しんでもらいたいです。それで……思い上がりかもしれないけど、魔ま王おうの私が出た方がイベントのためになるのかなって……」

　まるでお客さんが私を待っているかのような、そんな自惚うぬぼれた言葉。人前に出るのは恥ずかしいけど、麻ま未みちゃんが喜んでくれるのなら。

　私の大切な友達だから。

「思い上がりなんかじゃないよ。みんなアリサちゃんに来て欲しいって思ってるって。ブスだとか言っている人たちに見せてやりなよ。束になっても敵かなわない美少女ですって」

　素もと子こさんはもう息巻いている。

「あ、いえ、そういうのは別に……」

　返事に困っていると、七なな海みさんが言った。

「当日は私も行くね。子供は旦那に預ける。四し天てん王のうは引退しちゃったからゲームじゃ助けられないけど、現実で何かあれば力になるよ」

「七海さん……ありがとうございます」

「出産が近づいてきた時、初めてだから不安で、ここでかなり愚痴っちゃったじゃん？　アリサちゃんが話し相手になってくれて、すごく感謝してるの。だから今度は私が恩返しをしないと」

　もちろん、恩返しとか、そんなつもりはなかった。私だって転校する時の不安をみんなに話しているし、お互い様なのに。

「魔王、俺が言うのもアレだが、現実にも変な奴やつは山ほどいる。現実のお前を見て絡んできたり、掲示板におもしろおかしく書く奴もいるだろう。でも、そういう奴らから守るのも四天王の役目だ。現実でも四天王してやるから、安心しろ」

「うわっ！　大たい佐さクサっ！」

「今のは俺も引くわー」

「うるせえよ！」

　素子さんとチャンタさんがからかって、大佐さんは照れ隠しなのか二人に斬りかかって追いかけっこを始めてしまった。素子さんの矢を受けてＨＰが減っているから、後で回復しないと。

　隣となりにいる七海さんが、ニッコリのマークを出してみせた。

「私たち、長い付き合いじゃん。部下を頼たよってよ、ボス」

　ディスプレイの前で、私は涙が滲にじむのを止められなかった。

　私たちはそのまま勇ゆう者しやのところへ向かった。ここのところあまり城から出ていなかったから、色んなプレイヤーにどうしたのかと訊きかれたけど「勇者に用がある」と伝えて、麻未ちゃんたちがクエストをしているという場所へチャンタさんの召しよう喚かん獣じゆうで飛んでいった。

「マミさん」

　勇ゆう者しやの領土で、私たちは麻ま未みちゃんと親しん衛えい隊たいを見つけて声をかけた。りーちゃんも一緒だった。

「魔ま王おうさん？　こんなところでどうしたの？」

「突然すみません。私、ゲームフェスタに参加します」

　不安はたくさんある。

　会場に集まったお客さんの反応、新マップでの直接対決、正体を明かした時の麻未ちゃんの表情。

　でも、きっと大丈夫。

　私には、仲間がいる。友達がいる。




　　　　※




　亜あ梨り沙さの決意を、理り央おはリオという形で聞いた。麻未たちとクエストを楽しんでいたら魔王パーティがやって来て、ゲームフェスタに参加するという。麻未は手放しに喜んで心変わりの理由など訊きかなかったが、魔王が帰った後、理央は必死に動揺を隠しながらログアウトをした。すぐさま亜梨沙に電話をかける。

「亜梨沙、話して大丈夫か？」

『うん。ちょうど落ちたところだから。電話……くると思ってた』

「そりゃかけるさ。何があった？　いいのか？　麻未に全部バラすってことだぞ」

　矢継ぎ早に言葉を重ねる理央。やっと間が訪れると、向こうから伝わってくる亜梨沙の息遣いが重い気配を漂わせていた。

『……りーちゃん、あのね、さっき偶然、麻未ちゃんと麻未ちゃんのお父さんに会ったの』

　息が止まるかと思った。

　麻未は最近、打ち合わせのために一人で父親と会っている。離り婚こんの時の約束で面会の回数にも制限があるらしいが、今回は母親に許してもらっているらしい。そこに出くわしたのか。

「そうか」

　としか言えない理央に、亜梨沙は続ける。

『それでね、前に買った雑誌に載っていた人と、同じ人なの。りーちゃんも買ってたよね、勇ゆう魔ま戦せん争そうが特集されてたあの雑誌だよ。インタビューに、写真があったよね』

　ここまで聞いて理央は悟る。亜梨沙は、全部わかっている。

「ああ、わかるよ。俺も読んだ」

『りーちゃんは、知ってたの？　麻未ちゃんのお父さんが、勇魔戦争を作ったって』

　もはや隠す意味も、噓うそをつく必要もない。

「知ってた。っていうか、俺も偶然だった。麻ま未みと親父さんが一緒にいるところを見ちまったんだ」

　おそらくは、亜あ梨り沙さの家の近くのあの喫茶店だ。亜梨沙が魔ま王おうと知ったあの日、理り央おは中年の男といた麻未を援助交際だと早とちりしたことがある。

『そう、なんだ……』

「名字が違うのは、その、わかるだろ？　で、麻未は親孝行のつもりでゲームを楽しんでる。あいつがあんだけハマってんのは、そういう理由だ。俺は、まあ、あいつは勇ゆう者しやで死んだら終わりだから、なんとか守ってやらんとってことで……リオをやってる」

　自然と語尾が弱くなった。

　知らなければ、あの時遭遇していなければ、理央は魔王軍に寝返って亜梨沙と普通に遊んでいただろう。

　しばらく無言が続いた。理央は何を言っていいかわからず、亜梨沙が何を考えているかもわからなかった。

　す、と、亜梨沙が息を吸う音が聞こえた。

『りーちゃん。私、私にできることをしたい。麻未ちゃんのお父さんのこともそうだけど、それよりも大切な友達と、好きなゲームのためにできることがあるなら、頑張りたいの』

　いつも理央と一緒にいて、理央が「公園に行こう」と言えばついてきてくれて、「砂場で遊ぼう」と言えばついてきてくれて、「飽きたからブランコにしよう」と言えばついてきてくれた。それが幼おさな馴な染じみの亜梨沙。

　高校生になっても理央を頼たよってくれて、何かあれば相談してくれて、隣となりで微笑ほほえんでいてくれる幼馴染の亜梨沙。

　そんな亜梨沙が、自分で大きな決断をした。勇者軍に味方して反乱軍を倒した時はゲームでのことだったけど、今度は、現実で。

「……魔王だって打ち明けるってことで、いいのか？」

『うん。……私がこれまで魔王だって隠せてたのは、りーちゃんが頑張ってくれていたからだよ。クラスに馴な染じめたのだって、りーちゃんがいてくれたから。私、小さい時からずっとりーちゃんを頼ってばっかりだった。だから私……もうりーちゃんに迷惑かけないように、一人で決められるように、強くなりたいの』

　瞬しゆん間かん、亜梨沙がぐっと遠くに行ってしまったような気がした。どうしてだ。どうしてそんな気持ちになる。

　亜梨沙が強くなるのはいいこと。いいことに決まっている。

　自分が守るから、弱いままでいい。

　そんなことを言いたいのか。恋人でもないのに。

「亜梨沙がそんなふうに言うなんてな。想像つかなかった。俺も歳とったよ」

『ふふ。何それ。イベント、楽しくしようね』

「その前に期末テストだ。俺に負けても知らんぞ。本気出すからな」

『私だって負けないよ。じゃあ、勝負だね』

　亜あ梨り沙さの口調はすっかり吹っ切れたようで、だけど理り央おの心は複雑で、その日の勉強は全然進まなかった。いや、いつもと変わらないか。

　亜梨沙はその日のうちに運営へ連絡をし、運営の方もどうにか衣装を間に合わせると言ってくれたそうだ。公式ホームページは更新され、魔ま王おう参戦と大きく報じられた。掲示板の書き込みは増え、学校でも勇ゆう者しやと魔王の邂かい逅こうは話題になった。

　亜梨沙は、事前に麻ま未みに明かすことはしないと言った。イベント当日、魔王アリサ、そして早はや坂さか亜梨沙として麻未と話をしたいと。だから理央も何も言わないでいる。

　テスト勉強、リオの強化、運営とのやり取り。毎日が、目まぐるしく過ぎていく。




　　　　※




「宇う留る野のさん、今日クリスマスパーティーやるんだけど、もし予定なければどう？　もちろん女子もたくさん来るからさ」

「ごめーん。予定あるからさ、またね」

　一週間くらい前からこんなお誘いをいくつも貰もらっているけど、私は全部断っている。予定があるのは本当で、でもそれが彼氏とデートじゃないのは言っていない。他の用事だと言うとしつこい男子がいるからだ、彼氏がいると勝手に想像させておけばあまり粘られずに済む。

　祝日が明けて、今日はクリスマスイブ、と同時に二学期の終業式。いつも思うんだけど、どうして祝日の前から冬休みにしてくれないんだろう。

　そして明日は、東京ゲームフェスタ。お父さんの会社が出展して、勇ゆう魔ま戦せん争そうのイベントを開催する。倒産寸前とまで言われた会社が、こんな大きなゲームイベントに出られるなんて夢にも思わなかった。あ、いや、お父さんの仕事を信用していなかったわけじゃないんだけど、ゲーム会社の倒産、合併は定期的にニュースになるし。

　お母さんに話したら素っ気ない返事だったけど、私にはわかる。お母さんも喜んでいるのだ。そこを指摘すると、「会社が潰つぶれて養育費が貰えなくなったら困る」なんて、実の娘の前でそれを言うかと思ったけど、ツンデレなのだ。

　私にとって嬉うれしかったのは、イベントの打ち合わせにかこつけてお父さんに会えるようになったこと。私という娘の存在は会社内で大きな話題になっていて、だったらもっと早くカミングアウトすればよかったとお父さんは鼻高々だった。そりゃあ、こんなかわいい娘がいたら自慢したくもなるでしょう。なんて。

　魔王も来てくれることになって、益ます々ます明日が楽しみになった。魔王アリサはどんな人なんだろう。今夜、眠れなかったらどうしよう。

　もちろん、期末テストは平均点以上をキープ。お父さんとの打ち合わせにテスト勉強、マミの装備の強化にアイテム補充、魔ま王おうパーティを仮想敵にした練習。クラスメイトも観みに来ると言ってくれて、どんどん時間が過ぎていった。

　だから今日が一年で一番ロマンチックな日だなんて忘れていた。

　わけないじゃん。

　午前中で学校は終わり。成績表に一喜一憂して、他クラスの知り合いからのお誘いを断って教室に戻ると、半分以上がいなかった。こういう日でも部活はある。運動部所属が多いＣ組の放課後はいつもこんな感じだ。

　私が探す人ひと影かげも見当たらない。

「亜あ梨り沙さちゃん。理り央おくんって帰っちゃった？」

　私は教室に残っていた亜梨沙ちゃんに声をかけた。綾あやちゃんたちも一緒で、今夜は綾ちゃんの家でパーティーをするらしい。私も誘われたんだけど、残念ながら断っている。

「初はつ島しまくんならホームルーム終わったらすぐ帰っちゃったよ。なんか急いでたみたい」

　代わりに綾ちゃんが答えた。

「そっかあ。用事があったんだけどなあ」

「明日のことでしょ？　私はそのゲームやってないからよくわかんないんだけど、ゲストで出るってすごいね。そのまま芸能界入りしちゃったりして」

「そんなことにはならないって」

「もし芸能人になったら、真さな田だ広ひろ之ゆきのサイン貰もらってきてよね」

「また渋いね！」

　でも理央くんがいないのは計算外だった。てっきり柴しば垣がきくんたちと話していると思ってた。メールしてみよう。と、亜梨沙ちゃんが携帯を取り出した。

「あ、りーちゃんからメール来た。『用事あるから先に帰ってて』だって」

「自分が先に帰ってるじゃん」

　そこにいたみんなで笑った。理央くんは何を焦っているのだろう。

「でさー、聞いてよ麻ま未みちゃん。初島くんったらイブだってのに亜梨沙ちゃんを誘いもしないんだよ？　私らはあっちが誘えば亜梨沙ちゃんをリボンつけて差し出す準備はあるのにさ。ひどくない？」

「緑みどり川かわさんっ」

　顔を赤くした亜梨沙ちゃんが綾ちゃんの腕を引っ張る。私は「そうだね」とだけ返した。うーん、今の返事はちょっと複雑。

「それじゃ、また三学期にね」

　亜梨沙ちゃんたちと別れて、私は駐ちゆう輪りん場じように向かいながらスマホを手に取った。今頃バスの中だろうから、電話じゃなくてメール。

『綾あやちゃんたちに訊きいたんだけど、用事あるの？』

　返信は早かった。

『綾って誰だれ？』

『緑みどり川かわさんだよ！　できれば今日会えない？　理り央おくんの家で明日のための最終調整したいんだけど』

『俺の家？　何でだよ』

『リオを可能な限り強化するんだもん。ログインしないとできないでしょ？』

　実はこのために、私が持っていて使っていないアイテムを勇ゆう者しや城じようの倉庫に置いてきてある。料コ理ツ人クリオにとっては役に立つ物を選んであるし、喜んでくれるはずだ。

　まあ、家に行く口実なんだけど。

　でも、スマホ画面に映ったのはつれない返事だ。

『すまん。どうしても外せない用なんだ。ちょっと遅くなってもいいか？』

　なんと。私が家に行くと言っているのに。この男はもう。逆にその用事っていうのが気になっちゃうよ。

『いいよ。理央くんの家で待っててもいい？』

『オーケー。母親いると思うから、茶でも出してもらって』

　そこで一旦メールを切って、自転車にまたがった。家に帰るには遠回りだけど、駅を目指してペダルをこぐ。この季節、生足は辛つらい。亜あ梨り沙さちゃんみたいにタイツ穿はけばよかった。

　冷たい風と前髪が格かく闘とうしている中、考える。イブに用事。でも亜梨沙ちゃんは綾ちゃんといたし、二人でってことはない。男子だけのパーティーなら帰りは夜になるから私を家で待たせたりはしない。

　あーあ、嫌だなあ。

　亜梨沙ちゃんと一緒じゃないことに、安心してる。さっき教室に戻った時に理央くんと亜梨沙ちゃんが並んでいなくて「よかった」と思ってしまった。もし二人でいたら、「私も混ぜて」なんて言っちゃうのかな。いや、さすがにそれは、ねえ。

　引っ越しで離はなればなれになって、高校生になって再会した幼おさな馴な染じみ。もう、素敵すぎるよね。しかも家族公認ときたものだ。

　だけど、私は引き下がろうなんて思わない。

　理央くんが好き。

　二学期になって同じパーティになって、教室でもフィールドでも一緒の時間を過ごすようになって、わかった。やっぱり彼が好きだ。顔も、ノリも、性格も、全部が私の心にピタっとはまる。彼がログインしない夜は寂しいし、明日は何を話そうかと考えながら眠りについて、メールや電話がくればドキっとする。二人三脚での密着具合はヤバかった。心臓がいつもより早く動いていたのは走ったからだって思いたかった。

　何よりも、こんな恋の仕方をする自分に驚おどろきだ。そんなに乙女だったつもりはないんだけどなあ。

　電車に乗って数駅、私は改札を出た。一度だけ彼の家には行ったことがあって、道はなんとなく覚えている。ここから十五分くらいだったはず。

「お待ちしてました」

　不意に声をかけられて、小さく「え？」と声が漏れた。そこにはサイドポニーでセーラー服の小柄な女の子がいた。

「えっと、凛りん子こちゃん、だっけ」

　理り央おくんの妹だ。

「はい。お久しぶりです」

　理央くんの家に行った時、凛子ちゃんは亜あ梨り沙さちゃんを呼んでお茶をしていた。結局はみんなで遊ぶことになったんだけど、しっかりした娘こだなって印象が残っている。確か、二つ下だって言ってたっけ。

「もしかして理央くんに言われて迎えにきてくれたの？　ごめんね、ありがと」

　道に迷うかもしれないと思って、理央くんが連絡してくれてたのかな。そこまでしてもらわなくても大丈夫なのに。

「いえ、兄からは特に。ここへは私の独断で来ました」

　でも凛子ちゃんの口から出たのはそんな返事だった。「こっちです」と、私は促されて歩き始めた。

「独断って……私がここに来るのがわかってた、ってこと？」

「はい。まあ、なんとなく。宇う留る野のさんが行動を起こすなら、イブのこの日だと予想をしていました」

「あー、明日のイベント関係で？　凛子ちゃんも知ってるんだね」

「いえ、そうではなく。……クリスマスイブという意味で、です」

　あれ、もしかしてバレてるのかな。私の気持ち。

「あの……さ、ええと……それっていうのは……」

「最初に言っておきます。私は亜梨沙ちゃんの味方です」

　うわー……。

　何て言うんだっけ。そうだ、小こ姑じゆうと。

「ま、まさかさあ、これから私をシメたりしない、よね、あはは」

「…………」

「無言やめて！」

　そこで凛子ちゃんは表情を緩ゆるめた。かわいらしくて、理央くんに少し似てるというのがなんとも。

「冗談です。私は別に、邪じや魔まをしようとかそういうつもりはありません。基本的に兄の気持ちを尊重しますので」

　私が中学二年生の頃って、凛りん子こちゃんみたいにしっかりしてたっけな。こんなこと言っては悪いけど、理り央おくんとのギャップがあっておかしさが出てきてしまう。

「理央くんの気持ち、ね」

　すると凛子ちゃんはぺこりと頭を下げた。

「兄の態度について私から謝ります。宇う留る野のさんと亜あ梨り沙さちゃんの間をフラフラしていて、お二人には迷惑をかけてしまっていると思います」

「あ、いや、そんなんじゃないよ」

　むぅ。会話の主導が完かん璧ぺきに凛子ちゃんだ。

「ただ、兄はどうにかお二人を傷つけまいと悪い頭で悩んでいます。そこはわかってあげてください」

　私は頰ほおが熱くなるのを感じた。凛子ちゃんの言葉を深く読めば、もう理央くんは私の気持ちに気づいているってことになるじゃん。恥ずかしい。いや、私も結構露ろ骨こつにしていたし、普通わかるか。そうだよね。

「うん……。それにしても、お兄ちゃん思いだね。私は一人っ子だから、お兄ちゃんとか羨ましいな」

「自覚はあります。血が繫つながっていなければ、とっくに襲おそってます」

　ここは笑っていいところなのか。

「理央くんのどこが好き？」

「顔ですね」

　…………。だよねー。

　気づけば家の近くまで来ていて、凛子ちゃんは私をリビングに通すと温かいココアを出してくれた。すっかり冷えてしまった体にじんわりと染みていく。

「ありがとう」

「兄もそれほど遅くならないと思います。部屋で待っていてください」

　凛子ちゃんは淡々と言うと、階段をのぼっていった。私も追うようにして凛子ちゃんの部屋の隣となりに入る。ベッド、机、パソコンに、漫画が並んだ本棚。クローゼットは、覗のぞいちゃまずいか。

　あと少し待てば、この部屋の主が帰ってくる。彼はきっと、キャラクターを強化するためだと思っているから、パソコンの電源を入れるだろう。でも、そんなのは噓うそ。料コ理ツ人クリオは最初よりとても強くなったし、理央くんの腕も上がっている。肝心の食材も高価な物を買い込んだし、明日の準備は整っている。

　今日はイベントの前日であると同時に、クリスマスイブ。どうしてか前日に盛り上がる文化に、乗っかるつもりだ。

　私はこれから、理り央おくんに告白をする。




　　　　※




　できるだけ急いで帰ってきたつもりだったが、それでも理央が家のドアを開けたのは三時を過ぎた頃だった。玄関には女子のローファーが並んでいる。これは亜あ梨り沙さの物ではない。

「おかえりー。漫画借りてたよ」

　自分の部屋では麻ま未みがくつろいでいて、カーペットに漫画が積まれていた。どうやらこれまでに三冊読んでいたようだ。

「悪いな。待たせちまって」

「別にいいよ。いきなり来たいって言ったの私だし。ん？　デパート行ってたの？」

　理央が持っているのはデパートの紙袋で、学校から行くなら家とは逆方向になる。学校が終わった後、ここに寄っていたのだ。

「買い物してたんでな。あっちはすげえ混んでた」

「イブだからね」

　そういえばクリスマスイブか。まったく意識していなかったというわけではないが、これまでのイブにいい思い出は特にないし、今年は明日の方が重要だしで理央の頭の中では隅っこに追いやられていた。

　麻未は丁寧に漫画を本棚に戻した。理央は紙袋と鞄かばんを置いて葉は月づきさんの電源を入れる。

「なんか飲み物いるか？」

「凛りん子こちゃんにココア貰もらったから大丈夫。ホント、理央くんの妹とは思えないくらいしっかりしてるね」

「反面教師にしたんじゃね？　俺もあいつには助けられてるよ」

　いや本当に。

　麻未はリオを強化してくれるという。自分なりに明日に向けて頑張ってきたつもりだが、勇ゆう者しやマミとしてはまだ足りないのだろう。理央は早速勇ゆう魔ま戦せん争そうにログインすると、ゲームパッドを握った。

「城にアイテム置いておいたから回収して」

「おう。……って、めっちゃあるじゃねえか。貰っていいのか？」

　麻未に言われて城の倉庫に行けば、レア度の高いアイテムがずらりと並んでいた。そう簡単には手に入らない物ばかりだ。戦せん闘とうにも役に立つ。始めて半年に満たないリオが持っていていいものか。

「どうぞどうぞ。これで明日も頑張ってもらわないとね」

「んじゃ遠えん慮りよなく」

　といってもアイテム所持の上限があるので、厳選して懐ふところに入れていく。装備も上位互換に変更して、料コ理ツ人クリオはかつてないステータスとなった。それでも他の親しん衛えい隊たいには敵かなわないけど。

「はい。これでオッケー」

　プレイ時間、まだ五分ほどである。

「おいおい。だったらわざわざ家に来ることなかったじゃんか」

　この寒い中、電車代まで使って。

　だけど麻ま未みはベッドに腰掛け、帰る様子もなくそわそわしているようだった。視線は定まらず、棚とかクローゼットを行き来している。

　理り央おは空気の変化に気づいた。これはネットゲームをする雰囲気ではない。もっと重い、何か。カチカチと、最小限の操作でログアウトをする。

「……まあ、そっちは建前でさ、どうしても理央くんに会いたかったんだよ」

　泳いでいた麻未の目が、理央を捉える。今度は理央が逸そらしたくなったが、動かせない。麻未の目から離はなれられない。

「明日どうせ会うんだからいいじゃねえか」

　ここで「ハンサム顔が恋しくなったか」とでも言えていたら。いや言えない。軽口は許されない。今、この空間だけは。

「今日がよかったんだよ。クリスマスイブだからさ」

　似た状況が、過去にあった。いつかの放課後、麻未と教室で二人になった。あれは確か、どんな男がタイプかとか、そんな話。あの時の麻未と同じ顔をしていた。

「イブねえ……俺には縁えんが……」

「好き」

　時計の針が、外を吹く風が、息遣いから生じる小さな空気の流れまでもが止まったような気がした。麻未の唇が二つの音の分だけ動き、それ以外が止まる。

「好き。理央くんが好き。一学期から気になってた。もっと知りたいから親しん衛えい隊たいに誘った。もっと知ったらもっと気になった。そしたら……好きになってた」

　胸を、誰だれかが摑つかんでいる。息が吐けないくらい強く。声が出せないほどの力で。「まさか麻未が俺のことを」なんて思わない。麻未の好意は前から感じていたし、しらばっくれるつもりはない。

　でもこうやって声として届くと、思った以上に体は硬直して、心がかき乱される。心が、発するべき言葉を選べない。

　麻未はゆっくりと立ち上がり、一歩だけ前に踏ふみ出す。その一歩が、大きい。日替わりの前髪のピン。その柄がわかる距きよ離り。麻未の手が、理央の胸に触れた。心臓の鼓動を聞かれているような気がした。

「麻ま未み……」

　彼女はこちらを見ない。制服のシャツを、細い指でつまむ。

「私と、付き合ってください」

　麻未が、あの宇う留る野の麻未が、自分に告白をしている。付き合ってくださいと言っている。これがどれだけのことか。学校の人間に知られたらどうなるか。これまで麻未に交際を申し込んで断られてきた奴やつが何人いるか。理り央おの思考はやっと回転を始める。

　だけど、言葉は出てこない。求められているのは二つだけ。「はい」か「いいえ」だけなのに。

「付き合って、ください」

　もう一度、麻未は言った。いつも明るい、クラスの中心のような存在で、みんなから好かれている完かん璧ぺきな女の子が、弱々しい消えそうな声で自分の前に立っている。

　何が見える。

　理央に、誰だれが見える。

「俺は……」

　まつ毛までよく見える場所にいるのは麻未。だけどもう一人、理央には見える人がいる。

　苦労して紡いだ言葉は小さくてしかも答えではなくて、だけど麻未は笑っていた。シャツをつまんでいた指が離はなれ、その指で前髪をいじる。

「わかってるよ。今、理央くんが誰のことを考えてるか」

「……っ」

　顔に出やすいとよく言われる。そしてこの瞬しゆん間かんも、出た。

　ここでやっと理央は、足が震ふるえているのに気づいた。麻未は気づいているだろうか。

「答えは今すぐじゃなくていいよ。私は待てる女だからね」

「そうか……」

「なんかさ、明日が本番だっていうのに変なタイミングだよね。でも、もう我慢する気なくてさ。……噓うそじゃない。オオカミは、来たよ」

　体育祭のあの日、体調を崩した麻未と保健室で話した。いつものノリのせいで、本当の気持ちが伝わらないのではないか。オオカミ少年になってしまわないかと。

　これが噓でも冗談でもないと、麻未の目が、声が言っている。

　自分は男で、高校生。女の子と仲良くしたいし、彼女が欲しいに決まっている。麻未が恋人になったら、放課後や休日にデートをして、周りの男子からは羨望の眼まな差ざしで見られ、輝かがやかしい高校生活になるに違いない。

　だけど。

「理央ー、お客さん来てるならお菓子くらい出しなさいよ」

　唐突に、下の階から母の声が響ひびく。空気読めよ。いや、助かったと言うべきか。

「帰るね。明日はよろしく」

「ああ。ハルトたちに会うの、楽しみだな」

「そだね」

　麻ま未みを見送るのは玄関まで。男子の勤めとしては駅まで送るべきなのだろうが、麻未の方から遠えん慮りよされた。理り央おもどこか安心してしまった。

　ドアが閉まり、ローファーの足音が遠ざかって初めて、理央は背中に汗をかいていることに気づいた。洗面所で鏡を見てみれば、顔は真っ赤。そして肩のあたりに凛りん子こが映り込んだ。

「……聞いてたのか？」

「あの壁かべの厚さじゃ聞き取れないの知ってるでしょ？　ま、何があったのかはわかるんだけど。私のお姉ちゃんは誰だれになるのかな」

「やめて」

　その日の夜、理央はログインしなかった。だからといって早く寝るわけでもなく、ただただベッドに寝転んで天井を見ていた。

　早く寝ないと。明日は朝から忙しいんだ。

『明日、部活サボって行くからなー』

　夏なつ樹きからのメールが、何な故ぜかやたらと嬉うれしかった。
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　　　　第４話　勇ゆう者しやと魔ま王おう







　クリスマスイブから一夜明けると日本のクリスマスというのは終わったも同然で、今日が本来のクリスマスだというのにコンビニの店頭にはケーキに代わって餠もちが並んでいたりする。不思議ではあるが、理り央お自身もキリスト教信者でも何でもないのでとやかく言うつもりもない。

　おそらく乗客のほとんどが同じ場所を目指しているであろうゆりかもめに乗り、国際展示場駅へ。やっぱり大半の人がそこで降りた。何もクリスマスに開催することないではないかと考えていた理央は、撤てつ回かいせざるを得なかった。来る人は来る。午前十時半、空は快晴。たくさんの人で賑にぎわいそうだ。

　凛りん子こは行かないと言うので家に置いてきた。他に友達と約束があるらしい。クリスマスに「友達」となんてまさか男かと問いただしてみたが、正真正銘の女友達とのこと。余談だが、昨夜は初はつ島しま家けで恒例のチキンとケーキでの食事となった。亜あ梨り沙さの家と合同にしようかという案もあったのだが、亜梨沙が友達とパーティーをするので、そっちを断らせるわけにもいかないと母に連絡があった。亜梨沙の母の亜あ希き子こも、娘に友達ができて嬉うれしいようだ。

　まさか昨日の今日で一緒に行こうとも言えず、麻ま未みとは待ち合わせをせずに出発した。もちろん亜梨沙とも。

「あっ、理央くんおはよっ」

　しかし結局、同じ電車だったようだ。白いコートに身を包んだ麻未が駆け寄って来た。

「よ、よう。おはよう」

　自然に視線が泳いだ。

「うわっ、めっちゃ動揺してる。何かあったの？」

「……それ訊きくか？」

「あははっ。冗談だよ。私は逆に、言ったらすっきりしちゃったかな。思ったよりぐっすり眠れたしね。目、赤くないでしょ？」

　ほら、とこっちを見つめてくるのは絶対にわざとだ。だからまともに見られないんだってば。

「行くぞ。関係者入り口から行けるんだろ？」

「はいはーい」

　あそこに見えるは東京ビッグサイト。理央は初めて来る。途中まで人の流れのままに歩き、一般の入場口から逸それて事前に教えてもらっていた場所に着くと、あんのんソフトの長なが尾おが待っていた。

「おはようございます。こちらへどうぞ。親しん衛えい隊たいの方がもう来ていますよ」

　とうとう現実の仲間と対面だ。四し天てん王のうオフ会と違って堂々と会えるから、あの時とは違う緊きん張ちようがある。麻ま未みの横顔も若干だが緊張の色を帯びていた。

　一般の客は通れない専用の通路を歩き、部屋に通されると、そこにはパイプ椅子に座ってスマホを見つめる少女と、その少女に声をかけたそうにしている少年がいた。

「あ……」

　少年の方は線が細く、中性的な顔立ちだった。理り央およりも年下、中学生に見える。対して少女は年上のようで、眼鏡をかけて物静かな印象だった。亜あ梨り沙さほどではないが長くて黒い髪の持ち主だ。

「初めまして。マミです」

「料コ理ツ人クのリオです」

　麻未に続いて理央も挨拶をすると、座っていた二人も慌てて立ち上がった。

「ハルトです。初めまして」

「く、楠くす田だ香か織おり……じゃなくてっ！　し、紫し乃のです。……こ、こんにちは」

　あっという間に紫乃の本名が判明したが、そこに突っ込まないのはマナーである。御み堂どう丸まるはまだのようだ。

　長なが尾おが「ごゆっくり」と気を遣って去っていってしまうと、さて沈ちん黙もくである。紫乃は事前に人見知りと聞いている通りで、おそらくこの中で一番緊張している。理央と麻未はお互いが知り合いだから多少は気が楽だ。二人が来るまでの間、ハルトと紫乃だけの空間はどんな雰囲気だったのか。

　四天王オフではムードメーカーの素もと子このおかげですぐに和やかになっていた。ここは自分がその役目を負わなければ。麻未も同じようなことを考えていたようで、理央は任せろと目配せした。

「よし、フルーツバスケットしようぜ！」

「任せたのが間違いだった！」

「じゃあチークダンスでも」

「距きよ離りの詰め方よく考えようよ！」

　するとハルトが笑っていた。紫乃も手で口を覆おおっている。

「リオさんって、本当にリアルと変わらないんですね」

「うん……なんか安心した」

　結果オーライだろうか。それから個人情報の深い部分に触れない範はん囲いで自己紹介を済ませると、共通の話題はあるのでコミュニケーションが取れるようになってきた。

「へえ、紫乃って声優の専門だったんだ」

　年上なのだが、敬語キャラのハルトを除いてタメ口。一応確認をしたが、いつものチャットと同じがいいと紫乃は言った。

「うん……まだ一年だから基礎ばっかりだけど」

「生徒Ａとかでもいいから、出るなら絶対教えてねっ」

「頑張る……」

　と、また長なが尾おが来て、その後ろには大人の男、さらに大人の女性、さらにさらに小学生らしき男女が二人。

「御み堂どう丸まるです。初めまして！」

　にかっとさわやかな笑みと共に、竜りゆう騎き士し御堂丸は小さく頭を下げた。続いて女性も。

「御堂丸って名乗ってるんですか？　いつも主人がお世話になっています」

「本当に奥さんいた！」

　叫んだのは理り央お。

「いきなり失礼だな！　どうせお前がリオだろ！」

「な……何な故ぜわかった」

「まんまなんだよ！」

　御堂丸が加わって平均年ねん齢れいがぐっと上がったところで、御堂丸の子供たちも行ぎよう儀ぎよく挨拶をし、奥さんたちはゲームフェスタを見て回るというので出ていった。大手ゲームメーカーのブースでやっている勝ち抜きに挑戦するらしい。御堂丸が「手加減してやれよ」と言うと奥さんは「ほどほどにしておくよ」と答えた。

「近所じゃあいつは『フレームが見える嫁』で評判だからな」

　と御堂丸は語る。「フレーム」という単語が認識されているご近所とはどこか。

　全員が揃そろったところで、運営のスタッフがお待ちかねの衣装を持ってきてくれた。事前にデザインは聞いていたものの、本物を目の前にすると自然と気分は高揚する。

「きゃーっ！　すごいよこれ！　ほとんど再現してるっ」

　勇ゆう者しやのコスチュームを見た麻ま未みは高い声をあげ、確かに見事な完成度の装備を体にあてがってみた。サイズもぴったりだ。

　賢けん者じやはローブなので洋服の上からでもすっぽりと紫し乃のの体を覆おおい、銃じゆう士しは西部劇のガンマンをモチーフにしているので、ハルトはテンガロンハットをかぶっていた。竜騎士は全身が鎧よろいなので着るのに苦労しそうだ。

　料コ理ツ人クはというと、白いコックコートが基調となっているので、それだけならテレビで観みるようなシェフである。そこに腕と脚に鎧を装着して武装コックができあがる。

「すみませんが、会場が定めているコスプレの規制で武器は持てません。フライパンは許可が下りましたのでどうぞ」

　長尾からフライパンを貰もらった。せめて百円均一のタグを外してくれ。

　男女に分かれて衣装合わせ。予想以上の出来に文句などなく、お互いに写真を撮とり合ったりして控室での時間を過ごした。甲かつ冑ちゆうをフル装備した御堂丸は「冬でよかった」とこぼしていた。確かに、この格好で夏の暑さはきつい。

「理り央おくん、ツーショットいい？　御み堂どう丸まる、私のスマホで撮とって」

「おうよ。ほらリオ、照れてないでもっと寄れ。もともとクラスメイトなんだろ？」

　御堂丸が麻ま未みのスマホを構えながら理央に指示を出す。一昨日までなら何気なく並んでいたのだろうが、そうもいかない。それほど理央も図太くない。

「わ、わかってるよ。……こんくらいでいいか？」

　麻未に比べてぎこちないＶサインを見せ、しかしちゃっかり自分のスマホでも撮ってもらった。せっかくだし。

　一度服を戻して運営が用意してくれた弁当を食べていると、携帯が震ふるえた。亜あ梨り沙さからメールだ。

『本番前に会えないかな』

　即座に「わかった。どこに行けばいい？」と返信して、理央は残りの弁当を詰め込む。

「悪い。柴しば垣がきたちが来てるみたいだから行ってくる」

「そう？　三時半からだから、三時くらいまでには戻ってね」

「わかった」

　ちなみにイベントまでのあんのんソフトのブースであるが、もちろん商品は勇ゆう魔ま戦せん争そうだけではないので、最近発売されたゲームや関連グッズの販売をしている。タイトルを聞いたが、申し訳ないけど聞いたことがなかった。やはり勇魔戦争が看板のようだ。

　人ごみをかき分けて亜梨沙のメールにあった場所へ行くと、そこには私服姿の亜梨沙がいた。傍らには素もと子こもいる。あと、年上らしき女性も。三十手前に見える。

「あっ、りーちゃんだ！」

　素子に指を差された。すっかり「りーちゃん」が定着しているな。といっても、他の呼び方を知らないから当然だ。

「よう。衣装はどうだった？　もう着てみたんだろ？」

「うん。細かいところまでちゃんと作ってあって、すごくよかったよ。……あ、こちらは七なな海みさん。元四し天てん王のうの。知ってる、よね」

「どうもー。君の噂うわさはかねがね」

　ショートカットの女性は、そう言って笑った。盗とう賊ぞくの七海か。レアアイテムのコレクターで、譲ゆずり受けたアイテムにはハイネがお世話になっている。

「初めまして。それと、ご出産おめでとうございます」

「お、知ってるんだ。今日は旦那に子供預けて、久し振りにのんびりしようかなって。我らが魔ま王おうにも会いたかったしね」

　七海は大きく伸びをした。子育ての苦労なんて理央にはわかるはずもないが、今日は貴重な息抜きの日なのだろう。

　近くにチャンタと大たい佐さの姿は見えない。男どうしでどこかを回っているのだろうか。

　つくづく、亜あ梨り沙さはいい友達に出会えたのだと思う。この四し天てん王のうに引き合わせてくれた先代の魔ま王おうに感謝だ。

「忙しいはずなのにごめんね。本番が近くなったら緊きん張ちようしちゃって……」

「いや、別に気にすんな。っていうか、俺に頼たよってばっかをやめるって言ってたくせに」

「あ……それはその……明日から……」

「ＯＬのダイエットかよ」

「今だけ……ダメ？」

　この上目遣い。麻ま未みとの大きな違いは無自覚でやっている点。その分、威力は凶暴である。

「ぐはっ……これは強烈だわー……」

　七なな海みが先に被弾した。

「……好きにしろ」

「はい！　りーちゃんツンデレー」

　このうるさい女子大生め。

「まあまあ。こんな機会めったにないんだから緊張もするでしょ。それで、君は魔王を見に来てくれたの？」

　七海が素朴な質問を投げかけた。何も知らなければこう考えるのは普通だ。亜梨沙が目で「言っていいの？」と訊きいてきた。理り央おは小さく頷うなずく。

「どうせすぐにわかるから言っておく。俺は親しん衛えい隊たいのリオだ。今日はよろしく」

「……は？」

　素もと子こが固まった。

「リオって、あの新しい料コ理ツ人クの？」

　新しいといっても三ヶ月は経たっているのだが、しばらく勇ゆう魔ま戦せん争そうから離はなれていた七海にはそう感じるのかもしれない。

「そうだ。俺もゲストで呼ばれてる」

「素子さん、七海さん、黙だまっていてすみません」

　すると素子はざっと後ずさった。

「ちょっ、ちょっと待って？　そこのりーちゃんはアリサちゃんの幼おさな馴な染じみで、何年か振りに再会したんだよね。で？　で？　偶然勇魔戦争をやってて、偶然勇者軍の親衛隊だったってこと？」

　理央が親衛隊になった次の日に亜梨沙が転校してきた。だから時間としては一日の差であるが、そうだ。

「じゃあ魔王城攻防戦の時、りーちゃんはアリサちゃんを倒すために城に攻め込んできたってことだよね」

「ああ。途中でどっかの誰だれかに一いち撃げきで殺されたけどな」

「あ、私だ。あの時はどうも。たいしたアイテムもドロップしなかったけど」

　余計なお世話だ。

「なーんか、すごい事実がわかっちゃったね。見物にきてよかったかな」

　七なな海みが発した言葉を最後に、数秒の静寂があった。あたりはお祭りとばかりに賑にぎやかなのに、ここにだけ賑わいがない。亜あ梨り沙さは何を言っていいかわからないのだろうし、理り央おはカミングアウトした以上、後はイベント本番でリオとして彼女たちの前に立つだけだ。

　やがて素もと子こが口を開いた。

「ろ……」

「ろ？」

「ロミジュリ！　これってロミジュリじゃん！　アリサちゃんは魔ま王おう軍ぐんの魔王で、りーちゃんは敵の幹部！　リアルでは劇的に再会した幼おさな馴な染じみどうしなのにネトゲでは敵どうし。これはロミジュリだよ！　ヤバい！　興奮してきちゃった！」

　両腕で自分を抱くようにして、素子は「あーん」とか言っている。どうやら別の世界に行ったらしい。

「ロミオとジュリエット」の原作こそ読んでいないものの、なんとなくわかる。つまり「なんか悲劇的」ということだろう。

　全体的にテンションの高い場所にいるので、素子の小こ躍おどりも周りの人は気にかけない。

「ロミジュリはともかく、偶然が重なってこうなっちまったんだ。ま、イベントは楽しくやろうぜ」

　わさわさ動いていた素子だったが、急に姿勢を正すと理央を指差した。

「楽しくやるのは当たり前！　しかーし！　私らの使命は宿敵マミと親しん衛えい隊たいを倒すことだよ！　いくらりーちゃんが私好みのイケメンで料コ理ツ人クリオでも容赦はせんぞ！」

「……そう言ってくれると助かる。俺が言うのもアレだけど、亜梨沙と仲良くしてくれてありがとう。チャンタや大たい佐さにも礼を言いたい」

「アリサちゃん……これ結構マジなんだけど、ちょっと食べていい？」

「素子さん！」

　だから食べ物ではないのだが、試しに齧かじってみてはどうか。おそらくファンタオレンジの味がすると思う。

「それにしても、ついに親衛隊と四し天てん王のうの全面対決かー。元四天王としては参戦できないのが悔しいってのが本音だよねー」

　しみじみと七海が言う。妊娠、出産と不可抗力な理由ではあるが、自分が勇ゆう魔ま戦せん争そうから離はなれている時に大きなイベントが起きているので、その場に居合わせたいという気持ちはわかる。でも、代わりに入ったハイネがまずまずの活かつ躍やくをしているはずなので勘弁して欲しい。

　そうだ、ハイネは今日いないんだよな。

「全面っていっても、そっちはハイネ抜きだろ？　ハンデにならないか？」

　理り央おはこれが失言であると気づくのに三秒を要した。ホームページでわかる情報は、ハイネのプレイヤーが来ないということまで。家からログインすれば、フィールドには登場するのだ。

　理央の言い方だと、ハイネはログインすらしないことを知っているように聞こえてしまう。その情報は、理央が知っていていいものではない。

　案の定、亜あ梨り沙さたちは「え？」と理央に疑惑の視線を向けた。

　これまで隠し通してきた秘密が、こんなにもあっさりと……。

　必死に言い繕つくろいの言葉を探す理央だったが、亜梨沙から聞かされたそれは、さらに混乱させるものだった。

「りーちゃん、ハイネさん来られることになったんだよ」

「……はい？」

　鏡は見ていないが、目が点とはおそらくこの状態を言うのだろう。啞あ然ぜんとする理央に素もと子こが継いだ。

「そうそう。昨日の夜に運営に連絡があったんだって。予定があってここにはギリギリの到着になるらしいからまだ会えてないんだけどさ。ちょー楽しみ」

「あ、いや、ちょっと待っ……」

　何を言っているんだ。ハイネは北海道に住んでいて、この冬はベルリンに帰省する予定なのだ。

「もともとハイネっちのマネキンを置く予定だったらしくて、衣装はあるんだってさ。ま、サイズがぴったりとはいかないと思うけど。これで全員参加だね」

　喜ぶ素子たちだったが、理央は一人で脳内を整理していた。が、問題をどう片付けていってもこれしか残らない。

　ハイネ、お前は誰だれだ。







「本日はお集まり頂きありがとうございます！　これより勇ゆう魔ま戦せん争そうオンラインの新マップ解放に先立ちまして、公開プレイを開催したいと思います！　司会の長なが尾おです、よろしくお願いします」

　そして午後三時半、定刻通りにイベントは開催された。練習したのか、マイクを持った長尾は危なげなく最初の挨拶をこなした。理央は料コ理ツ人クの衣装を着て舞ぶ台たい裏うらにいるのでどれくらいの客が見ているのかわからないが、拍手の音を聞く限り、それなりの人数がいると予想できる。大手メーカーのイベントに被かぶらせなかったのが功を奏したようだ。この時間だと帰路につく人も多いが、その途中で少しでも足を止めてもらえるように、長尾は声を張り上げている。

　直前には夏なつ樹きや柴しば垣がきからも激励のメールが届いていて、舞ぶ台たいに上がればクラスメイトの顔も確認できるだろう。

　が。

　それどころではない問題も発生している。

「理り央おくん。四し天てん王のうもみんな来てくれてよかったね」

「おう……そうだな」

　親しん衛えい隊たいと四天王は、それぞれ舞台裏で二つに分かれて待機している。客から見て右側から親衛隊、左側から四天王が登場予定となっている。なので現在、理央たちからは少し離はなれた場所で四天王が出番を待っている状態だ。

　運営としては舞台上で対面という形を取りたいようで、まだお互いに顔合わせをしていない。ここから魔ま王おうアリサを見ることはできるが、黒いローブにフードで顔半分を隠しているため、体格から女性であるとわかっても顔は判別できない。ちなみに魔王の衣装であるが、亜あ梨り沙さの希望か運営の配はい慮りよか、肌の露ろ出しゆつは抑えたデザインになっている。ゲーム内で上半身裸の狂戦士パーサーカーである大たい佐さの衣装も心配だったのだが、今回はゴツい鎧よろいにすることで解決としたようだった。大佐の細い体格とのギャップもそうだが、何より真冬に裸でゲームをやらせるわけにはいかない。

　亜梨沙はあちらで素もと子こたちと何やら話をしているようだが、こちらを意識しているのがわかる。かといって理央や麻ま未みに目を向けようとはしていない。

　ハイネはまだ来ていない。本当にギリギリでの到着になるようだ。さっき運営の人に訊きいてみたらそう回答があった。

　どうしてハイネが来るのか。ハイネのプレイヤーはここにいるのだ。理央が寝ている間に分裂した可能性もあるが、体に千切れた形跡はないし、もしそうだとしたら世界的な大事件だ。

「にしても、魔王が普通に女の子でよかったな。逆に男でもネタになるなって期待もしてたんだけど」

　青銅を再現した甲かつ冑ちゆうを着込んだ御み堂どう丸まるが言った。ちなみに奥さんは格かく闘とうゲームの勝ち抜きであっさり三十連勝して景品を貰もらっていた。

「顔を隠してますけど、顔出しＮＧなんですかね」

　西部劇風の銃じゆう士しとなったハルトも含め、親衛隊は顔を隠す衣装は着ていない。素人ではあるが、テレビ放送されるものでもないからという理由だ。

「私……一回あっちのチャンタを倒したことあるんだけど、恨まれてないかな……」

　紫し乃のはおどおどしているが、そんなことを根に持つようなチャンタではないし、そもそも忘れているのではないかと思う。いつもプレイ中は酔っているし。

　四天王の印象を口々に話していると、望もち月づきが来て「そろそろお願いします」と声をかけた。司会の長なが尾おが声のボリュームを一層大きくする。

「それでは、スペシャルゲストに登場してもらいましょう！　まずは勇ゆう者しや軍ぐんの不動のリーダー、勇者マミと、勇者に選ばれし親しん衛えい隊たいの皆さんです！」

　寺てら尾おの合図で、麻ま未みを先頭にして表おもて舞ぶ台たいへ。拍手で迎えられた理り央おが見たのは、理央たちのために用意されたパソコンと巨大モニター、そしてたくさんの観客たちだった。予想以上に数が多く、夏なつ樹きや柴しば垣がきを探す余裕なんてない。

　拍手の中から「おおー」とどよめきが聞こえたのは、マミのプレイヤーが本当に美少女であったことに対する驚おどろきだと思われる。

　おかしいな。理央の登場に女性客からの黄色い悲鳴がないぞ。

「麻未ちゃーん、初はつ島しまくーん、似合ってるよー！」

　相あい沢ざわいるし。

　そういえば彼女も勇ゆう魔ま戦せん争そうプレイヤーだったと思い出しつつ、落ち着いて客を見渡してみればクラスメイトの姿もちらほら。サッカー部を休んだ夏樹もいて、サボって平気なのか心配したが、すぐ近くにサッカー部の部長もいた。

「初めまして。勇者のマミです。今日はこんな貴重な体験をさせて頂いたあんのんソフトさんに感謝すると共に、精一杯楽しみたいと思います。よろしくお願いします！」

　マイクを渡された麻未は、事前に考えておいた挨拶を淀よどみなく暗唱し、会場は拍手に包まれた。

　続いて理央。

「こんにちは。料コ理ツ人クのリオです」

　ぶーぶー。

　まさかの第一声でブーイングである。もちろん主犯はクラスメイト連中だ。

「いきなりかよ！　てめえ柴垣！　お前、この前杉すぎ下したさんをデートに誘って断られたのバラすぞ！」

「今バレたよ！　つうかなんで知ってんだよ！」

「情報源はお前の斜め後ろにいる」

「……西にし橋はしさん!?」

　準備しておいた挨拶は台無しになってしまったが、会場が和やかな雰囲気になったのでよしとしよう。

　御み堂どう丸まるは大人の余裕か無難にこなし、ハルト、紫し乃のも緊きん張ちようしながらも挨拶を終えた。御堂丸が喋しやべっている最中に「パパー！」と聞こえたのにはさすがに赤面していたが。

　勇魔戦争を知らずに見物に来た客には、社員がパンフレットを配って回っている。このうちの何人が今夜登録してくれるのだろう。

「それでは続きまして、魔ま王おう軍ぐんの皆さんに登場してもらいましょう。なお、都合により暗殺者アサシンのハイネさんが遅れて……あ、来た？　大丈夫？　……どうやら全員揃そろったようです。どうぞー！」

　長なが尾おは舞ぶ台たい裏うらの浅あさ尾おに確認しながら、魔ま王おうと四し天てん王のうを呼んだ。偽ハイネは本当に来たようだ。一体どの面さげてやって来たのか。

　先頭は魔王アリサ、それから素もと子こ、チャンタ、大たい佐さ、ハイネと続き、理り央おたちとパソコンを挟んで対面する形に並ぶ。素子と目が合った。理央と会っている大佐とチャンタに驚おどろきの表情がないのは、すでに素子から聞かされているからだろう。さっきより拍手がいくらか控え目なのは、魔王の顔がフードで隠れてしまっているからかもしれない。

「…………」

　堂々と現れた偽ハイネは、当然かもしれないが狐きつねのお面をかぶっていて顔はわからなかった。しかし、不在に備えたマネキン用に作った衣装はぶかぶかで、小柄な女性だと予想がつく。運営は、キャラクターが男なのでプレイヤーも男だと仮定して衣装を発注したようだ。

　ハイネを偽者と知らない客たちは、現実で再現された勇ゆう者しやと魔王の対たい峙じに言葉を失っているようにも見えた。

「では魔王から挨拶をお願いします」

　長尾がアリサにマイクを手渡した。理央の心臓が高速で脈を刻む。ハイネに気を取られていたが、もっと大切なことが、これから起きる。

　理央に頼たよってばかりだった亜あ梨り沙さが、麻ま未みとの関係に悩んでいた亜梨沙が、自分の意志で、自分で決めて、ここで今、伝える。

　フードを深くかぶっている亜梨沙だが、理央を見た気がした。理央は小さく頷うなずく。勇気ならいくらでもくれてやる。安心しろ。

　マイクを持ったアリサは、客ではなく麻未に体を向けた。気づいた麻未は宣戦布告かと思ったのか姿勢を正す。

　そして息を吸い、マイクで大きくなっても、か細い声で。

「麻未ちゃん……今まで黙だまっていてごめんなさい」

　フードに手をかけ、魔王アリサのプレイヤーが姿を見せる。

　クラスメイトの、早はや坂さか亜梨沙。

「亜梨沙ちゃん……？」

　異様な空気を察したのか、観客は誰だれも声を発しなかった。

「私が転校してきた日、麻未ちゃんが勇者だと知りました。でも、魔王が私だって、言えなかった。麻未ちゃんは大切な友達で、優しくて、このゲームが好きって知ってたから、私が敵だってわかったら勇ゆう魔ま戦せん争そうがやりにくくなっちゃうかもしれないって……。ごめんなさい。本当に、ごめんなさい」

　もし理央が一般の客としてここにいたら。「魔王は何を言っているのだろう」とただ疑問符を浮かべるだけだっただろう。ゲーム内に二人しかいない勇者と魔王が同じクラスだなんてにわかに信じがたいし、むしろこれも運営の仕込んだ演出なのではないかというくらいまで疑っていたかもしれない。

　だがこれは紛れもなく本当のことで、その証拠に夏なつ樹き、柴しば垣がき、相あい沢ざわ、西にし橋はし、石いし井いといったクラスメイトは開いた口が塞がっていない。

「……マジかぁ……。私ずっと、亜あ梨り沙さちゃんと戦ってたんだぁ……」

　麻ま未みは絞り出すようにそう呟つぶやいた。

　長なが尾おがマイクを向ける。長尾も戸惑っているようだった。

「マミさん、友達ということですが、リアルで……？」

「あ、はい。そうです。高校の同じクラスで、えっと、その……すみません、軽くテンパちゃって……」

　会場が妙な沈ちん黙もくに包まれていた。

　亜梨沙とアリサ。名前こそ同じだが、「アリサ」という名前をネット上で使う人は少なくないだろうし、麻未は亜梨沙がアリサだなんて欠片かけらも思っていなかったに違いない。クラスメイトだって、誰だれ一人として。

「ごめんなさい、麻未ちゃん」

　亜梨沙は繰くり返した。

　ふと、理り央おは視線に気づく。横目で麻未がこちらを見ていた。理央にだけ聞こえる声で言う。

「理央くんは知ってた、よね。亜梨沙ちゃんのことだもんね」

「……すまん、知ってた。全部偶然なんだ。言い出せなかった亜梨沙の気持ちもわかって欲しい」

　麻未は深呼吸をした。でも吐き出す息が震ふるえていて、そこに動揺が見える。

「そっか……。あ、魔ま王おうだってわかると理央くんも気まずくなるんだ。親しん衛えい隊たいが魔王の幼おさな馴な染じみって複雑だもんね」

　そこまで察してくれるのか。

　麻未は長尾に言ってマイクを貰もらった。魔王のカミングアウトを受けた勇ゆう者しやの発言に注目が集まる。

「亜梨沙ちゃん、本当にびっくり。いきなり休きゆう憩けい欲しいくらい。言われてみれば、キャラのグラフィックも似てるよね。……でも、何も謝ることなんてないよ。私は勇者、亜梨沙ちゃんは魔王、そしてクラスメイトで友達。それだけだよ」

　理央はいつの間にか息を止めていて、麻未の言葉に大きく息を吐き出した。

　やっぱり、麻未はこう言ってくれた。どこまで勇者なんだよと思う。亜梨沙を見ればもう泣きそうで、理央は「ここで泣くな」と念を送る。

「でも……」

「だったらさ、反乱の時に助けてもらった借りとチャラってことにしようよ。これでイーブン。対等になったところで、今日、私は魔ま王おうを倒す！」

　マイクを剣のように、亜あ梨り沙さへ向ける。

　亜梨沙は宣戦布告に目を丸くしたが、麻ま未みから目を逸そらすことなく見据えた。亜梨沙は麻未の父親がゲームの開発者だと知った。勇ゆう魔ま戦せん争そうへの思い入れが特別なものであると知った。だからこそ、麻未のため、イベント成功のために参加を選んだ。

　その麻未から挑まれたなら、全力で受けるのが礼れい儀ぎというもの。

「私も、負けません！」

　亜梨沙が言い切った直後、横から素もと子この手が伸びてマイクをひったくった。そういえば挨拶の途中だった。

「負けてたまるかあ！　私も驚おどろき過ぎて軽くテンパってるけど、どんな事情でも私たちはアリサちゃんの味方なのだ！」

　すぐにまた隣となりのチャンタがマイクを奪う。

「俺にも言わせろ。会社休んでわざわざ来たんだ。おめえらの首の一つも獲とらずに帰れるか！　ほら大たい佐さ、お前も！」

「あ……お互いフェアプレーで頑張りましょう」

「ゲームのキャラで行けよ！」

　ツッコまれた大佐は押し付けるようにハイネにマイクを渡す。ハイネは何か喋しやべるかと思いきや、後ろに置いてあったらしいスケッチブックを取り出した。そこには「勝つ」と書いてある。こちらの御み堂どう丸まるが「乱らん馬まのパンダかよ」と言っていた。理り央おにはわからず、世代を実感した瞬しゆん間かんだった。

　ケンカ腰の魔王軍の挨拶はとりあえず一区切りとなり、段々と観客も状況を飲み込んできたようだった。勇ゆう者しやと魔王が実は友達どうしだったという事実を、単に「ドラマチックだなあ」とか「こんな偶然もあるんだ」くらいに感じる人もいれば、「反乱の時に助けたのは友達だったからか」とか「リアルとゲームを混ぜるな」と思う人もいるだろう。観客にどよめきが広がり、司会の長なが尾おもどうしたものか戸惑っている中、一人の女性の声が響ひびいた。

「頑張れ魔王ー！　私は魔王を応援するよー！」

　七なな海みだった。

「勝ってくれ勇者様ー！」

　すると負けじと勇者軍のプレイヤーが声を張り上げる。次々にどちらかの軍に所属するプレイヤーたちが自分たちを率いてきたボスを激励した。

　亜梨沙の告白で静まり返っていた会場は一気に歓かん声せいの嵐となり、近くにいた人は何事かと足を止める。

　この急な盛り上がりについていけないのはまだプレイヤーではない一般客と、クラスメイトだった。夏なつ樹きたちは勇者軍なので麻未を応援するのが筋で、そのつもりで来たはずなのだが、敵が亜あ梨り沙さだとわかって素直に「魔ま王おうを倒せ」と言いにくくなってしまったのだ。あのクールビューティ西にし橋はしまでもが迷っている様子だった。

「亜梨沙ちゃんが魔王か……。理り央おくん、ずっと板挟みだったね」

　飛び交う歓かん声せいの中、麻ま未みが言った。マイクもなく、理央にしか聞こえていない。

「まあな。誓って言うが、勇ゆう者しや軍ぐんの情報を漏らしたりはしてない。信じてくれ」

　物は言いよう。実際は情報を持ったままハイネで行動していたわけで。が、亜梨沙や四し天てん王のうに教えるようなことはしていない。

「二人だけの秘密か……妬やいちゃうよ、私。……うん、妬ける。亜梨沙ちゃんが羨ましい。あ、でもお父さんのことは私と理央くんの秘密で、おあいこになるのかな。嫉妬なんかして、私のこと嫌いになった？」

「……なんて言えばいいかわからん」

「あはは。でも、私は本気だよ。油断してたら襲おそっちゃうかも」

　そういえば「襲ってしまえ」と言ったのは理央だ。

　理央の指に柔らかい感触。下に目をやれば、麻未の指が絡められていた。誰だれにも見られていない、死角での出来事。

「お、おい麻未……」

「亜梨沙ちゃんとしてないこと、したい。私が先に、したいの」

　すると横から寺てら尾おが来て、「ログインお願いします」と声がかかった。亜梨沙のカミングアウトの関係で時間が押したらしい。麻未はすぐ指を離はなした。

　理央たちは席についてパソコンと向き合う。使い慣れている物がいいので、ゲームパッドは持参してきた。勇者、魔王へ声援が送られる中で、半ば強引にイベントは進む。

「えー、皆様、温かい応援の声、ありがとうございます。では早速、新マップの紹介をさせて頂きたいと思います」

　長なが尾おは望もち月づきの持っているカンペを確認しながらなんとか進行させる。理央たちは言われた通りにログインを完了させた。事前に新マップが設置される場所は聞かされていたので、その付近に集合している。

　ハイネを見れば、なんの違和感もなくログインしている。いやおかしいだろ。ＩＤとパスワードが盗まれている。が、ここで理央が「あいつは偽物だ！」と叫ぶわけにはいかない。「どうしてわかるの？」と訊きかれても「俺が本物だから！」と答えられない。

　運営側ならば、理央のパスワードを知ることもできるだろう。やはりあのハイネは、運営が用意した誰かなのだろうか。でもそれならマネキンのための衣装を用意する必要はないし、そもそも本物のハイネに連絡があるはずだ。

　正体不明の誰かに頭を悩ませる理央だが、イベントは進んでいく。

「わ、すごーい。新しいマップが増えてる」

　麻ま未みのはしゃいだ声が会場に響ひびいた。現在、プレイヤーが使っているパソコンの隣となりにはマイクも取り付けられていて、すべて声でやり取りができる。これまでチャットで意思疎通をしてきたので、こっちの方が早くていい。また、観客が見るのは二つの大きなモニターで、親しん衛えい隊たいと四し天てん王のうの動きを追うようになっている。

　ログインした勇ゆう者しや、親衛隊を待っていたのは、「リズネ遺跡」という新たなダンジョンだった。場所はちょうど勇者と魔ま王おうの領土の中間地点。

　魔王城攻防戦、勇者軍の反乱と大きな戦いが続いたせいで激しい魔ま力りよくの衝しよう突とつが起き、その影えい響きようで大陸の地殻変動が起きてこの遺跡が地上に現れた。

　らしい。

「なんか設定が雑じゃね？　『人が増えてきたから広げます』でいいじゃん」

　御み堂どう丸まるが毒を吐いた。でも同感。しかもマイクを切るのを忘れていて、観客に笑いが起き、運営スタッフは苦笑い。

「まあまあ、そう言わずに。これはやりがいがありそうですよ」

　ハルトが所持アイテムを確認しながら言った。紫し乃のは時折聞こえてくる「紫乃ー結婚してくれー」という野次にいちいち反応している。どこかに一人、熱狂的なファンがいるようだ。

　近くに魔王軍はいない。入口は別になっていると前もって聞いている。

「両軍のプレイヤーには別々の入り口から始めて頂き、道中のモンスターを倒し、アイテムを回収しながら進んでもらいます。もちろん、途中で敵軍と遭遇すれば……もうおわかりですね？」

　長なが尾おが煽あおるように説明をすると、観客も沸く。新しいモンスターやアイテムもそうだが、皆が望んでいるのはやはり勇者と魔王の決着。これでもしどちらかが負けて消滅したら、次は自分だと急いで帰宅するだろう。

　理り央おは、この決着を先延ばしにするためにリオとハイネでプレイしてきた。麻未と父親の絆きずなを切らないために。亜あ梨り沙さの居場所を失なくさないために。でも、亜梨沙は麻未に正体を明かし、麻未はそれを受け入れ正々堂々と勝負を挑んだ。もう、理央がどうやっても勇者と魔王、どちらかは倒れる。

　いつかはこうなるとわかっていた。現状維持なんてずっと続かないとわかっていた。麻未も亜梨沙も現実を生きているし、現実は日々動いている。一時停止も、セーブもロードもできない世界だ。

　だとしたら、自分も動かなければいけない。進まなければいけない。

　理央がゲームパッドを強く握ると、隣に座る麻未がマイクを切って喋しやべった。

「ちょっと見ただけだからわからなかったけど、池いけ袋ぶくろで会った時の人たちだね。あの日、オフ会だったんだ。理央くんは亜梨沙ちゃんの付き添いだったの？」

「まあ、そんなもんだ。席は離はなれてたから、スパイはしてないぞ」

「うん……。前の学校の人たちだなんて、大おお噓うそ」

「すまん」

「でも、理り央おくんとしてはああ言うしかなかったんだよね。ま、おかげでデートできたし、よしとしようか」

　笑顔を見せる麻ま未みだが、それが本心からのものなのかはわからなかった。噓をつかれたことに対して、怒っていないのか。

　すると向かい合って座る素もと子こが理央を睨にらんだ。

「やいリオー！　私怨はないが、早々に死んでもらうぞ！」

　いや私怨だろ。

「こっちこそ魔ま王おう城じようでやられてんだ！　あんたから先に倒す！」

　まるでプロレスのマイクパフォーマンスのようにやり合う両者に、観客が野次を入れて場を盛り上げる。

「お二人とも、リアルファイトだけはやめてくださいね。さあ、準備も整いましたので、リズネ遺跡に突入しちゃってください！」

　派手なＢＧＭが流れ、マミを先頭にしてダンジョンへ入っていく。何が待ち構えているかわからないけれど、マミは必ず先頭を走る。それが勇ゆう者しや軍ぐんを率いてきたボス、勇者マミのスタイルだ。

　同時に亜あ梨り沙さたちも別の場所から遺跡へ足を踏ふみ入れた。あちらの動向も気になるが、まずはリオをしっかり動かさなければ。一番弱いから、下手したら即死もあり得る。

　遺跡に入った途端、見たことのないモンスターに遭遇した。ここに出現する敵はすべて新しく、どんな攻こう撃げきが来るのかも予想がつかない。魔王軍もモンスターと戦せん闘とうに入ったようで、チャンタが何か言っている。

「くそ。色違いじゃなくてちゃんと作ってやがる。運営が仕事してるぞ！　気をつけろ！」

「はーい。メタなこと言わないでくださーい」

　長なが尾おとのやり取りは観客のウケがいい。見れば、イベントが始まった時よりも人が増えている。プレイが始まってモニターにゲーム画面が表示されたから、興味を持った人が見に来たのだろう。

「リオ、料理作れ！」

「おうっ」

　御み堂どう丸まるの指示でリオは一歩さがり、マミたちがモンスターの相手をしている間に「調理」スキルを実行する。この間は完全に無防備になるので、味方の援護が必須だ。

　リオ自身のレベルが上がってきて、作れる料理のバリエーションも増えている。リオは料理を完成させると「食え」とふるまった。

　料理には二つの効果がある。まず一つはこのゲームに設定されている「空腹値」を回復させること。キャラクターが腹を空かせてしまうと動きが鈍くなってしまうので、それを防ぐ。これは市販されている保存食のアイテムでも代用できる。しかし保存食では得られない効果が別にあり、それが「士気」の上昇である。出来立ての美お味いしい料理を食べることによってキャラクターの士気が上がり、クリティカル率や合体技の成功率などが優遇される。最初は重要視されていなかった料コ理ツ人クという職業だが、魔ま王おう城じよう攻防戦でリオが活かつ躍やくしたことで見直されつつあった。

「たあっ！」

　マミの剣が魔ま物ものを斬り伏せる。衣装を着ているせいか掛け声もノリノリだ。

「これは……推奨レベルが高めですね。最低でも２５０以上ないと苦戦しそうです」

　親しん衛えい隊たいの参さん謀ぼう担当、ハルトが分析する。

「アイテム、使ってみる？」

　モンスターがドロップしたアイテムを紫し乃のが早速使う。これはあくまで「見せる」プレイなので、どんどん進まずに新しいモンスターやアイテムを逐一紹介しながら遺跡を攻略していかなければならない。このあたりは打ち合わせで運営から言われている。

　おお、と歓かん声せいが起きた。魔王側で派手なコンビネーションが決まったらしい。

「いいですねー。ハイネの動きが抜群です」

　と、長なが尾おの実況。マジかよ。乗っ取ったキャラをもう使いこなしているというのか。あの狐きつね面めんの偽者は。

「すごいよハイネっち。別人みたい！」

　そうなんだよ素もと子こマジで。

　こちらも負けてはいられない。仮にこのイベントを見て新たに始める人がいるとして、どちらに所属してくれるかは今日の活躍にかかっている。

「よしハルト、俺らも何かコンビ技使うぞ！」

「すみません。銃じゆう士しと料理人はまだ技がないんです」

「運営の人ー！」

　理り央おがアップデートを訴えていると、竜りゆう騎き士しと銃士がコンビ技を繰くり出す。竜騎士の槍やりの先に銃士が乗り、振り上げた槍の力で高々と空へ舞まい上がる。そして上空から弾丸の雨を降らせた。広こう範はん囲いに大ダメージを与え、モンスターが断だん末まつ魔まの声をあげる。

　紫乃の魔ま法ほうがマミの剣に宿り、一振りで強力な攻こう撃げきになる。

　大がかりな技や魔法が決まる度に、観客から拍手が起きる。必要以上にＭＰを消費してもいい。勇ゆう魔ま戦せん争そうを知らない人が見て、「楽しそうなゲーム」だと思ってくれたらそれでいい。

「チャンタさんはそちらの二体を、素子さんと大たい佐ささんは前方の索敵をお願いします。ハイネさんは私とペアで」

　亜あ梨り沙さは迷いのない指示で四し天てん王のうを危険に晒さらすことなく遺跡を進んでいく。麻ま未みに打ち明けたことで吹っ切れたのだろうか。

「アリサちゃーん、声かわいいー！」

　もうファンが生まれつつある。

　応援に顔を赤くしながらも、亜あ梨り沙さはプレイを続ける。ここに来たことを後悔しているようには見えない。

　リアルのプレイヤーによる新マップお披ひ露ろ目めイベントは、最初に大きな衝しよう撃げきがあったものの、その後は順調に進んで徐々にタイムスケジュールに追いついてきていた。

　親しん衛えい隊たいも四し天てん王のうもモンスターを撃げき破はしつつ、登場する新アイテムを見せながら未開の地を進んでいく。理り央おも昨日麻ま未みから受け取ったアイテムを駆使してどうにか生き残っている。だが、このあたりで僅かだが観客からのリアクションが薄うすくなっているのを感じた。確かに新しいモンスターやアイテムは注目されるが、それも最初だけ。敵のレベルは高めに設定されていて上級者向けではあるものの、親衛隊も四天王も熟練プレイヤーなわけで、モンスターの攻撃パターンがわかってくると効率よく倒せるようになってくる。拍手も少なくなってきた。かといって、四天王と遭遇しそうな気配はまだない。広いダンジョンのようだ。

「麻未、ちょいとしらけ始めてるぞ。ここらで何か一発しないと」

「確かにそうだね。でも……うーん」

　勇ゆう者しやもこれといって案はない。四天王側でこの空気を最初に察したのはチャンタのようで、「行くぞ！」とか「こっちだ！」と声を張り上げることで打開を試みているが、空回り気味である。

「待ってください！　誰だれか……います」

　盛り上げる具体案もないままずんずん進む先頭のマミを制止したのはハルトだった。誰か、といってもここには今日、自分たち以外にはモンスターか四天王しかいないはず。まさかもう四天王と鉢合わせたか。いや、だとしたら魔ま王おう側のモニターを見ている客がもっと騒さわぐ。それにリオから見えるのは人の形をした影かげが一人分だけ。

「人型のモンスター？」

　紫し乃のが警戒して補助魔ま法ほうでパーティの防御力を上げた。

「補給ポイントかもしれん」

　御み堂どう丸まるが言った。これまで大型で四足歩行のモンスターばかりだったから、新しん鮮せんではある。もしくはこの遺跡の住人という設定のＮＰＣかもしれない。お金を払えば回復してくれるとか。

　じりじりと接近をしていくと、しだいに顔が見えてくる。淡い緑のローブに、胸には大きな玉が連なったネックレスをさげている。戦せん士しよりも魔ま法ほう使つかいに近い風貌の男のキャラだ。と、どこかで見たことのあるような顔立ちであった。このゲーム、勇者軍は青、魔王軍は赤、村人などのＮＰＣは緑で名前が表示される。しかし、このキャラクターの名前は見たことのないシルバーで表示されていた。

　名前は「アサオ」。

「こいつ運営スタッフだ！」

　そういえばさっきから浅あさ尾おの姿が見えない。どこかでログインしているのか。

　理り央おが叫んだ瞬しゆん間かん、アサオが仕掛けてきた。アサオが両手を広げると、周囲から光の玉が集まりアサオの体へ吸収されていく。そして範はん囲いの広い魔ま法ほうを放ってきた。予備動作が不可解だったこともあってリオの反応は遅れて直ちよく撃げき、マミは回かい避ひ、ハルトとチャンタは紫し乃のの後ろに回ってシールドで軽減した。

「リオくん！」

「平気だ。でもＨＰが残り78しかない」

「それ平気じゃない！　アイテム使って！」

　言われるまでもなくアイテムで全回復。まだ温存しておきたかったが、仕方ない。

　長なが尾おが高らかに叫ぶ。

「ここでゲストキャラクターのアサオが登場しました！　彼の職業は『精せい霊れい術じゆつ師し』！　はい、皆さん知りませんね？　こちら、このダンジョンと共に実装される新職業です！」

　理央たちも知らされていなかった新職業の追加だった。やってくれたな運営め。グダグダにならないようにいいタイミングで投入してきた。

　くそ、面白くなってきたじゃないか。

「あー！　こっちにも！」

　素もと子この声が聞こえた。四し天てん王のう側にもスタッフのキャラが出現したようだ。この場にいない人となると、牛うし尾おか。

「こちらのウシオは『機き械かい兵へい士し』！　全身に武器を仕込み、恐れを知らずに戦う鋼鉄の戦せん士しです！」

　何それカッコいい。

　ユーザーの新規獲かく得とくを目的としたこのイベント、新しく始める人に特典がなければ強い集客効果は見込めない。この新職業はそのためか。

「リオくん！　油断しないで！」

「わかってる！」

　目の前に立ちはだかるアサオ。どんな戦法を得意とした職業かもわからないし、人数的にはこちらが有利だが、おそらくレベルも高くなっているだろう。迂う闊かつに近づくのは危険過ぎる。

　ここで長尾からありがたい忠告があった。

「えー、特に勇ゆう者しや軍ぐんの皆さん、当社の浅尾はガチなので気をつけてください。ちなみにレベルは７００です」

「マジかよ！」

　マミですら５００を超えたばかりだというのに。今回きりのゲストキャラクターだからいいものの、普通に存在したらパワーバランスに影えい響きようが出る。

「行きます。ボーナスがミカンだった恨みをここで！」

「俺らのせいじゃない！」

　精せい霊れい術じゆつ師しが魔ま法ほうを放つ。今度は回かい避ひすることができたが、さすがレベル７００、ＭＰを惜しまずにどんどん撃うってくる。回復アイテムの準備も万端だろう。

　魔ま法ほう使つかいと違うのは、杖つえから魔法を出すのではなく、周囲の力を吸って撃つようなモーションであること。

　紫し乃のの魔法は防がれ、しかしその隙にマミと御み堂どう丸まるが接近する。剣と槍やりの攻こう撃げきをよけながら、アサオは近きん距きよ離りで魔法を放つ。たまらずまた距離を取るマミ。ガチというだけあって、純粋にプレイが上う手まい。昔からゲーマーで、趣しゆ味みが高じてゲーム会社に就職したのかと想像してみる。

「仮説を立ててみました。あの魔法は、フィールドによって変わってくるのではないでしょうか」

　我らが軍師、ハルトが言った。

「お、それあるかもな。何か周りのパワーを使ってる感じだし」

　御堂丸も同意。確かに理り央おもそう思った。ここは遺跡だが、舞ぶ台たいが変われば魔法も変わるという、状況に応じた戦法の選択を求められる職業ではないのか。

「なるほど。精霊術師っていうのは、その場所ごとの精霊の力を借りて魔法を使うってことなんだね」

　麻ま未みはちらりと長なが尾おを見た。

「べ、別にそういうんじゃないし」

「めっちゃ動揺してるじゃん！」

　どうやら当たったらしい。ハルトの冷静な分析にはいつも助けられている。最年少のはずだが、この落ち着きは尊敬できる。

「ハルトくーん！」

　客席から黄色い歓かん声せいが届く。中性的な顔立ちだから、女性受けがいいようだ。というより、そろそろ自分のファンができてもいい頃ではないのか。

「理央ー、そろそろ死ねー」

「夏なつ樹きうっせえ！」

　野次しかこない。

「やっば！　真紅竜！」

　チャンタがＳランクの召しよう喚かん獣じゆうを呼び出した。機き械かい兵へい士しを相手にしている魔王軍も苦戦している。

　ハイネは相変わらず黙もく々もくとプレイをしている。しかも上手いらしい。装備やスキルは理央が選んできたもので、それにすぐ慣れて使いこなすというのは気味悪さすら感じる。

「『ライトニングジャベリン』！」

　紫し乃のの強力な魔ま法ほうがアサオを襲おそい、マミと御み堂どう丸まるが波状攻こう撃げきを繰くり出す。が、それも囮おとりで、本命はハルトの射撃。攻撃のスキルが少ないリオはとりあえず爆ばく弾だんを投げる。

　それでも巧みなプレイングでアサオは反撃してきた。１対５だというのにこちらも決め手に欠ける。

　マミの攻撃を空振りさせ、アサオが魔法を放つ。攻撃後の硬直で回かい避ひが遅れたマミだが、間一髪でリオが間に入って魔法を受けた。本来、ＨＰがマミより低いリオが身代わりになるべきではないのかもしれないが、こればかりは本能的に指が動いてしまう。

「ありがとうリオくん」

「お安い御用だ」

　ちょっと言ってみたかったセリフだ。

「リアルでも守ってくれたらなあ」

「あ、あほ！　マイクを切れ！」

　ばっくはつ。ばっくはつ。

「おおっと！　客席から『爆発しろ』コールです！　ではリオさん、どうぞ」

「しろってか！」

　どうやら長なが尾おは理り央おを使って笑いを取ることを覚えたようだ。まあ、ぐだぐだになりかけていた空気を取り戻せるならそれでもいい。

「マミ、そろそろ決めるぞ」

「わかった！　紫乃ちゃん！」

「うんっ」

　補助魔法でマミと御堂丸を限界まで強化。リオも料理を作り投げつけ強引に食べさせる。ハルトの特殊弾で一時的にアサオの動きを鈍らせた。

「『ドラゴンダイブ』！」

　高く飛び上がった御堂丸の天からの一撃。すごい。威力もそうだが、この技の名前をリアルで思い切り叫べる御堂丸がすごい。

「『セイントスラッシュ』！」

　麻ま未みもすごかった。

　リオの料理によって士気が上がっていたので、マミの攻撃がクリティカルとなり、アサオのＨＰを削りきった。

「夏は……現金のボーナスを……」

　切ない断だん末まつ魔までアサオは消えていった。はたしてこの声は社長に届くのか。ドロップ品は「東門の鍵かぎ」。何だろうかこれは。しかし重要そうなのでマミが懐ふところに入れた。

「メニューで選択してみても何も解説がないや。他の鍵もあるのかな」

　結果的に、それなりに苦戦し、全員の力を総動員して倒せたアサオ。彼のステータスの設定は絶妙だったと言える。

　アサオ戦で消耗したＨＰを回復させて、親しん衛えい隊たいはさらに奥へと進んでいく。まだ新職業の運営キャラが待ち構えているかもしれない。期待と警戒をしながらリズネ遺跡を探索するが、モンスターが現れるだけで運営は出てきそうにない。

　が、代わりに大きな建物にたどり着いた。

「何だこれ」

「廃はい墟きよに近いようですが……」

　見上げるほどの石いし壁かべがそびえ立ち、そしてその壁は曲線を描いている。つまり上空から見るとこの建物は円形をしていると予想できた。

「他に道もないし、ここが最深部かな……」

　言いながら、試しに紫し乃のが壁に向けて魔ま法ほうを放った。しかしダメージが入ることはなく、この建物は破は壊かい不可の村の中にある店などと同じ扱いだとわかった。少し違うが、公共施設とでも言うべきか。

「ねえ、門があるよ。鍵かぎがかかってる」

　近くを調べていたマミが親衛隊を呼んだ。言う通り、そこには大きな門があり、ここから中に入れるようだ。門はわかりやすい南京ナンキン錠じようで閉ざされている。

「まあ、さっきの鍵だろうなあ。マミ、使っちまえ」

「うん」

　マミがアイテムを使用すると、ガチャリと音がして門が開いた。つまりこれが「東門」。中に入っていくと、砂の地面があるだけで他には木も岩もない。モンスターすらいなかった。親衛隊が全員入ると、自動で門が閉じられた。

「……開かない」

　紫乃が押してみたが、びくともしない。鍵は消費アイテムのようでもうマミの手もとにはない。

「閉じ込められたか。……つうか、ここってよ」

「どう見てもコロッセオですね」

　御み堂どう丸まるの言葉をハルトが継いだ。そう、あからさまにそのままだった。周囲は段になっている観客席がぐるりと囲み、しかし見物する客はいない。砂さ塵じんが舞まい、視界は悪い。

「罠わなは……ないみたい」

　抜け目なく罠探知をしていたマミが言った。ここが見た目通りの闘とう技ぎ場じようであるなら、罠の類はないだろう。

「猛もう獣じゆうとでも戦わせようってか。気分はグラディエーターだな」

　リオは巨大フォークを構える。グラディエーターと言っておきながらこの武器はミスマッチである。

　閉じ込められているということは、普通に考えればここでの戦せん闘とうに勝利すれば出られるという設定に違いない。が、肝心の敵がいない。

　猛もう獣じゆうか、ドラゴンか、それとも……。

　砂さ塵じんの向こうに人ひと影かげ。五人いる。

　モニターを見ていた客が沸いた。

「マミさん」

　亜あ梨り沙さの声。

　クラスメイトの「麻ま未み」ではなく、勇ゆう者しやの「マミ」と亜梨沙は呼んだ。

　これまで理り央おが避さけてきた状況が、訪れた。

　張り詰めた空気を読みもせず、仕事を優先して長なが尾おのマイクが割り込む。

「はい！　ついにやって来ました。こちらは遺跡の奥にある見ての通りの闘技場でございます！　ここではパーティもしくは個人での決闘が可能になっています。人数を合わせて中に入れば、どちらかが全滅するまで出られません！」

　おおー、とどよめきが聞こえる中、さらに説明を追加する。

　ここではモンスターや他のプレイヤーに妨害を受けることはなく、持ち込んだ装備とアイテムを駆使して戦う。観戦は自由。死にそうになったからといってログアウトして逃げても負け扱いになる。仮に回線の不調によるログアウトでも負けは同じ。気まぐれで運営スタッフのキャラがいることがあるので、運が良ければ戦える。見事スタッフを倒せればレアアイテムをドロップするかも。

「なーにが『遭遇したら』だよ。ハナっから戦わせる気だったんじゃねえか」

　そう言ったのはチャンタだった。闘技場なんて用意している時点で、こうやって勇者と魔ま王おうが出会うのはわかっていた。もしハイネが不参加のままだったら闘技場の紹介だけになったのかもしれないが、全員が揃そろっている以上、ここで戦わないという選択はない。

　新しい施設の説明という仕事を終えた長尾は、おとなしくマイクを切ってこの後をプレイヤーに任せる。

　冬だというのに、ゲームパッドを握る手には汗が滲にじんでいる。

　落ち着け理央。今はハイネじゃなくてリオ。勇者軍のリオだ。やるべきことは一つ。魔王と四し天てん王のうを倒す。

　隣となりに座る麻未が、肘で小突いてきた。マイクを切っているようで、声を潜ひそめて理央を呼ぶ。

「理央くん、大丈夫？」

　その言葉の意味はわかる。「相手は幼おさな馴な染じみの亜梨沙だけと、全力でやれるか。躊躇ためらいはないか」。

「……平気だ。心配するな。俺も腹を括くくった」

　そう言ったものの、本当に括れているかなんてわからない。でも、もうどうしようもない。どちらかが今日、負けるのだ。麻ま未みが負ければ勇ゆう者しや軍ぐんのリーダーとしてマップ統一という夢が遥はるか遠ざかり、父親が操作するキャラが待っているかもしれない新たな大地へ向かうことが困難になる。亜あ梨り沙さが負ければ、ゲームでも現実でも長く苦楽を共にした四し天てん王のうという友達といられる場所を失う。

「アリサちゃん、準備はできてる？」

　麻未が亜梨沙を見据えた。亜梨沙は小さく頷うなずく。

「はい。絶対に負けません」

「私もだよ」

　この時のマミ、レベル５０６。アリサ、レベル４９１。平均のレベルは親しん衛えい隊たいの方が若干だが高い。しかしこの程度の差は戦術とプレイヤーの腕で埋まる。

　クリスマスの東京ビッグサイト。ブースによっては撤てつ収しゆう作業が始まっているこの時間に、あんのんソフトのブースには固唾を飲んでモニターを見守る観客と、それぞれの衣装を着たプレイヤーがゲームパッドを握り締しめていた。

　先手はどっちだ。親衛隊でクエストをしていると、大抵は遠えん距きよ離り攻こう撃げきのハルトか紫し乃のが最初に仕掛ける。後方支援がメインとなるリオは、戦せん闘とうが始まったら一歩さがり、料理を作って味方に支給するのが最初の仕事だ。実力が拮きつ抗こうしているプレイヤーどうしの戦いとなれば、士気の有無が勝敗に影えい響きようするはずだ。

『煙玉』

　四天王で最初に動くのは弓矢の素もと子こ。もしくは闇やみ魔ま法ほうのアリサあたりだと予想していたが、反して行動に出たのはハイネだった。アイテムで煙幕を張り、視界を奪う。こちらのハルトが銃を構えたところで、出鼻を挫くじかれた形になった。敵ながら、偽物ながら絶妙なタイミングである。

　煙玉はレアでもなんでもない安く買えるアイテムで、イメージ通り、負けそうな時に敵から逃げるために使うネガティブな物だ。しかしあの偽ハイネは開戦直後に使うという意表をついた。

　が、煙幕によって視界を奪われるのは親衛隊だけではない、四天王もまた、戸惑いを隠せなかった。当たり前だ。今日になって突然現れたハイネが連携などできるわけがない。これは独断行動だ。

「おいっ！　何勝手に……ちょっと、なあ」

　大たい佐さがハイネに抗議するが、相手が女の子らしいせいか語気が弱い。このネット弁べん慶けいめ。

　ハイネはマイクを切っているようで、何か言っているようだが聞こえない。

「うわっ……」

　画面の中で、ハイネがリオに迫っていた。煙の中で突っ込んできたのか。まさか、防御力が低いのに特攻隊長を務めるつもりなのだろうか。

　もちろん理り央おはハイネの特徴を知っている。正面から来たって攻こう撃げき力りよくはたいしたことはない。ダメージを与えようと思ったら手数を増やすか、背後から攻撃して「闇やみ討うち」スキルを発動させるしかない。

　それにリオでもハイネが相手ならそれなりのダメージが見込める。ここは迎え撃うつ。ＩＤを乗っ取られた恨みもある。

　甘い。知りもしないハイネの声が聞こえたような気がした。ハイネは急ブレーキで迎撃したリオの巨大フォークを空振りさせると、リオを無視して今度は御み堂どう丸まるへ方向転換。が、御堂丸にも攻撃は加えず、ただ走り抜けるだけ。本命のマミに向かうならともかく、その先にマミはおらず、紫し乃のしかいない。

「このっ」

　紫乃が魔ま法ほうを唱え、上う手まくハイネに当てた。それすらも意に介した様子はなく、被弾しながらもハイネは走り回った。

　やがて煙が晴れると、その狙いがわかった。

「よし、今度はこっちから……」

「待って！　動かないで御堂丸！」

　視界が回復したところで反撃に出ようとした御堂丸をマミが制止した。

「どうした？」

「罠わな、仕掛けられてる」

　マミが「罠探知」スキルを使用している。すると砂の地面の所々が黄色く光った。これは罠が仕掛けられている印で、罠探知を使うことで浮かび上がってくる。

「げっ。こりゃあ……」

　御堂丸が漏らす。リオたちの周辺に多数の罠が仕掛けられていたのだ。

　罠というのはわかっていれば怖くない。そう言いたいところだが、この状況では違う。地面にある罠を意識しながら動かなければいけないので、自然と行動が制限される。この中で罠解除のスキルを持っているのはマミだけ。罠解除の最中は一定時間動けなくなるので隙だらけになる。今、マミにさせるわけにはいかない。

　通常、罠というのは敵を迎える時に使うもの。大型モンスターでレベル上げする時にはお世話になるし、魔ま王おう城じよう攻防戦でも活かつ躍やくした。しかしあのハイネは、相手の出方をうかがっている中で、煙玉を利用して言わば「攻めの罠」を設置した。

　なんか、自分より優秀じゃん。

「反乱騒さわぎの時はマヌケな死に方でしたけど、とんだ曲くせ者ものですね」

　ハルトが呟つぶやいた。もうぐうの音も出ない。当のハイネは紫乃に受けたダメージをアイテムで回復している。

「とにかくチャーンス！　アリサちゃん、攻撃ー！」

「は、はいっ」

　罠わながあるので大たい佐さはこちらに近づけない。遠えん距きよ離りの攻こう撃げき手段を持つ素もと子この矢と、魔ま王おうの闇やみ属ぞく性せい魔ま法ほうが飛んできた。チャンタも飛行能力を持つ召しよう喚かん獣じゆうを呼び出す。

「まだＭＰ温存しておきたいんだけど……」

　下手に動けない親しん衛えい隊たいは、紫し乃のの魔法で防ぐしかない。軽減してもダメージは入るし、紫乃のＭＰも消費する。

　周辺に罠のないマミが飛び出した。おそらくこれもハイネの狙いの一つ。マミと親衛隊を引き離はなす。

「みんな！　ダメージ受けてもいいからとにかく動いて！　紫乃ちゃんはしばらく回復オンリーで！」

　解除ができない以上、罠を恐れてこのまま動かないというわけにもいかない。素子の矢の雨から逃れるためにリオが横に跳ぶ。穴に落ちる。

「げえっ」

「せめてもう少しよける努力をしようよ！」

　隣となりの麻ま未みが言うが、これも計算のうちというもの。穴に落ちたリオはしばらく身動きできなくなるが、スキルは使える。誰だれにも邪じや魔まされない空間で料理が作れる。

「調理」スキルを発動。

「リオ、穴の中で決死の料理です！」

　長なが尾おの実況が割り込む。

　四し天てん王のうに調理スキル持ちはいない。料理による士気の上昇は防ぎたい。いや、欲張るのであれば、リオが作った料理を横取りしたいはず。そうすることでアドバンテージを取れる。

　一つ目の料理が完成した。優先するべきはもちろんマミだ。

「受け取れマミ！」

　穴の中から皿に盛られたカツカレーを投げる。

「シーフマウス！」

　カレーをマミが受け取る寸前、チャンタが召喚したネズミの魔ま獣じゆうが妨害。奪い取ってしまった。Ｃランク召喚獣だが、アイテムなどを盗む特技を持っている。

「なっ……」

「よくやった。作戦通りだな。まさか罠にかかった状態で料理するとは思わなかったが。じゃあ食わせてもらうぜ」

　チャンタが戦利品を食べる。次の瞬しゆん間かん、ステータスが毒になった。

「あーはっは！　引っかかったな！　『盛り毒』スキルで毒を入れたんだよ！」

　料コ理ツ人クはレベルが上がることで、新たなスキルを習得していく。その一つだった。見た目は普通の料理だが、食べるとステータス異常を引き起こす、敵に向けて食べさせる目的の料理が作れるのだ。

　対四し天てん王のうを想定した練習の中で、「リオを先に倒す」か、「料理を作らせて奪う」のどちらかの戦法がとられると予想した。だから敢あえてあちらに与えるという対応策が考え出されたのだった。

「小こ賢ざかしゃああああ！」

　大人がキレた。

　その間に落とし穴の効果が切れてリオは地上に弾はじき出される。

「ばーかばーか」

「素もと子こてめえは味方だろ！」

　毒の回復のためにアリサが対応し、その時間だけ魔ま法ほうの攻こう撃げきが止やむ。リオは距きよ離りを取って再び調理を発動、今度こそマミに料理を届けた。

「ごちそうさまっ。さ、反撃だよ！」

　ハイネの罠わなによっていきなり陣形を崩されたものの、そこは一緒にクエストを戦ってきたパーティ。立て直しも早い。

「そうはいくか！」

　大たい佐さが背ほどもある剣を振りかぶって接近してくる。口調についてもやっと吹っ切れた。御み堂どう丸まるが槍やりで受け止める。

「俺が相手してやる。近接担当どうし、決着つけようや」

　御堂丸は低音のせいか極道のようだ。見ている子供が泣くぞ。すかさず紫し乃のが補助魔法で攻撃力を上げた。

　思い出されるのは魔ま王おう城じよう攻防戦の最終局面。あの時は、他のプレイヤーもいたので混戦となったが、今は違う。敵と味方が同じ数だけいる。そうなった場合、優先すべきは数の有利を先に作ること。つまり、弱そうな奴やつを集中攻撃して倒してしまった方がいい。

　そして相手も同じ作戦になるに違いない。すると狙われるのは決まってくる。

「リオを狙え！」

「ハイネを狙え！」

　こうなる。

　チャンタの召しよう喚かん獣じゆうに追い回されるリオ。紫乃に助けられながらなんとか応戦する。一方、ハルトの銃がハイネに浴びせられる。理り央おが操作していたなら喰くらっているような精密な射しや撃げきだが、あのハイネは器用に回かい避ひする。命中率に自信のあったハルトの表情が曇くもってきた。

「素子さん、大佐さんを！」

「はいよっ」

　攻撃が大振りで隙ができやすい大佐は、それをフォローする素子と組むことで力を発揮する。素子にいじられて嫌がっているように見える大佐だが、なんだかんだでいいコンビだったりする。

「出てきなさいメタトロン！」

「おいで、タルタロス」

　勇ゆう者しやと魔ま王おうが専用の召しよう喚かん獣じゆうを呼び、画面が一気に華やかになる。二対四枚の翼つばさを持つ天使に、黒ずくめの体に赤い瞳ひとみが不気味に光る奈落の怪物。確か反乱の時に大暴れした召喚獣だ。あんなのに巻き込まれたらひとたまりもない。

　リオもリオでチャンタの召喚獣にいつまでも手こずるわけにはいかない。相手はＢランクのトロール。紫し乃のもいるし戦える。

「でりゃあっ！」

　フォークでトロールの緑の胴体を突き刺し葬ると、そのままチャンタに突っ込む。

「お、やるかい？　イケメンくん」

「やったらああっ！」

　ここで客席の一部の女性と、後ろにいた寺てら尾おから悲鳴にも似た声があがる。何な故ぜだ。

「まずい。リオ、ネタにされてる」

　紫乃が冷静に言った。

「ネタって何のだよ。ああもう、いいから攻めるぞ紫乃！」

「……せ、攻めるって、どういうふうに？」

「何でお前も顔が赤いんだよ！」

　よく見れば亜あ梨り沙さまで様子がおかしいぞ。何が起きているというのだ。

「つうかこっちにフォロー寄越せ！　殺す気か！」

　御み堂どう丸まるが大たい佐さ素もと子こコンビを相手しながら叫んだ。「わかってる」と紫乃が反応し、大規模な魔ま法ほうを放った。たまらず大佐がさがったところで、紫乃が魔法を連打。ＭＰの消費を気にせずに撃うちまくる。紫乃の状況判断はいつだって適切だ。攻め時と判断したのならそれが正解なのだ。

「ハイネっち！」

　素子に言われるまでもなく、ハルトの銃弾を凌しのいでいたハイネが紫乃に接近する。さすが暗殺者アサシンだけあってフットワークがいい。が、思い通りにいかせるものか。

　リオがハイネの前に立ちはだかる。フォークと鉤かぎ爪づめが火花を散らした。ちなみに、ハイネの方がレベルが低い。

「お前は俺が倒してやるよ。覚悟しとけ」

「…………」

　ハイネは何も言わない。徹てつ底ていして無言キャラを貫くつもりか。まあ、それでもいい。

　すでに敵味方が入り乱れているので、ここで罠わなを仕掛けても味方が嵌はまるリスクがある。そして正面からの暗殺者はあまり怖くない。リオに攻こう撃げき系けいのスキルは少ないが、レベル差もあるし、落ち着いて対処すれば勝機はある。

　マミとアリサは召しよう喚かん獣じゆうを前に出して戦っているので、お互いにまだダメージはない。だが他に構えるほどの余裕もない。

　アリサのＨＰが減っていないことに、ほっとしてしまった。しかしすぐに敵を心配した自分を戒める。

　開戦から五分は経たっただろうか。もう時間の感覚がなくなっている。

　ハイネによって序じよ盤ばんの主導権を取られそうになったが、ついにこちらにチャンスが回ってきた。紫し乃のが魔ま法ほうで大たい佐さと素もと子こを抑え、御み堂どう丸まるが外れてチャンタへターゲットを変更。スイッチが上う手まく決まった。

　そうして、ハルトがフリーになる。

「ハルトくん！　お願い！」

　戦況が動く。ハルトの一いち撃げきによって。

「はいっ」

　銃じゆう士しハルト。この職業は装備している銃よりも、装そう塡てんする弾によって攻撃力が変わってくる。射程や威力がそれなりで値段も安い通常弾に、ステータス異常を起こさせる特殊弾など。そしてハルトは、今日のために多くのクエストをこなしてアイテムを集め、さらには財産の半分以上を使って合成を繰くり返した。

　それだけやっても、作り出せるのは一つだけ。しかし、現行で作成可能な最高威力の銃弾だ。

　滅殺弾。

　字面だけでも十分に恐怖な弾を装塡した銃口は、素子を捉えた。

　青白い火を噴ふき、滅殺弾が発射された。

「やばっ……」

　紫乃にＨＰを削られている素子なら、あるいは。素子が退場すれば、魔ま王おう軍ぐんは後方支援の手段が狭まる。

「素子！」

　ハルトと素子の直線上に、筋骨隆々の狂戦士バーサーカーが割り込んだ。リアルとは正反対な大きな体で真正面から滅殺弾を受け止めた。

「ちょっ……大佐！」

　攻撃に特化した狂戦士は防御力が低い。ハルト渾こん身しんの一撃は、大佐のＨＰを０まで持っていった。

　四し天てん王のうの一角が落ちた。

「アリサを狙いたいところでしたけど、仕方ありませんね」

　いたってクールである。マミと交戦中のアリサを狙うのはリスクが高い。

「やった！」

　と、拳を握り腕を振り上げた理り央おであったが、はっとして腕をおろした。どうしてか、喜んでいい場面のはずなのに、喜んでいるところを亜あ梨り沙さに見られてはいけないと思ってしまった。

「ついに一人死亡ー！　リタイアは四し天てん王のうの大たい佐ささんです！」

　音が割れるほどの長なが尾おの声が響ひびき、歓かん声せいがあがった。

「すまん……なんか体が勝手に動いちまった」

　主人公のライバルキャラみたいなセリフを残して、大佐の体は薄うすくなり強制ログアウトになった。

「これさ、素もと子こにフラグ立つんじゃね？」

　御み堂どう丸まるが吞のん気きにそんなことを言った。まあ、自分の身代わりになってくれたのだ、思うところがないわけでもないだろう。

　素子が弓を引く。

「許さーん！　これっぽっちも恋愛感情とかないけど許さーん！」

　フラグ折れた。

　そりゃそうか。素子の顔の好みは理り央おだし。

「落ち着け素子！　俺が頭数をどうにかする！　あと露ろ骨こつにへこむな大佐！」

　チャンタが貴重なアイテムで詠唱時間を短縮し、Ａランクのデーモンを召喚した。だが所詮は人が操っていない一定パターンの行動しかできない魔ま獣じゆうなので、大佐ほどの脅威ではない。すでにアリサのタルタロス、マミのメタトロンも倒れている。

　数の均きん衡こうが崩れた。近接戦せん闘とうに優れた大佐が退場すれば、御堂丸に対抗する術すべが極端に減るはずだ。

「はっ」

　アリサの隙をついてマミが抜け出し、出てきたばかりのデーモンを一いつ閃せん。チャンタを追い込む。

「『ダークエッジ』」

　しかしアリサの闇やみ魔ま法ほうが阻んだ。バックステップで回かい避ひするマミ。隣となりのプレイヤーを見れば、その横顔には笑みが浮かんでいる。ゲームを心から楽しんでいる顔だ。盗み見ようと亜梨沙に視線を向ければ、目が合った。亜梨沙は微笑ほほえんでいた。「心配しないで」と言っているように感じた。

「…………」

　興奮と高揚で気づかなかったが、大佐が死んだ時から理央の胸はずっと強く鼓動を刻んでいる。親しん衛えい隊たいの有利、それは魔ま王おうの敗北が近づいていることを意味する。

　アリサが消える。

　頭を振ってその言葉を追い出す。

　もう混ぜるな、ゲームと現実を。

「みんな、畳みかけるよ。理央くんは料理をよろしく」

「ああ。わかった」

　マミはあの魔ま法ほうを使うつもりだ。ということは、決めにいく覚悟ができたのか。

「まだまだっ！」

　素もと子この矢の雨が降る。紫し乃のが魔法で防ぐ。御み堂どう丸まるはハイネに槍やりを向け、ハルトの銃がアリサを狙う。

　リオは上達した調理スキルで手早く料理を作っていく。リオの持ち物のほとんどは食材で、今日のために高級な物を買い込んである。これで作られた料理は士気を大きく上昇させる。しかもアリサたちは戦せん闘とうによって空腹値が下がってきているが、保存食のアイテムを使う暇がない。

「できた！　食えお前ら！」

　皿ごと投げて、キャラクターに接触すると食べた扱いになる。キャラクターを淡いオレンジの光が包み、空腹値の回復と、士気の上昇を告げる。

　そして、マミが剣を空に向けた。

「『クルセイド』！」

　勇ゆう者しや専用、究極の補助魔法。残りのＭＰを全て消費する代わりに、味方のＨＰを全回復、さらにステータスを大幅に引き上げる。魔ま王おう城じよう攻防戦の時も、これによって魔王軍は窮きゆう地ちに追いやられた。リオによって士気まで高くなっているので、親しん衛えい隊たいは覚かく醒せい状態とでも言えばいいか。

「おっしゃあ！」

　御堂丸が気合いと共にハイネを突き刺す。一いち撃げきでＨＰが半分以下まで減り、ハイネはステップで辛うじて逃れた。

　理り央おの耳には、「行け行け」と勇者軍を鼓こ舞ぶする声と、「頑張れ」と魔王軍を支える声が届いている。一秒たりとも画面から目を離はなさず戦闘に集中するプレイヤーと、この場を与えてくれた運営スタッフ、そして戦局を見守り、時に声援を送ってくれる観客。東京ビッグサイトの一部のブースに、一体感が生まれようとしていた。

「マミさん、僕が後ろから援護しますのでアリサを……」

「『シャドウスライド』」

　唐突に、アリサがまるで地面に吸い込まれていくように消えた。見たことのない魔法だ。次の瞬しゆん間かん、ハルトにダメージが入った。

「なっ……」

　アリサがハルトの背後に現れ、鎌かまを薙ないでいた。能力値が上昇中のハルトでも魔王の一撃は重い。

「短たん距きよ離りの瞬間移動だよ！　足を止めないで！」

　即座にアリサの魔法を看破した麻ま未みが指示を出す。しかしハルトが動揺のせいか反応が遅れた。見逃さなかった素子が矢を放ち、ハルトを麻ま痺ひ状態に陥らせた。その肩に、アリサの手が乗せられる。

「『黒死病』」

　ハルトの体が黒い蛇が這はったようにじわじわと染まっていき、急速にＨＰが減っていく。毒とは比べ物にならない速さだ。回復しようにも本人は麻ま痺ひで封じられている。

「誰だれかハルトくんに万能薬使って！」

「くそっ……そっちに行けねえ！」

　マミにはチャンタが、御み堂どう丸まるにはハイネがつき、紫し乃のは素もと子こに攻こう撃げきされている。動けるリオは万能薬を持っていなかった。

「すみません……僕はここで退場します」

　アリサは普段、後方支援に重きを置き、攻撃魔ま法ほうはあまり使わない。でも、一度攻撃に転じたなら、こんなにもえげつない魔法を持っている。亜あ梨り沙さの性格上、これまで使わなかった気持ちもわかる。

　それほどまでに追い込まれているのだ。

　銃じゆう士しハルトが死亡。クルセイドを使った後に、出鼻を挫くじくアリサの闇やみ魔法。そして四対四と並んだ。

「えー、確か闇魔法は当社の浅あさ尾おがノリノリで作ってました」

「開発のエピソードはいいよ今！」

　でも浅尾が考えたのか。彼のことをよく知っているわけではないが、ちょっとわかる。

　ふと、近くで何か、呟つぶやくような小さな声が聞こえた。理り央おの右みぎ隣どなりは麻ま未み、逆は御堂丸がプレイしている。御堂丸のさらに左、声の主はそこにいた。

「許さない……許さない……」

　紫乃がぶつぶつ呪文のように繰くり返していた。

「リオよ、どうやら紫乃が世界にどっぷり入り込んでいるようなんだが……」

　御堂丸の顔に困惑が見える。

「いいことじゃないか」

　声優の専門学校に通っているという紫乃。おそらく発声練習を毎日のようにしているのだろう。通る声はマイクで拡張され、会場に響ひびき渡った。

「死んねえええええっ！」

　攻守どちらの魔法もバランスよく覚える賢けん者じや。紫乃は大量のＭＰを注ぎ込み、杖つえを天高く掲げた。

　ハルマゲドン。

　ほどなくして、上空から無数の隕いん石せきが落下してきた。

「これ使わないようにって言ったじゃん！」

　理央の抗議は紫乃の耳に入っていない。強力な魔法だが範はん囲いがやたら広く、味方にも当たりやすいので使いどころが難しいのだ。もっと広いフィールドで、敵軍が押し寄せて来た時に使うべき魔ま法ほうだ。

「死ねっ！　死ねっ！」

　ダメだ。リアルの紫し乃のが狂戦士バーサーカーに転職している。物静かな雰囲気とは裏腹に激情を秘めた人なのか、それともハルトに気でもあったか。紫乃の暴走に興奮するかと思われた客たちは少し引いている。

　しかしもう撃うってしまったものは仕方がない。喰くらえば大ダメージは免れない隕いん石せきが次々に落下してくる中、マミが動いた。

「『マジックガード』」

　アリサがシールドを展開した。これは魔法ダメージを軽減する魔法で、ハルマゲドンの中での使用は判断としては間違っていない。アリサは追加のＭＰを消費して、自分だけではなく素もと子こたちにもシールドを張った。

「てりゃあっ」

　が、アリサは物理攻こう撃げきを防ぐ「プロテクション」を使うべきだった。ハルマゲドンのダメージに気を取られ、マミの剣による攻撃が一いつ瞬しゆんだが頭から離はなれたのだろう。

「っ……」

　魔ま王おうにダメージといえる量のダメージが入った。勇ゆう者しやの聖、魔王の闇やみ属性は互いの弱点となっている。「クルセイド」によってＭＰを失ったマミだが、十分にステータスが強化されているので、この一撃は大きい。さらに運が味方し、追撃をよけるべく下がったアリサに隕石が命中した。

「あ……！」

　りさ、と無意識に声がこみ上げてきて、一文字目を出したところで押しとどめた。聞こえてしまっただろうかと麻ま未みの様子をうかがうが、麻未は画面に集中していて気づいた様子はない。

「押し切れマミ！」

　御み堂どう丸まるが叫んだ。とっさに援護に回ろうとするハイネだったが、御堂丸が進路を塞いでいる上に、落ちてくる隕石によって思うように動けていない。

「アリサちゃん！　……うわっ」

「なんて奴やつだ。ありゃガチでキレてるぞ」

　素子とチャンタの足もとからマグマが噴ふき出した。紫乃による「ボルカニックガイザー」だ。キレてはいるものの、戦況を見定めるだけの理性は残っている。

「亜あ梨り沙さちゃん！　亜梨沙ちゃんとこんなふうにゲームができるなんて、なんか不思議。でも楽しい」

「私もだよ。だけど……負けないっ」

　剣と鎌かまがぶつかり合う。クライマックスを迎え、観客からの歓かん声せいもこれまでにないほど大きくなっていた。いや、それ以上に人の数が増えている。このブースで繰くり広げられている戦いを見ようと、集まってきているのだ。

　アリサの鎌かまがマミのＨＰを奪う。マミの剣がアリサを斬る。マミと違いＭＰが残っているアリサだが、こう接近戦となっては魔ま法ほうでの応戦は難しい。

「…………」

　リオとして、ハイネとして、二人の近くでプレイしてきた理り央おは知っている。純粋なプレイヤーとしての腕は、麻ま未みの方が上だと。完全にサシの勝負となった時、主導権を握るのは麻未なのだ。同じ時期に勇ゆう魔ま戦せん争そうを始めた二人だけど、差をつけたのは生まれ持っての資質か、思い入れの強さか。

　アリサのＨＰが三分の一を切った。

「何ボケっとしてんだリオ！　マミに回復アイテムくらい使ってやれるだろ！」

　足を止めてしまっていたリオに、御み堂どう丸まるの喝が入った。ゲームパッドのキーを押し、リオを動かす。持っているアイテムでマミのＨＰを回復してやれば、もはやアリサに逆転の可能性はなくなる。

　マミとアリサが同時に攻こう撃げきを繰り出し、鍔つば迫ぜり合いが発生した。これに勝てば相手は体勢を崩し、次の攻撃が確実に当たる。

　そして鍔迫り合いを制する基準は、士気の高さ。

　リオの料理によって士気が高められたマミの剣が、アリサの鎌を押し切った。

「これでっ、決める……！」

「……っ」

　もう四し天てん王のうは誰だれも、アリサを助けに行けない。あの剣が魔ま王おうの体を斬り裂けば、致死ダメージとなるのは確実。

　アリサが負ける。魔王が消える。

　これはゲームだ。

　麻未はマミとして、亜あ梨り沙さはアリサとして、今、ゲームで対戦をしている。負けたところでケガをするわけじゃない。命を奪われるわけじゃない。現実とゲームを混ぜてはいけない。

　なのにどうして、苦しいんだ。

　亜梨沙にとって「ここ」は大切な場所で、失いたくない場所。そして、自分にとって亜梨沙は……。

　どっちつかずの気持ちを凛りん子こに相談した時、賢かしこい妹は言った。どちらが大切かわかった瞬しゆん間かん、バシっと決めればいいと。

　わかった。

　大切な人が悲しい思いをすると、苦しいんだ。

　ゲームパッドの上の指が、迷うことなくリオを誘導する。

　一番大切な人は誰だれか。

　決まったよ、凛りん子こ。どうしようもない兄で、本当にすまなかった。

「亜あ梨り沙さああああっ！」

　振り下ろされた勇ゆう者しやの剣。刃やいばはアリサに触れることなく、横にした巨大フォークによって受け止められていた。

「っ！　リオくん！」

　麻ま未みが息を飲んだ。

「りーちゃん！」

　亜梨沙がその名で理り央おを呼ぶ。

「今から俺は魔ま王おう軍ぐんだ！　かかってこいこらあっ！」

　プレイヤーに一回だけ使用が許されたコマンドがある。「寝返り」。理央はメニューを開いて迷わずコマンドを実行した。「リオ」と表示する色が青から赤に変わっていく。

　さっきまでの盛り上がりが噓うそのように、静まり返ったギャラリーたち。台本通りの演出だと思っている人も少なくないだろう。

「ま、まさかのここで寝返りー！　リオ、どういうつもりなのかああっ！　っていうか、マジ？　これマジなの？」

　長なが尾おの声は裏返っていた。素が出ている。

「てめえ！　何してんのかわかってんのか！」

　御み堂どう丸まるが睨にらむ。顔は怒りで紅潮していた。

「う、うるせえっ。俺は亜梨沙の味方だ！　今決めた！　もう決めた！　寝返りだってルールの内だろっ」

　強がってみるが、こんな理屈が通じるはずもない。

　すると、これまで沈ちん黙もくを貫いてきたハイネが口を開いた。

「まんまと騙だまされたね、親しん衛えい隊たい。リオはとっくにこちらが抱き込んでいたんだよ」

　そうだっけ。っていうか、この声……。

　亜梨沙もハイネの正体に気づいたようだった。二度見、三度見をして、次に理央に目を向けた。理央は軽く首を横に振って「知らんかった」と答える。

「噓……でしょ？」

　紫し乃のが呆ぼう然ぜんと呟つぶやいた。ハルトも「まさか、いつの間に……」と動揺を隠さない。

　理央は手が震ふるえているのに気づいた。これは、何の震えだろうか。

　裏切られた形となった麻未は、意外にも冷静だった。おもむろにマイクを切って、理央にも切るように促す。

「これが……答えなんだね。理央くん」

「……そうだ。すまん」

　まるで一時停止ボタンを押したかのように時が止まった戦場で、しかしハイネだけが動き、敵を倒すべく御み堂どう丸まるに斬りかかった。油断で一いち撃げきを許すも、御堂丸は立て直してハイネを迎撃する。

「謝ることじゃないよ。大切な人がいるなら、いつでもどこでも守ってあげないと。ゲームでも、現実でも」

「……そうだな」

　麻ま未みは大きく息を吸って、吐いた。もう一度息を吸い、「そっかぁ……」という声と共に吐き出した。

「ふられちゃったかぁ……私。色々頑張ってきたつもりなんだけどなぁ……」

　すぐ隣となりにいるはずの麻未の顔を見ることができなかった。麻未がこちらを見ているかもわからない。

「三十人以上はふってきたけど、ふられたのは初めてだよ。理り央おくん、これはすごいことだって、覚えておいてね」

「……ああ」

　強がりだと、わかっている。

「さ、乙女は置いといて、勇ゆう者しやにならないとね。私はずっと、勇者なんだから」

　麻未はマイクを入れ、マミを操作してリオから一歩後ろに下がった。リオはフォークを構え、背にアリサを庇かばう。

「寝返ってたなんて全然気づかなかったよ。でも、私は負けない！」

　魔ま王おう軍ぐんとなったものの、レベルも腕も格段に上のマミ相手にリオができるのは時間稼かせぎくらい。あっという間にＨＰが削られる。

「アリサ、早く回復しろ！　はや……」

　リオの体を、竜りゆう騎き士しの槍やりが貫いていた。自らのＨＰを消費して攻撃力を上げる「チャージ」のスキルを使い、確実に仕留めにきた。

「マミには悪いが、お前は俺が倒さねえと気が済まん」

「くっそ……」

　この一撃でリオは死亡。寝返りから一分と少しの命であった。

　消えゆくリオの体を飛び越え、再びマミがアリサに肉にく薄はくする。

「このっ……んぎゃっ」

　マミに向けて弓を引いた素もと子こに、紫し乃のが放った氷柱が命中する。チャンタとハイネが駆けるが、遠い。

　魔王アリサは、勇者マミの剣に散った。







「今回ご紹介したリズネ遺跡ですが、正式な解放は明日の昼12時を予定しております。えー、また、次期魔ま王おうを決める『魔王の指輪』の投下についてはホームページなど追ってお知らせ致します。本日はお越し頂きまして誠にありがとうございました。皆さま、気をつけてお帰りください」

　長なが尾おが締しめると、檀だん上じようの親しん衛えい隊たいに拍手が送られた。観客たちは会場を離はなれ、他の企業ブースや駅に向かって歩き出すだろう。理り央おからその光景は見られなかった。敗北した魔王軍は退場し、勝利した勇ゆう者しや軍ぐんはそれぞれ一言ずつコメントすることになっていたが、途中で裏切った理央をどうするか運営側も困り、結果的にブースの裏の方で麻ま未みたちへのインタビューが終わるまで待つことになった。

「娘を裏切るとはどういうことかね？　まあ麻未は勝ったし、君の行動も盛り上がりに一役買ってくれた。感謝はするがね」

　お父さんオーラ全開の望もち月づきと二人というのも気まずい。スタッフの話を聞けば、用意しておいたパンフレットはすべてなくなったらしい。

「……すみません」

「いや、『寝返り』を実装させたのは我々だし、責めるつもりはないんだ。勇ゆう魔ま戦せん争そうはそういうゲームだからね。……ところで、これを見てくれ」

　望月はスマホをいじると画面を理央に向けた。そこは勇魔戦争の掲示板だった。理央たちが舞ぶ台たいに上がった頃の時間の書き込みが、「マミがマジかわいい！」「普通に美少女」「同じ学校の奴やつが羨ましい」といった麻未への賞しよう賛さんに溢あふれていた。客がその場で書き込んだのか。娘を褒ほめられた望月は頰ほおが緩ゆるんでいる。

「えっと、『リオは何かうさんくさい』……って書いたの誰だれだ！」

　書き込みの多くはプレイヤーの容姿に関するものだった。来られなかった人たちは想像を膨ふくらませているのだろう。

　そこに、麻未たちが戻ってきた。望月は「自分は外した方がいいね」と空気を読んでどこかに行ってしまった。

「……お疲れ」

　何を言っていいかわからない。御み堂どう丸まるは露ろ骨こつにイラついているようだった。

　紫し乃のとハルトは無言。重い雰囲気の中、麻未が口を開いた。

「まあ……パーティ追放ってことで……」

　小さな声だった。

「すまん」

「今までありがとう。楽しかったよ」

　麻未は笑ってみせた。

「おいマミ、こんな奴に礼を言う必要ないぞ。勝ったからいいものの……ったく」

「御み堂どう丸まる、理り央おくんを殴っちゃダメだよ」

「しねえよ。リアルファイトはゲーマーの恥だ」

　御堂丸はそっぽを向いてしまった。

「リオさん、せめて教えてくれませんか？　あちらに心変わりしたのは何な故ぜですか？　レアアイテムを貰もらったんですか？　それとも、もっと別の交渉があったのですか？」

　寝返りは決して違反行為ではない。これまでも何らかの理由で所属する軍を変えたプレイヤーは少なくないだろう。でも、半年に満たない時間だが週に何日もログインをしてクエストをしてきた仲間の行動が、ハルトは信じられないのだと思う。

「いや……そういうんじゃないんだ」

「私、リオくんとクエスト行くの、楽しかったよ。寂しくなるね」

　意外な一面を見せた紫し乃のも今は落ち着いていて、年上らしさを見せた。

　とん、と、麻ま未みが背中を押した。

「麻未……」

　でも手が背中に乗せられたまま、離はなれない。

「こっち向かないで。理央くんの顔、多分、見れない……。見たらきっと、欲しくなっちゃう」

　もっと強く、背を押された。

「行って。理央くんが選んだ場所に」

　麻未の声は少しだけ震ふるえていて、理央は振り返らずに前に歩いた。













　　　　第５話　料コ理ツ人クと暗殺者アサシン







　舞ぶ台たいから退場して、私たちは控室に戻った。本当は着替えなくちゃいけないんだけど、誰だれも椅子に座ったまま動こうとしなかった。運営スタッフの人も気を遣ってくれたのか、「まだ時間ありますからゆっくりでいいですよ」と言ってくれた。イベントは終わったけど、物販はしているから、その売り子の手伝いをしなくてはいけないらしい。

「ゴメンね、アリサちゃん……」

　素もと子こさんは泣きそうだった。

「いえ、私が未熟だっただけです。気にしないでください」

　私は負けた。魔ま王おうの敗北は、キャラクターの消滅を意味する。「魔王の指輪」を失ったアリサは消え、また新たな魔王が誕生する。自動的に、四し天てん王のうも解散となる。

　これまで一緒にプレイしてきたアリサと、信しん頼らいできる仲間と共に、全力で戦った。麻ま未みちゃんに私だということを明かす時はドキドキしたけれど、麻未ちゃんに伝えられたおかげで、後ろめたさもなく精いっぱいプレイできた。それで負けてしまったのだから、悔いはない。

　魔王城で育てた花は、次の魔王も引き継いでくれるかな。

「アリサ、これからどうするんだ？」

　チャンタさんが言いたいのは、「また新規で始めるのか」ということだろう。

「また一からやり直します。他の職業もやってみたいですし」

「よかったぁ、アリサちゃんが勇ゆう魔ま戦せん争そうやめちゃったらどうしようかと思ったよ。んじゃ、またパーティ組もうね。レベル上げ、付き合うよっ」

「はいっ。ありがとうございます」

　魔王でなくなったら消えてしまうかもしれないと怖かった繫つながり。でもまた、みんなが一緒にいてくれる。

「つうか、マミってオフ会で鉢合わせたあの娘こだったんだな。同じクラスで、アリサが魔王だって言い出せないのもわからんでもないわ」

　チャンタさんはそう言ってお茶を飲んだ。

「それにしても、あのリオが寝返るとは……。戦力にはならなかったけど。えっと、ハイネが引き入れてたのか？　俺、全然知らなかったんだけど」

　大たい佐ささんがハイネさんに視線を向けた。部屋の隅の方に座るハイネさんはまだ狐きつねのお面を取っていなくて、顔はわからない。でも、あの時の声を私は知っている。

　ハイネさんは首を横に振った。

「いえ、あの時言ったのは適当です。ああでも言っておかないと、お客さんから見てリオの言動が意味不明ですから」

　私は、頰ほおが熱くなるのを感じた。あの時、私が負けそうになった時、りーちゃんは勇ゆう者しや軍ぐんから魔ま王おう軍ぐんに寝返った。私を守ってくれた。現実のしがらみがなくなって、ゲームとして割り切っていたはずなのに、りーちゃんが私の前に立ってくれた瞬しゆん間かん、どうしようもない嬉うれしさがこみ上げてきた。

　結果はこうなってしまったけれど、あのりーちゃんの姿を私はずっと忘れない。

「まあ……な。つうか、俺も意味不明だけど。それとそのお面……そろそろ、なんだ、その……」

　大たい佐ささんが言い淀よどむ。素もと子こさんとチャンタさんも大佐さんを援護して、「顔見せてよー」とせがんだ。

　私は立ち上がって、ハイネさんに歩み寄った。

「凛りん子こちゃん……だよね」

　躊躇ためらう様子はなく、ハイネさんはお面を取った。

「うん」

　そこにいたのは凛子ちゃん。腕に巻いていたシュシュで手早くサイドポニーを作って、「初めまして」と挨拶をした。

「うわっ、かわいい！　え？　中学生くらい？　これは持ち帰れるかわいさ！」

　素子さんはぴょんぴょん跳ねて凛子ちゃんの頭を撫なでたり、ほっぺをむにっとつまんだりしてみた。凛子ちゃんは嫌がりもせずされるがままになっている。

「アリサ、知り合いなのか？」

「あ、はい。えっと……そうです」

　私も、声を聞いて凛子ちゃんだと気づいた時、すごく驚おどろいた。まさかハイネさんが凛子ちゃんだったなんて。言葉遣いとか、絶対に男の人だと思っていたし。でも凛子ちゃんは頭がいいから、男の人の振りとかも上手なのかな。猫を飼っているというのも、私に気づかれないための作り話だったんだ。普段、凛子ちゃんと電話で話したり遊びに行ったりしても、そんなふうなことは一切話してくれなかった。

　でも、驚きはそれだけでは終わらなかった。

　凛子ちゃんが、深く頭を下げた。

「申し訳ありません。実は、私は本当のハイネではないんです」

「え……？」

「あのね……もう脳みそが追いつかないんだけど」

　素子さんが頭を抱えた。チャンタさんが口を開く。

「でもさっきプレイしてたハイネはいつものハイネだったじゃないか。レベルもスキルも同じだったぞ」

「はい。本物のハイネからＩＤとパスを盗み見ましたから」

「盗んだって……おい……」

　凛りん子こちゃんは淡々と語った。ある理由でどうしても本物のハイネさんは参加できない。でも、誰だれもがイベントの成功を望んでいる。消極的だった魔ま王おうまでもが参加を表明した。こうなったらもう、親しん衛えい隊たい、四し天てん王のうの全員参加を実現させるしかない。だから代理でハイネを演じた。本物のハイネのプレイヤーには黙だまってやった。

「それともう一つ、私には目的がありました。……勇ゆう者しやと魔王が戦って、決着をつけるということです」

「まあ、ハイネが家からもログインできないってんなら、今日のあのラストバトルはできなかったもんなあ」

　だけどラストバトルが起きたせいで魔王は負けて消えてしまったと、チャンタさんは複雑な表情だった。

「私は、『彼』に選ばせたかったんです。勇者と魔王、どちらかを。守るべきは誰かを」

「彼って、あ、『りーちゃん』のことだよね。っていうかアリサちゃん！　『りーちゃん』寝返ったじゃん！　マミに勝ったんだよ！」

「素もと子こさん……勝ったとか、そういうんじゃ……」

「いや、『試合に負けて勝負に勝った』ってのはこういうことか？」

「チャンタさんまで……」

　もうどうしていいかわからなかった。りーちゃんの行動は嬉うれしかったし、だけど、親衛隊の人たちから責められているかもしれない。クラスメイトの堀ほつ田たくんや西にし橋はしさんたちも勇者軍だから、りーちゃんを良く思っていないかもしれない。

「亜あ梨り沙さちゃん、それだけじゃないよ」

　凛子ちゃんが私を真っ直すぐに見た。

「それだけじゃないって……どういうこと？」

「私がハイネのＩＤやパスワードを盗み見れるっていうのは、ハイネが私に近い人っていうことだよ。わかる……よね」

「っ！」

　全身が凍りついたようだった。凛子ちゃんに近い人。ＩＤやパスワードを入力する画面を見られる人。同じ家に住んでいる人。

　思考が、どんどん回転する。

　だって、だって。

　彼は親衛隊なのに。

　でも、でも。

　魔ま王おう城じよう攻防戦の時も、反乱軍と戦った時も、「あの二人」は同時にフィールドにはいなかった。……気がする。意識していたわけじゃないけど、多分、そう。

　ハイネさんが……。

「亜あ梨り沙さちゃん。あの人はさっき亜梨沙ちゃんを守ろうとしただけじゃない。ずっと近くで守ってきたんだよ。ゲームでも、現実でも」

「噓うそ……」

「こんな不器用なやり方しかできなくて、ごめん。黙だまってて、ごめん。でも、悪い頭で必死に頑張ってたんだよ。許してあげて欲しいんだ」

　似ている。そう思ったりしたこともあった。だけど、そんなはずないってすぐに思い直した。

　でも、もしそうなら、私はかつて、言ってしまったことがある。

「凛りん子こちゃん、どうしよう……。私、前にハイネさんの前でりーちゃんのことカッコいいって言っちゃった……いつもドキドキしてるって……」

「別にカッコいいのは間違ってないしいいんじゃない？」

　凛子ちゃんらしい返事だった。

　気づけば足が、勝手に動いていた。

「私、行ってくる」

「うん」

　会いたい。

　何を言っていいかなんてわからないけれど。

　りーちゃんに、会いたい。




　　　　※




　運営スタッフの人たちに衣装を返して、私たちは帰路についた。お父さんは「衣装はプレゼントするから着た写真を送ってくれ」なんて言っていたけど、他の人たちにダメだと言われてしょんぼりしていた。

　ピラミッドを逆さまにしたような建物を背中にして、駅へと歩く。御み堂どう丸まるが店を予約してくれていて、五人で打ち上げとオフ会を兼ねた食事をするはずだった。だけど、今は四人しかいない。

「御堂丸、奥さんと子供は大丈夫なの？」

「ああ。先に帰したよ。……なんつうか、魔王に勝ったってのに微妙な空気だよな」

「……そうですね」

「リオくん、いつから魔王軍に声かけられていたのかな」

　紫し乃のがひとり言のように言った。確かにあっちのハイネはそんなふうに言っていたけれど、私にはそうは思えなかった。

「違うよ紫し乃の。理り央おくんはずっと勇ゆう者しや軍ぐんだった。そうじゃなかったら、戦いが始まった直後に寝返るか妨害するかしたはずだもん」

「じゃあ、あの魔ま王おうが負けそうになった瞬しゆん間かんに心変わりしたってこと？」

「……そう、だと思う。……まあ、私が悪いんだよ。私に理央くんを繫つなぎ止めるだけの力がなかったってことなんだよ」

「そんなこと……。マミ、泣いてるの？」

「え？」

　紫乃が私の顔を覗のぞき込んだ。いつの間にかうつむいてしまっていた。そして、私は泣いていた。涙が頰ほおを伝うまで全然気づかなかった。

[image: ]

　どうして、今さら。

　足が止まる。前に進めない。駅に向かう人たちが私を追い抜いていく。

「お、おい。どうした？」

　御み堂どう丸まるが慌ててハンカチを取り出して私の手に握らせた。遠えん慮りよするほど余裕なんてなくて、私は涙を拭った。

「あのね、昨日、理央くんに告白したの」

　ああ、私、ふられたんだ。これまで数えきれないほど「好き」って言われたけど、自分から言ったのは初めてで、その初めてが、実らなかったんだ。

　恋が実らないって、こんなに悲しいんだ。

　こんなに、理り央おくんが好きだったんだ。

「本当に好きだった。今も好き。イブだからって勇気出してさ、人生で初めて告白したんだよ」

「そうなんですか……」

　ハルトくんがふられたわけじゃないのに、沈んだ声だった。

「だけど、理央くんは離はなれていっちゃった。私の魅み力りよく不足だね。あーあ、告白した時に胸でも触らせちゃえばよかったかも、なんて」

　自分でも驚おどろくほどにすらすらと、私の口は本心を隠すように言葉を並べていく。そうやって心にカーテンをかけて、見られないように隠そうとするような。

「そんなことはないよ。マミは私から見ても素敵な女の子だし、断るなんてリオが……あ」

　紫し乃のが何かに気づいて、目を丸くして口元を手で覆おおった。

「どうした？」

　御み堂どう丸まるもキョトンとしている。私には、紫乃が察した「何か」がわかった。

「魔ま王おうアリサがマミのクラスメイトってことは、リオも……だよね」

「そりゃ当たり前じゃねえか。とんでもない偶然もあったもんだ。でも、何気にかわいかったよな、魔王」

「御堂丸さんっ」

　ハルトくんが御堂丸を小突いた。御堂丸は「ん？　……あ」とおかしいくらいに顔色を変えていた。

「うん。そーゆーこと。あの瞬しゆん間かんに、理央くんは亜あ梨り沙さちゃんを選んだの。私はふられたのさ。亜梨沙ちゃんも理央くんのこと好きだったし、お似合いかなって」

　再会した幼おさな馴な染じみ。男の子は背が伸びてカッコよくなっていて、女の子は髪が伸びてかわいくなっていた。だから私に勝ち目なんてない。そんなふうには思わない。でも結果として、理央くんは亜梨沙ちゃんを選んだ。かわいい私が、露ろ骨こつなくらいアピールしてアプローチしてきたのに。きっと私が想像している以上に、二人の間には深い絆きずながあったのかな。物心つく前にはあやふやだったそれが、高校生になって形になって現れたのかもしれない。

　喋しやべっている間にも、涙は止まらなかった。何か言えば言うほど、声と一緒に出てきてしまう。

　弱気になって、気になっていたけど一学期はほとんど話しかけられなかった。もしあの時からどんどん話しかけて仲良くなっていたら。夏休みにも遊びに行ったりしていたら。「ああしていれば」「こうしていれば」が次々に湧わき出てきて胸の中を埋めようとする。

「よし、今日は食おう！　俺の奢おごりだ。美う味まいもん食おう。な？」

「御堂丸……」

　すぐに財布の中を確認する御堂丸を見て、笑ってしまった。

「僕たちは親しん衛えい隊たいですから。勇ゆう者しやが辛つらければ力になります。といっても、恋愛話はまだ経験がないので自信ないですけど」

　ハルトくんは照れ臭そうに言った。

「あの、私にも吐き出しちゃっていいから……。こういうのって、抱え込まない方がいいって言うし……」

「ありがとう、紫し乃の」

　それでもなかなか私は前に歩き出せなくて、でも親衛隊のみんなは待ってくれた。失恋した女子高生を相手に、大人の御み堂どう丸まるがどうにかして元気づけようとしてくれて、子供の写真とか見せちゃったりして。

　理り央おくんにふられたなんてクラスの友達には言えない。言ったらきっと、理央くんが大変な目に遭う。お父さんにも言えない。言ったらきっと、理央くんが大変な目に遭う。

　でもここにいるのは、「友達だけど関係ない人」。変な言い方だけど、だからこそ何でも言えてしまう人たち。

「つうか、ハルトはともかく紫乃は恋愛話の一つや二つあるだろ。たっぷり聞かせてもらおうぜ」

「な、ないよそんなの……。三次元とかあり得ないし……」

「そっちかー」

　日が暮れていく。やっと私の足が動いてくれた。

　ああ、ダメ。何もしていないと彼のことを考えてしまう。引きずるなあ、これは。三学期が始まって最初の一言、重要だぞ。

　そうだ、親衛隊を一人補充しないといけない。立候補してくる人はたくさんいるだろうから、選ぶのには時間がかかりそうだ。いずれ現れる新しい魔ま王おうは、どんなふうに勇者軍に攻めてくるんだろう。考えることはいっぱいある。

　でも、とりあえず。

　今日は食べよう。




　　　　※




　麻ま未みに背中を押され親衛隊を離はなれた理央は、そのまま魔王軍の控室に向かった。どんな顔をすればいいかなんてわからないけど、行かなければいけない。伝えなければいけない。

　ドアを開けると、一斉に視線が理央に集まった。素もと子こ、チャンタ、大たい佐さ。亜あ梨り沙さの姿は見えない。そして、妹。

「やっぱりお前か、凛りん子こ」

　ぶかぶかの暗殺者アサシンの衣装から着替えた凛子は「うん」と小さく頷うなずいた。

「勝手なことしてごめん。兄ちゃん」

「いや、お前が考えなしにこんなことするとは思えないし、別に責めたりはしない」

　自分より上う手まかったし。

　亜あ梨り沙さはどこだろう。訊きく前に、チャンタが口を開いた。

「妹さんからだいたい聞いた。まさか親しん衛えい隊たいと四し天てん王のうの二アカとはな。言われてみりゃ付き合い悪い日とかもあったよな。無線ＬＡＮに足引っかけて回線切れたとか、あれも噓うそだったんだな」

「そこは噓と気づけよ！」

「あー、そのツッコミがハイネっぽい。こりゃ本物だ」

　判断基準が怪しいが、本当に理り央おがハイネのプレイヤーなのかと疑っているようではなかった。凛りん子こがよほどわかりやすく説明したとか。

「申し訳ない」

「それは何に対しての謝罪だ？」

「……正直、わからない」

　謝るべきことがいくつもあるような気もするし、実はそうでもないような気もする。決して開き直ったわけではないけれど。

　座っている素もと子こが足を組み替えた。

「あんまり『裏切られた』って気持ちはないんだよ。私はね。君の罠わなスキルで魔ま王おう城じよう攻防戦はなんとか負けずに済んだし。勇ゆう者しや軍ぐんのスパイとして二アカをやってたなら、もっとメチャクチャやってくれてたはずだしね」

「ああ、それは信じて欲しい」

「で、もう一つ。もし君が今日、ハイネとして来てくれてたらアリサちゃんは負けなかった。なんて言うつもりもないんだよ。妹ちゃんの方がセンスあったし」

「……それも認める」

「……くくっ」

　大たい佐さよ、隠れて笑っているつもりだが隠れてないぞ。

「負けたのは私たちの力が足りなかったから。せめてアリサちゃんだけでも守りたかったけど、あのコロシアムじゃ逃げられないし、どうしようもなかった。でもさ、最後に君がマミから寝返ってアリサちゃんを助けようとしてくれたのは、嬉うれしかったよ。アリサちゃんも、嬉しかったと思う」

「そう言ってくれると助かる。……それで、亜梨沙はどこだ？　亜梨沙に会いたいんだ」

「君を探しに行ったよ。入れ違いだね」

　なんとタイミングの悪い。でもこの会場内にいるのなら、客も減ってきているしすぐに見つけられるはずだ。

　理り央おが踵きびすを返して部屋を出ようとすると、「待て！　いや、待ってください」とゲームと現実のギャップでキャラの定まらない大たい佐さに呼び止められた。

「俺たちは、ハイネよりも長く四し天てん王のうをやってきました。ゲームでも現実でも、魔ま王おうを守る気持ちでいます。魔王が魔王でなくなってもです。だから、りーちゃんさんは、その、何だ、くそっ、まとまんねえ」

　髪をぐしゃぐしゃにかき回す大佐を、素もと子こが引き継いだ。

「君はアリサちゃんをどうしたいのってこと。ハイネが君だって知らないでアリサちゃんは君の話をしてたじゃん。さすがにショックだったみたいだよ。アリサちゃんに嫌な思いをさせちゃうっていうなら、行かせるわけにはいかないのさ」

「俺は……」

　どうしたいのか。それはもう決まっている。「あの瞬しゆん間かん」にすべて決まっている。突然生まれたものなのか、ずっと心の底にあったものが浮き上がってきたのか。そんなのはもう、確かめようがない。

「兄ちゃん……」

　この気持ちを、敢あえて言葉にするなら。

　一つだけ。

「亜あ梨り沙さを幸せにする。これ以外にない」

　あまりに漠然と。「幸せ」という定義のないもの。だけど悪い理央の頭では、それ以上に言えることなどなかった。

　勝手な独占欲、一方的な保護欲。理央の中にある汚い感情を取り払うことはできない。でも、肯定することはできる。「亜梨沙の特別な人」になれたなら。

「青春だなあ。羨ましいっ」

　チャンタはその場にビールがあれば飲み出しそうだ。

「へえ。私という女が目の前にいるのに、アリサちゃんに行くんだね」

「もともと眼中にない」

「うはっ、ふられたー」

　素子は棒読みである。

「……五回は爆ばく発はつしろ」

　大佐は言う。近頃、爆発を迫られることが増えた。

　すると、凛りん子こがハイネの衣装を差し出した。男を想定して作られているので、理央には合いそうだ。

「兄ちゃん、お姉ちゃんをよろしく」

「気が早はええよ」

　理央はハイネの衣装を受け取った。料コ理ツ人クの服に手をかけた理央に、素子が興奮して上ずった声を漏らす。

「え？　ちょ、ここで着替えるの？　見ちゃっていいの？　っていうか見るけど。……あ、あ、予想以上にいい色してるー！」







　亜あ梨り沙さは魔ま王おうの衣装のまま控室を飛び出していったから、すぐに見つかるだろうと思っていたらそうでもなく、コスプレした人や派手な衣装のコンパニオンがまだ会場に残っていてなかなか黒で身を固めた元魔王を捉えることができなかった。

　あんのんソフトのブースに行ってみてもいなくて、逆にスタッフにどうしてハイネの格好をしているのか訊きかれたので逃げた。

　撤てつ収しゆう作業をしているブースもある中、理り央おは会場を走った。やがて外に出ると海が見えた。といっても向こう側には倉庫だか工場だかがあって、ロマンチックさなんて欠片かけらもない。でもそこに間違えようのない、長い髪を二つに結んだ後ろ姿。

「亜梨沙！」

「……りーちゃん」

　振り返った亜梨沙は当たり前だけど亜梨沙で、何な故ぜだかすごく安心した。ハイネの姿をしていることには触れず、ただ理央を見ている。

　言いたいことがたくさんある。ただそれが整理できなくて、帰路につく一組の家族が通り過ぎるまでずっと言葉を発せずにいた。

　乱れていた息が落ち着いてきた。

「いくつか言いたいことがある。全部聞いて欲しい」

「うん……」

　男も女もなかった頃から、男子と女子になるまでの六年半で生まれた身長の差。亜梨沙が理央を見上げる仕草。

　まず一つ目。

「メリークリスマス」

「あ、うん……。そうだね」

「昨日は緑みどり川かわたちとパーティだったんだろ？　楽しかったか？」

　こくりと頷うなずく。

「楽しかった。あんなふうに友達とパーティするの初めてで……。お菓子食べてお喋しやべりするだけなのに、すごく楽しかった。不思議だね」

「そりゃよかった。……で」

　二つ目。

「誕生日おめでとう」

　亜あ梨り沙さの目が見開かれる。

　クリスマスは亜梨沙の誕生日。だからこそ、今年の今日は意味が違った。ただのクリスマスじゃなかった。

「覚えて……くれてたの？」

「メアドに入れてるくせに白々しい。あー、そーゆーアピールってないわー」

「ち、違うのっ。そんなつもりじゃなくて……」

　慌てて否定する亜梨沙をずっと見ていたい気もしたけれど、理り央おは「冗談だ」と笑って小さなラッピングされた袋を取り出した。

「これ、プレゼント」

「え？　私に……？　あ、もしかして昨日、先に帰ってってメールくれたの……」

「そうだよ。別に何が欲しいか直接訊きいてもよかったんだけど、それやったら緑みどり川かわとかからボコられそうだったから」

　女の子はサプライズを待ってるの、なんて平気で言いそうだし、あいつは。

「ふふ。嬉うれしい。開けていい？」

「どうぞ」

　理央なりに時間をかけて悩んで選んだつもりだ。麻ま未みが家に来たいとか言い出して焦ったけど、これだけはちゃんと選びたかった。

　亜梨沙に似合うと思ったリボン。安直だと笑いたければ笑え。これしか思いつかなかったんだから。売り場で長いこと悩む理央に見かねた店員が声をかけてきたのにテンパって、「どなたにですか？」「自分用です」と答えてしまったのはいい思い出だ。

「りーちゃん……ありがとう」

「その色、見たことなかったから、持ってないと思ってさ」

　あまり派手な色は好みではないだろうと、理央が決めたのは深い緑色。亜梨沙を前に、改めて似合うと思った。

「うん。本当に嬉しい」

　微笑ほほえむ亜梨沙が直視できなくて、理央は目を逸そらしてしまった。

「小さい時、亜梨沙の家で誕生日会やったよな。俺は誕生日とクリスマスで親から一つずつプレゼント貰もらってるのに、亜梨沙は一つしかないって泣いてたの思い出した」

「だって……あの時はずるいって思ったんだもん。りーちゃんばっかりって」

　まあ子供らしいもっともな拗すね方だったのだろうが、亜梨沙の両親は困ったに違いない。

　夕日が、みるみるうちに沈んでいく。そろそろ会場内にゲームフェスタ終了のアナウンスが流れる。

「んで、三つ目なんだが……」

　我ながら、ずるいと思う。謝る前にプレゼントを渡すなんて。

「ハイネだってこと、黙だまってて……ごめん」

「うん……」

「言い訳させてくれ」

　理り央おは正直に伝えた。素もと子こたちと楽しそうにしている亜あ梨り沙さを見て、魔ま王おうを死なせるわけにはいかないと思ったこと。でもその時すでに親しん衛えい隊たいになっていて、しかも麻ま未みと父親のことも知ってしまったこと。苦肉の策として理央だと黙って魔王軍で参加し、陰ながら守ろうとしたこと。

「りーちゃん、私のために……その、ハイネさんでプレイしてくれてたんだよね。魔王城攻防戦で身代わりになってくれなかったら、私、あの時に負けてた。学校でも、勇ゆう者しや軍ぐんの作戦とかを私が聞いちゃわないようにしてくれたよね。ありがとう」

　心臓が、痛みを覚えた。どうして礼を言われなければいけないんだ。

「やめてくれよ。もっと文句つけてくれよ。……亜梨沙の悩みとか、聞いちまってるんだぞ」

「それは……その、恥ずかしかったけど……」

　亜梨沙の声が小さくなり、察する。亜梨沙は逆にこの部分には触れて欲しくないのかもしれない。知らない間に心の内を理央に明かしてしまった過去を、なかったことにしたいのかもしれない。

「すまなかった。凛りん子こには言わないように俺から頼たのんでたんだ」

　深く頭を下げた。土下座も辞さない覚悟であるが、ここでやったら亜梨沙が恥ずかしくなるだけだ。

「りーちゃん……大変だったよね」

　亜梨沙がいきなり罵ば声せいを浴びせるようなことはしないとわかっていたけれど、こんなに優しくされても辛つらい。まだまだ甘えてるな、亜梨沙に。

「しかもリオで寝返って魔王軍になったのに、結局守れなかった」

「仕方ないよ……私も未熟で、麻未ちゃんは上手だったもん」

　すべては守るためだったのに、それすら理央は成し遂げられなかった。そんな理央を、亜梨沙は薄うっすらと笑みを浮かべながら見てくれる。

「次が……本題だ」

　亜梨沙と麻未、魔王と勇者、幼おさな馴な染じみとクラスメイト。

　もしこれだけの偶然が重なっていなかったら、きっと別の未来が訪れていた。理央は親衛隊のリオとして麻未たちと楽しくプレイして、現実でも麻未と接することが多くなって、昨日のように告白されて、すぐにオーケーして彼氏彼女になっているという未来。麻未が彼女だと、学校中の男子から羨ましがられながら過ごす未来。あるいはもっと別の、他の誰だれかを好きになったり、好きと言われるかもしれなかった未来。

　四つ目。

「……何、りーちゃん」

　訪れるかもしれなかったいくつかの未来。だけど、現に亜あ梨り沙さはここにいて、触れられる距きよ離りにいる。

「好きだ。亜梨沙」

「……っ」

　亜梨沙が息を飲んだのがわかった。

「さっき亜梨沙が負けそうになった時、どうしても守りたいと思った。麻ま未みや親しん衛えい隊たいを裏切ってもお前を守りたいと思った。亜梨沙が一番になった。一番……大切な人だってわかった」

　その気持ちに気づいた時、理り央おの心は時間を遡さかのぼった。恋という感情を知らず、無邪気に遊んでいた幼い頃まで。明日も遊びたい、明後日も遊びたいとただ純粋に思っていた頃。

　そして今、そんな毎日を過ごしていた感情に、名前がつく。

　あれが初恋だった。

　そうしたならもう、勝てない。

　初恋には勝てない。

「俺の彼女になって欲しい」

　亜梨沙はうつむいて、前髪で顔を隠してしまっていた。周りの喧けん騒そうも遠く、風はなく、沈ちん黙もくが流れる。

　数秒だったかもしれない。でもやたらと長く感じた数秒の後、亜梨沙が小さく、消え入るような声で。

「もう一回……言って」

　と言った。

「……何て？」

「好きって、言って。お願いりーちゃん。好きって……言って」

　最後の方は震ふるえていて、泣いているのかもしれなかった。

「好きだ、亜梨沙」

　顔を上げた亜梨沙の瞳ひとみは涙で溢あふれていて、流れた涙が次々に地面に落ちていく。亜梨沙は拭うこともせずに、潤うるんだ目で理央を見つめた。

「私もりーちゃんが好き。ずっと好き。りーちゃんとまた会えて嬉うれしかった。私のこと覚えてくれてて、嬉しかった。すごくカッコよくなってて、ドキドキした。りーちゃん、好き。大好きだよ」

「なんだよ。面食いだな」

　出てきたのはそんな言葉。もうこんなごまかしなんて意味ないけれど、理央の平常心を保つために言うしかなかった。

「あ、そ、そういう意味じゃないのっ……」

「ってことは、俺は不細工だけど好きってことか」

「もう、いじわる言わないで……」

　ここで理り央おは、自らの度胸のなさを呪う。目の前で泣く亜あ梨り沙さを抱きしめることができたなら。キスの一つでもできたなら。でもそこまでできなくて、この両手をどうしていいかわからなくて、ひたすらに泣きじゃくる亜梨沙の前で立ち尽くしていた。

　っていうか、いきなりキスなんてできてたまるか。「好き」って言うのだって初めてだというのに。

「泣きすぎだ。なんか拭くもん……」

　やっと絞り出したのはそんな言葉で、でもハンカチを持ってきていないのを思い出して、どこかに代わりになる物はないかと探したら、衣装の内側から一枚のハンカチが出てきた。柄に見覚えがある。凛りん子このだ。

　これ幸いと取り出すと、一枚のメモ用紙が一緒に出てきた。

『今だ。抱きしめろ』

　きっと凛子さんはエスパーだ。

　とりあえずメモは隠してハンカチを渡すと、亜梨沙は「ありがとう」と言って目元を拭った。

「亜梨沙……あの、さ、どうだろう」

「えっと、どう、って？」

「俺の彼女になってくれるかどうかだ」

　亜梨沙の頰ほおがもっと赤くなったのは、夕日のせいだろうか。

「私で、いいの？」

「い、今さらかよ。その……亜梨沙しか、いないし」

　まさかこのセリフを言わせるための誘導ではなかろうかと疑惑が浮上する。だとしたら亜梨沙、策士である。

「私もっ……。りーちゃんじゃないと嫌。りーちゃんの彼女にして欲しい」

　まだ、距きよ離りがある。暗殺者アサシンの鉤かぎ爪づめの間合いほどの距離がある。

「もう一つ……言いたいことがある」

「え？　さっき本題って……」

「本題から派生した次だ」

　五つ目。

「何？」

「抱きしめていいか？」

「……うん」

　細い亜梨沙の体を抱き寄せた。場違いにも頭をよぎったのは、理央と亜梨沙が愛読する少女漫画のワンシーンだった。あの中で、主人公の女の子は思いを寄せるさわやかイケメンくんに抱きしめられるのだが、理り央おのように許可など取らず、無言で突然やりやがった。もしかしたら亜あ梨り沙さもそんな抱きしめられ方を望んでいたのかもしれないと思うと、弱気な自分が情けなくなる。

　だけど代わりに、強く抱きしめた。

「苦しかったら言ってくれ」

「ううん……」

　亜梨沙が胸の中にすっぽり収まると、向こう側の景色が見えた。ここはゲームフェスタの会場で、ほとんどのイベントは終了しているがまだ人は残っている。そんな中で抱き合うコスプレをした二人というのは、どんな目で見られているのだろう。理央はいいが、きっと亜梨沙は見られていることを知ったら気絶してしまう。このまま人が減るまで亜梨沙を離はなさないというのはどうか。

「幼稚園の頃はさ、遊んで汚れたら一緒に風呂に入って、並んで昼寝もしたのにな。今だとすっげえ照れくさい」

「高校生になったんだもん。それが普通だよ。……もう少し、このままでもいい？」

「あと五時間はいける」

「ふふ。お腹なか空いちゃうよ。りーちゃん、あったかい」

　それは理央のセリフでもあった。海から冷たい風が吹いてきても、亜梨沙のぬくもりが寒さを感じさせない。

　ちょんちょん。

　ふと、衣装の裾が引っ張られた。

「あと五時間」

　ちょんちょん。

「だからあと半日だって言ってるじゃんか」

「兄ちゃん、そろそろ交代」

「凛りん子こさん!?」

　反射的に亜梨沙を離す。亜梨沙も凛子に気づいて「あ、これは、その……」とか言って目を回している。

「私としても、もうちょっと見ててもよかったんだけどね」

「いつから見てた？」

「『おぎゃあ』から」

「お前が生まれた時じゃん！」

　でも兄妹だからそうか。と、妙に納得しそうになった理央である。

「あ……みんな」

　四し天てん王のうも勢ぞろいで、チャンタはニヤニヤ、素もと子こはスマホでパシャパシャ、大たい佐さは変な顔をしていた。

「いい！　最高！　やっぱりロミジュリだわー」

　親指をぐっと立てる素もと子こだが、ロミジュリではハッピーエンドにならないのではないか。

「さーて、せっかくクリスマスにカップルになったんだから、二人で過ごしたらなんて俺らは言わないぜ。これから打ち上げだ。ハイネ、お前も来るんだぞ」

　言うが早いか、チャンタはどこかに電話をかけて予約を取っていた。

「俺も、いいのか？」

　素子が強く理り央おの背中を叩たたいた。

「なーに言ってんのさハイネっち。四し天てん王のうじゃん。あ、元四天王か」

　あははー、と笑う。亜あ梨り沙さも笑っていた。

　二人きりにしてくれと言いたい気持ちがないと言えば噓うそになるけど、友達と過ごす時間も大切だ。この前のオフ会では理央は陰で見張っているだけだったから、素子たちの話が聞きたい。

　何より、カップルって何すればいいかわからないし。ここは人生の先せん輩ぱいであるチャンタや素子に教えを乞うべきだ。

「亜梨沙、行くか」

「うんっ」

　あ、まずこの衣装を運営に返さないと。スタッフが探しているかもしれない。

「あの、妹さんもよかったらどう？」

　大たい佐さが凛りん子こに声をかけていた。偽者とはいえ、イベント成功のためにプレイしてくれたのだ。誘うのが筋だと思ったのだろう。

「はい。是非」

　凛子も快かい諾だく。

「っていうか、あれだけの腕ってことは、勇ゆう魔ま戦せん争そう歴が長いとか？　よければ普段のキャラ教えてよ」

　気軽に訊きいたチャンタ。

「リンコです。リンリン突とつ撃げき隊たいのリーダーをやっています」

「…………マジで!?」













　　　　エピローグ







　元四し天てん王のうの打ち上げが終わって帰路についた頃にはホームページが更新されていて、魔ま王おうの指輪がフィールドに落とされるのは次の日の夜九時だと告知された。会社勤めのプレイヤーにも配はい慮りよしたのだろう。

　そして明けて十二月二十六日。亜あ梨り沙さと彼氏彼女になったという高揚感が抜け切らない理り央おはふわふわした気分だったが、それをぶち壊こわすように勇ゆう魔ま戦せん争そうをしているクラスメイトからメールが殺到していて、その返信に追われることになった。といっても麻ま未みを裏切った理央を責めるようなメールではなく、理央と亜梨沙の仲を知っているから、どちらかというと「やっぱりか」という意味のメールが多かった。麻未の告白を知っていれば、また変わってきたかもしれないが。

　ちなみに掲示板を見てみると、早くも「マミ派」「アリサ派」に分かれて議論が勃発していた。どうやらビッグサイトに二人の天使が降臨したことになっているらしい。「俺の嫁」「いや俺の嫁だ」という書き込みの間に「俺の娘だ」と書き込んでいる人がいるが、多分それを書いたのは本当の父親だ。

「ガチギレした紫し乃のに興奮を覚えた」というマニアックな書き込みも見られる。誰だれか素もと子こに触れてあげてくれ。

「さて……」

　好物のファンタオレンジを用意し、スリープ状態の葉は月づきさんを起こし、勇魔戦争へログイン。魔王城に暗殺者アサシンハイネが現れた。

　そして、削除。数回の確認にすべて「はい」と答えた。

　上げたレベルも、鍛きたえたスキルも、集めたアイテムも消滅する。この数ヶ月のプレイの結晶が、あっけなく消え去った。

　同様に、魔王軍となった料コ理ツ人クリオも削除した。勇ゆう者しや軍ぐん、魔王軍の二つの陣営を駆け回った二人のキャラクターは、フィールドから去った。

　これでいい。

　育てたキャラクターに愛着もあったし、未練など一つもないと言えば噓うそになる。だけど今日、もう一度始めるのだ。亜梨沙と一緒に。

　トップ画面から「新規」をクリック。キャラクターの名前は「リオ」。所属は魔王軍。外見を決めて、職業を決める質問へ移る。

　勇魔戦争に職業選択の自由はない。いくつかの質問に答えることで最初の職業が決まる。贅ぜい沢たく言うなら、新しく追加された機き械かい兵へい士しか精せい霊れい魔ま術じゆつ師しがいいなあ。まだ数も少ないだろうから、羨ましがられる。

　亜あ梨り沙さと同じタイミングでログインすると約束している。今頃亜梨沙もキャラクターを作成しているだろう。

『あなたに適した職業は暗殺者アサシンです』

「またかよ！」

　無慈悲にも表示されたアナウンス。思わず画面に向かって叫んでしまった。

　そしてムービーが流れ、暗殺者リオの冒険が始まる。

　暗殺者って、天職なのだろうか。

　まあ、使い勝手は知っているから苦労しないけど、せっかくだから別の職業がよかった。かといってやり直すのは憚はばかられる。

　最初にランダムで与えられるアイテムはさすがに狐きつねの面ではなく面白味のない装備品で、リオはすぐに売って回復アイテムを買った。

　と、亜梨沙からメールだ。

『りーちゃん、もうログインしてる？』

　リオの名前で新規作成したと返信すると、画面内で近づいてくるプレイヤーがいた。白くゆったりとしたローブを纏まとい、木製の杖つえを持った「アリサ」。

　キーを打つ指が、自然と軽くなる。

「よう。それ、何の職業だ？」

「えっと、精霊魔術師。りーちゃん、もしかしてまた暗殺者なの？」

　自然に「りーちゃん」と呼んでいるが、咎とがめるつもりはない。亜梨沙は現実でもゲームでも自分をそう呼ぶのだ。

　しかもちゃっかり新しい職業を手に入れてるし。

「俺、何か悪いことしたか？　同じってのはひどいだろ」

　アリサの吹き出しの中で、音符のマークが踊る。

「ふふ。きっとりーちゃんに合ってるんだよ」

　暗殺者がピッタリと言われても複雑だ。

「じゃ、その辺でレベル上げしようぜ。二人なら死ぬことはないだろ」

「うん」

　レベルは低いが初心者ではないので、操作に手間取ることなく雑魚モンスターを倒していく。「アリサ」という名前で元魔ま王おうと気づいたプレイヤーから声をかけられたりしたが、「お疲れ様でした」といった魔王という大役を果たしたアリサに対しての労ねぎらいの声が多かった。中には「今度リアルで会いませんか」という昨日の亜梨沙を見たらしいナンパ野郎もいたが、リオが追い払った。

「お、いたいた。やっほー」

　しばらくすると、素もと子こ、チャンタ、大たい佐さがやって来た。元四し天てん王のう、そして元魔ま王おうの新キャラが集まり、周囲がざわついた。

「っていうかハイネ、じゃなくてリオ、また暗殺者アサシンかよ！　こりゃ傑作だ」

　召喚士サモナーチャンタが笑いまくっている。

「アリサは精せい霊れい魔ま術じゆつ師しか。いいの引いたな」

　狂戦士バーサーカー大佐はゲーム内ということですっかり口調がいつも通りだ。ある意味で器用な奴やつである。

「私は、料コ理ツ人クをやってみたいなって思ってたんです。皆さんをフォローできますし」

「料理ならリアルで作ってあげればいいじゃん。ねえリオっち」

「素子さん！　今はそういうのは……」

「じゃあオムライスを頼たのむ」

「りーちゃんまで……」

「はいノロケ一発目いただきましたー！」

　自分から言わせておいて、もはや素子のペースだ。

　無事に五人が集まったところで、パーティを組むことになった。レベルに差があり過ぎるから亜あ梨り沙さは最後まで遠えん慮りよしたが、チャンタたちは気にしていないようだ。

「リーダーはアリサでいいよな」

「チャンタさん、いくらなんでもリーダーはできませんよ。まだこんなレベルですし」

「何言ってんだ。俺らのボスはいつだってアリサだろうが。いいんだよ、これで」

　押し切られる形で、アリサがリーダーに設定された。元々リーダーという柄ではない亜梨沙だけれど、ついに観念した。

　その時、周囲にいたプレイヤーが一斉に「！」のマークを出した。

「昨日はどうもでした。……アリサちゃんは、また始めてますか？」

　勇ゆう者しやマミの登場である。親しん衛えい隊たいはおらず、単独だ。

　画面の前で固まってしまった理り央お。どうしてここに。何のために。思考がまとまらないうちに、素子たちがアリサを庇かばうように立った。

「何の用だ？　追い打ちをかけに来たっていうならお前の人格を疑うぞ」

　大佐が敵意をむき出しにする。マミは汗が流れるマークを出して否定した。

「違うの。ほら、昨日はあのまま終わっちゃったでしょ？　普通、試合の後っていうのはお互いを称たたえ合うものじゃん。だからそれを伝えに来たの。やっぱりまた新規で始めてくれたんだね」

　隙のないきれい過ぎるマミの主張に、大佐も即座に反論できなかった。もちろん大佐だってマミが卑劣な真ま似ねをするプレイヤーだと本気で思ってはいないだろうし、わざわざここまで来て魔ま王おうでもないアリサをＰＫする意味がない。

　精せい霊れい魔ま術じゆつ師しとなったアリサがマミの前に立ち、二人は握手を交わした。

「昨日はありがとうございました。またレベル１から頑張るね。やっぱり私、勇ゆう魔ま戦せん争そうが好き」

「ありがとっ。いつでもコロッセオに呼び出してくれていいからね」

　この時、麻ま未みはどんな気持ちでパソコンに向かっているのだろう。

　昨日、親しん衛えい隊たいから出ていった理り央おがその後どうなったのか。麻未は察しているに違いない。麻未には亜あ梨り沙さと付き合うことになったと報告するべきなのかどうか。仮に伝えるなら、メールで、電話で、会って。ううむ、わからん。こんな経験ないからさっぱりわからない。まあ、後で凛りん子こに相談するとして。

「お、そこにいるのはリオくんだね？」

　しまったバレた。

「おう。なんつうか……俺も一からやり直すことにした」

「せっかく料コ理ツ人クがハマってきてたのに、ちょっともったいないね」

「俺は公開プレイで裏切ったからな。料理人で勇ゆう者しや軍ぐんに見つかったらボコボコにされる」

　次のマミの発言までに、少し間があった。

「あはは。そうだね。ちゃんとアリサちゃんを守るんだよ」

「おう」

　画面の中のマミは表情を変えない。画面の前の麻未がどんな顔をして言葉を選んでキーを打ったのか、わからない。

　すると、マミがいるのを嗅ぎつけたレベルの高いプレイヤーが手柄をあげるべく押し寄せてきた。魔王の仇かたきというのもあって、かなり殺気立っている。

「おっと。じゃあ退散しますか。また三学期に会おうねっ」

　マミは華か麗れいな動きで飛び出してきた敵をかわし、ついでに攻こう撃げきを加えながら勇者領の方へ去って行った。すぐに銃声が聞こえてきたから、ハルトが近くで待機していたらしい。

「どうする？　俺らが同行してレベルが高いクエストをすればすぐに強化できると思うが」

　大たい佐さが言った。確かに、かつての料理人リオはその方法で一気にレベルを上げた。少しずつ強くなっていくというＲＰＧの醍だい醐ご味みを無視してしまったが、あの時はすぐに強くなる必要があった。

「すみません。まずはゆっくりやっていこうと思うんです」

「俺もだ。のんびりやらせてくれ」

　一人二役をしている間は色々と余裕がなかった。これからは、あのスタッフの人たちが頑張って作り、今も管理しているこのゲームをじっくり楽しみたい。

「オッケー。んじゃ、私らはリズネ遺跡に行って勇者軍でも狩りますか」

「お、いいなそれ。暇な連中はついてこーい」

　元となっても四し天てん王のうメンバーは有名人でレベルも高い。何人かのプレイヤーが一緒に行きたいと申し出て、チャンタの召しよう喚かん獣じゆうで飛んで行った。

　残されたリオとアリサは、スキルが一つと通常攻こう撃げきしかない状態でモンスターを倒し、ＨＰが減ったら村に戻って回復をし、少しずつレベルを上げていった。チャットの会話も楽しい。

「あ……そろそろだね。魔ま王おうの指輪」

　アリサに言われて時計を見ると、九時が迫ってきていた。その時刻になった瞬しゆん間かん、魔王軍領土のどこかに魔王の指輪が出現し、手にしたプレイヤーが新魔王になれる。だからリオやアリサが魔王になれる可能性もあるにはあるのだ。といっても、このレベルで魔王になってもすぐに倒されるだけだけど。

　周りにいたプレイヤーもそわそわし始めた。全員が「あわよくば」の思いでいる。

　九時になった。が、リオから見える範はん囲いでは何も起きない。落胆の言葉がチャットに並ぶ。どこに現れたのだろうか。そして気になるのは誰だれが魔王になったのか。試しに掲示板を開いてみるが、それらしい書き込みはまだない。

「おーい。新魔王が所信表明演説をするってさ。魔王城に集まれー」

　やがてそんな情報が魔王軍に回った。

「行ってみるか。所信表明とはマジメな魔王だな」

「そうだね。私もそんなふうにはしなかったと思う」

　魔王城に着くとチャンタたちも来ていて、城の外にはたくさんの魔王軍プレイヤーが待機していた。四天王が決まっていなければ、立候補するつもりの人も大勢いるに違いない。

「アリサが残した花とか、大切にしてくれる魔王だといいな」

「うん」

　バルコニーに黒いローブを着た新魔王が姿を現した。専用装備の死神の鎌かまを持ち、堂々とそこに立つ。

「ぶほすっ」

　と漏らしたのは現実の理り央おだ。飲み込もうとしていたファンタオレンジを噴ふき出しそうになった。

　皆、こう思ったのではなかろうか。

　こいつはヤバい、と。

「私が新しい魔王となりました。至らない部分もあるかとは思いますが、よろしくお願いします。早速ですが、我が軍のこれからの方針をお伝えします。先代の魔王アリサが残してくれた領土を守りつつ、積極的に攻勢に出ます。まあつまり、正面から叩たたき潰つぶしにいきます。後、裏切り者は許しません。以上」

　魔王リンコ、誕生の瞬しゆん間かんであった。
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　間違いない。まだまだ楽しいことが起きまくる。幸いなことに冬休みで時間はある。

　でも、せっかくの時間を勇ゆう魔ま戦せん争そうだけで過ごすのもアレだな。

「アリサ、どっか行こうか」

「じゃあ、少し離はなれたダンジョンに行ってみる？」

「そうじゃなくて。現実で遊びに行かねえか？　あ、初詣もいいな」

「うんっ。行きたい」

「だな」

　初詣に神社に行ったなら、きっと理り央おはこうお願いをするだろう。「どうやったら自然に手を繫つなげるか教えてください」と。神様だったら知っているはずだ。結構マジで教えてください。

「あ、ごめん。出かけなくちゃいけないから落ちるね」

「おう。またな」

　亜あ梨り沙さが落ちた後、理央もアイテムを少し買ってログアウトした。掲示板を眺めていると、新しん魔ま王おうに対する期待の書き込みが目立つ。あの残虐性で有名なリンリン突とつ撃げき隊たいが魔王と四し天てん王のうになったのだ。勇ゆう者しや軍ぐんもうかうかしていられない。さて、隣となりの部屋の魔王は何をやらかしてくれるのか。

　現実と、ネットゲーム。それぞれで好きな人と繫がっていられる。だからこれから亜梨沙と過ごす時間は、きっと全部、二倍楽しくなる。二倍大切になる。そんな理屈でいいじゃないか。

　小腹が空いたので食べ物を求めて一階におりると、チャイムが鳴った。もう夜も遅いが、誰だれだろうか。

「りーちゃん、こんばんは」

「亜あ梨り沙さ!?」

　客はさっきログアウトした亜梨沙であった。寒さのせいか頰ほおを赤くして、両手で抱きしめるように紙袋を持っている。長い髪を結んでいるのは、理央がプレゼントしたリボンだった。それだけで自分でも驚おどろくほど嬉うれしかった。

　急に家族に見られるのが恥ずかしくなって、理り央おは外に出てドアを閉めた。雪が降りそうなくらい冷え込んでいる。

「ごめんね、こんな時間に……」

「いや、いきなりどうしたよ。っていうか、一人で来たのか？」

　出かける用事ってこれか。

「ううん。お母さんに送ってもらったの。……あの、これ、渡しに来たの」

　亜梨沙の後ろには見覚えのある車が停とまっている。確か亜梨沙の両親はそれぞれ車を持っていたはず。

　そして亜梨沙は抱いていた紙袋を差し出した。持ってみると、軽い。「開けていいのか？」と目で伝えれば、亜梨沙は小さく頷うなずいた。

「お……まさか手作りか？」

　橙だいだい色いろの毛糸で編まれたマフラー。首に巻けば暖かくて、もこもこしていた。

「うん。上手にできてないところもあるんだけど、その……メリークリスマス」

「昨日終わったぞ、それは」

「き、昨日は色々あったから……。私、いつもりーちゃんに貰もらってばっかりで、私ができることって少ないし……。きゃっ……」

　衝しよう動どう的てきに、亜梨沙を抱き寄せていた。

「もっと自信持て。お、俺の彼女だろ？」

「ふふ、りーちゃん、声が震ふるえてる」

「恥ずかしいんだよ！　恥ずかしいのに言っちゃったんだよ！」

「でも……ありがとう。『彼女』って言ってくれて、嬉しい」

　カシャ。

　なんか撮とられた。

「あら、二人ともこんなに仲良くなってたのね」

「お母さん！　あ、あのね、これは、その……」

　いつの間に車を降りたのか、亜梨沙の母親、亜あ希き子こが抱き合う二人をスマホ越しに見守っていた。実にいい笑顔である。

　亜梨沙が理央から離はなれると、後ろのドアが開いて凛りん子こが顔を出した。

「兄ちゃん、お母さんが赤飯炊いたって」

「準備いいな！」

　いきなり家族にバレたけれど、もともと家族ぐるみの付き合いだ。そのうち言うことにはなっただろう。

　亜あ希き子こは凛りん子こに促されて家の中に入っていった。理り央おも寒いし、凛子も寒そうにしている。すぐに暖かい家に入りたいが、あと一言だけ。

　亜あ梨り沙さに向き合う。編んでくれたマフラーに触れ、照れくさいけど、改めて。

「これからもよろしく、亜梨沙」

　初恋の相手の幼おさな馴な染じみは、変わらない笑顔で。

「うん。ずっとよろしくね、りーちゃん」
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　　あとがき




　こんにちは。高たか遠とお豹ひよう介すけです。三巻はいかがでしたでしょうか。

　二巻では観みてきた映画の話をしましたが、その映画のブルーレイがこの本が発売される頃に我が家に届くはずです。それから、モバイルの方もアニメになるそうですね。きっとこの本の印税もそこにつぎ込まれることでしょう。




　さて、この物語はネットゲームを題材にしています。そこで、私のパソコンとインターネットの思い出を語ってみたいと思います。

　私の家に初めてパソコンがやって来たのは中学生の頃でした。その年、「地域振興券」なるものが配布され、私と弟が対象だったのでそれにお金を足してパソコンを購こう入にゆうしました。容量は確か５ＧＢ。今では考えられないですね。まだまだフロッピーディスクが現役でした。その頃はもちろん光回線やＡＤＳＬはなく、ダイアルアップ回線でした。接続するのに一分以上かかり「ピーガガ」と音を発するのです。それでも面白がってインターネットで遊んでいると、翌月、跳ね上がった電話代を親に叩たたきつけられたのです。知らなかったんですよ。電話回線を使ってるだなんて。しかもインターネットをしている最中は電話が使えないので、親には迷惑をかけました。

　それから数年、私は大学に現役合格したら光回線を導入していいという約束を取り付け、無事に大学に合格して光の工事をしてもらいました。あの速さ、感動したのを覚えています。ライトノベルの主な読者層は中高生ですので、これを読んでいる方は「？」かもしれません。あったんですよ。こんな時代が。




　イラストのこーた様、いつも素敵なイラストを描いて頂き、感謝しております。

　担当様、今回は締しめ切きりギリギリとなってしまい、申し訳ありませんでした。

　そしてこの本を手に取ってくれた読者の皆様、この物語はこれでおしまいとなります。三角関係の恋模様をここまで読んでくださり、ありがとうございました。曖あい昧まいにではなく、きっちり選ぶ形で終われたので、満足しています。

　機会があれば、またお会いしましょう。





高遠豹介







次は女の子と戦車の話とか書いてみたいなー。え？　もうある？
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高たか遠とお豹ひょう介すけ

東京生まれ千葉育ち。体脂肪やＢＭＩなどが測れる体重計に乗ったところ、体内年齢が意外に若く出ました。これでまだまだ酒が飲めます。ビールに合うつまみは何がいいかって？　馬刺しだよ馬刺し！
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イラスト／こーた

ばっくはつ！　はい！　ばっくはつ！　はい！　……はぁ。







本書に対するご意見、ご感想をお寄せください。




電撃文庫公式ホームページ 読者アンケートフォーム

http://dengekibunko.dengeki.com/

※メニューの「読者アンケート」よりお進みください。
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本書は書き下ろしです。
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